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認知症の医療と福祉の連携 IN 守山・野洲について 

 

 近年、認知症の増加は目を見張るものがあります。厚労省の統計では 2010年には 200万人、

高齢者の増加に伴い、2020 年には 325 万人まで増加すると想定されております。このような

認知症患者の急増に伴い、その医療面においても専門医の不足が生じたり、ケアサービスにつ

いても人員及び経験不足などの問題が様々な地域で多数発生しています。私達守山野洲医師会

は、今後も増々増加していくと考えられる認知症に関する諸問題について、医師のみでは解決

できるものではなく、行政介護を含めた包括的な連携が必要ではないかと考えていました。し

かし、医師とケアスタッフとの間には高い壁のような隔たりがあり、実際連携をとるには中々

困難な状況にありました。幸運なことに、この分野の第一人者である藤本直規先生が、私達医

師会の会員であり、行政及びケアスタッフとの間に信頼関係が既に築かれていることから、藤

本先生にリードしていただきこの会を発足させていただきました。 

この会の趣旨は専門医を含む医師が中心となり、歯科医師、薬剤師、行政（地域包括センタ

ー等）、介護スタッフ等の多職種が継続的に参加し連携を深めていくものです。内容はケース

スタディーを中心としたもので、テーマ別に工夫された事例シートを用いて、様々な職種の仲

間が自分の経験を織り交ぜてコミュニケーションをとり、顔の見える関係づくりと、認知症に

関する情報と経験の共有化を実践しています。 

認知症への対応は、その本人だけに関するものではなく、患者さんの居住されている地域コ

ミュニティー、家庭環境にも多大な影響を受けます。しかし、私達医師、行政、ケアスタッフ

が実際経験できる事例は極わずかであります。よって、皆がそれぞれの事例を持ち寄り意見交

換することにより、様々な事例を疑似体験でき、また様々な職種の視点にたった対応もお互い

に理解することもでき、各自のスキルの向上にも繋がると考えられます。 

実際 2年間、計 7回この会が開催され、上記の基礎はほぼ達成できたと考えられます。今後

はそれぞれの職種で更に輪を広げ、守山野洲地域の全ての関係者が顔見知りとなり、フラット

な関係を保ちながら議論を交わして、認知症の患者さんとそのご家族が安心して暮らせる、や

さしい地域を目指したいと考えておりますので、今後ともご支援賜りますようよろしくお願い

いたします。 

 

                         守山野洲医師会長  堀出直樹 
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1．開催趣旨 

2003 年から「顔が見えて話せる会」を目指す「滋賀県認知症ケアネットワークの会」の活動を開始し、

保健所圏域全てに「地域版認知症ケアネットワークを考える会」の設立を推進してきた。そして 2012 年か

らは、顔が見えて話せるだけではなく、「考え方の共有化」をめざし、事例検討を中心として具体的な方向

性を考える場として、「認知症の医療と福祉の連携 IN守山・野洲」をスタートさせた。 

2013年度から始まった「認知症対策推進 5 ヵ年計画（オレンジプラン）」においても、認知症に関する

医療と福祉の連携は、特に重視されており、地域基盤作り、仕組み作り、人材作りが進められている。こ

の IN 守山・野洲においても、オレンジプランの内容を十分に活用し、最新の情報を取り入れながら、連携

の当事者である医療・福祉従事者の期待に応えられるコンテンツを提供していくつもりである。 

IN 守山・野洲では、ベース作りを行った医師がリーダーとなり、各グループに分かれ、様々なテーマでグル

ープワークを行う。 例えば、 「認知症になってからも普通に暮らし続けられる守山、野洲にするには、何が

必要か？、どんなことができたらいいかと思うか？」 「自分が認知症だったらどんなことがしたいか？、どんな

地域であってほしいか？」などをテーマとしたグループ討議や、模擬事例を用いた多職種によるグループワー

クなど、熱心な話し合い・活動を継続している。 

 

2．実施内容 

（1）開催概要 

 開催日 参加人数 職  種 

第 1回 H24.9.20 18名 医師 10 行政・包括 7 看護１ 

第 2回 H24.12.6 15名 医師 10 行政・包括５ 

第 3回 H25.2.7 14名 医師 8 行政･包括５ 看護１ 

第 4回 H25.5.23 43名 医師 7、病院 8、行政・包括 9、CM19 

第 5回 H25.8.22 36名 医師 7、看護 1、介護 1、CM17、包括 3、行政 2、他 5 

第 6回 H25.11.28 41名 医師 9、看護 2、CM17、包括 4、行政 3、他 6 

第 7回 H26.1.30 44名 
医師 8、歯科医師 8、行政・包括 7、薬剤師 1、 

CM17、他（PT、OT、MSW）3 

   ［会  場］          守山駅前コミュニティホール 

   ［タイムスケジュール］  18:00～19:30 

   ［実施主体］        守山野洲医師会 （事務局：藤本クリニック） 

 

 

 

 

 



（2）グループワーク・グループ討議の内容と記録 

IN 守山・野洲の企画を行ってきた医師が各グループのリーダーとなり、具体的な模擬事例を使った

グループワーク（以下、GW）や共通のテーマを設定したグループ討議を行い、自由な討論・話し合

いからとりまとめまでを行う過程から、他の機関や職種の考え方や思いを共有する流れで実施した。 

以下では、まず、①各回で設定した GW やグループ討議のテーマ等の概要を一覧し、続いて、②

具体的な内容について詳述する。そして、③GW 等で実際に用いたスライド等の資料と、各回・各グ

ループの記録・まとめ、の順に掲載する。 

 

    ① GW・グループ討議の概要 

 

     第 1回  GW 

       テーマ：多職種連携（模擬事例） 

       事例①：80歳  女性  高血圧症、糖尿病  

       ○「ライフサポートモデル」（平成 24年度厚労省老人保健事業）、オレンジプランの解説 

       ○事例（A さん）についての情報整理 

       ○A さんについて、それぞれの職種や立場からできること、を討論 

 

     第 2回  グループ討議 

       テーマ：DVD「認知症者と家族への対応」について 

       ○「認知症者と家族への対応」（平成 24年度厚労省老人保健事業）の DVD教材の視聴 

       ○DVDの内容や使い方等に関する討論 

 

     第 3回  GW  

       テーマ：多職種連携（模擬事例） 

 事例①：80歳  女性  高血圧症、糖尿病 

       ○事例（A さん）についての情報整理（言動から、その背景や原因を考える） 

       ○A さんの立場から、困っていること、悩み、求めていること などを討論 

 

     第 4回  グループ討議 

       テーマ： 「認知症になっても普通に暮らし続けられる守山・野洲のために」 

       ○テーマに対して、何が必要か、どんなことができたらいいと思うか、について意見交換 

       ○出された意見を整理、討論（ブレインストーミング） 

 

     第 5回  GW  

       テーマ：多職種連携（模擬事例） 

 事例②：78歳  男性  独居、糖尿病  

       ○事例（A さん）についての情報整理 

       ○A さんについて、それぞれの職種や立場からできること、支援のための連携 などを討論 



     第 6回  GW 

 テーマ：家族支援（模擬事例） 

       事例③：83歳  男性  血管性認知症 （認知症ケア事例集より） 

       ○事例（A さん）についての情報整理 

       ○家族に伝えなければならないこと、誰が誰にどのように伝えるか、などを討論 

 

     第 7回  グループ討議 

       テーマ：DVD「認知症者と家族への対応」について 

       ○「認知症者と家族への対応」（平成 24年度厚労省老人保健事業）の DVD教材の視聴 

       ○多職種による DVD の内容（認知症の人・家族とのコミュニケーション）等に関する討論 

 

 

    ② GW・グループ討議の内容 

 

第 1回  H24.9.20  GW （資料は p.13～） 

初回であるため、会の趣旨である“顔が見える多職種協働・地域連携の取り組み”にとどまらず、

更に“共通の知識や支援の方向性を共有できる”、“垣根のない連携の取り組みが必要”ということ

について議論し、共通認識とした。 

会の名称や開催回数、参加者の職種も参加者と話し合って決定した。結果、24 年度は医師会

と行政・包括で実践を繰り返しながら地盤作りをすることに決定した。 

その後、模擬事例を使って検討グループワークを実施した。第 1 回は医師のみのグループ、行政と

地域包括支援センターのグループ分けで行った。 

「生活全般をみる視点が持てるようなシート」と、「その後に誰が何をするのかを明確にするシート」

を活用し、最後に全般をまとめた。 

 

第 2回  H24.12.6  グループ討議 （資料は p.23～） 

2回目はグループ編成を「医師」、「地域包括支援センター」など混合にした。 

グループリーダーには医師を指名することで、医師が他の職種の参加者に話しかける機会を自然と

多く持てるようにした。また、“発表者も医師”とすることにより、（地域で実際に連携していくであろう）

医師の人となりが見えやすくなり、壁が低くなることを狙った。 

ワークは、DVD（認知症者と家族への対応）の視聴とそれに関するグループ討議であったが、模

擬事例による GW同様に活発な意見が行き交い始めた。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3回  H25.2.7  GW （資料は p.27～） 

3 回目もグループ編成は職種混合とし、医師をリーダー役とした。（これを定着させることで、GW

やグループ討議の機会だけでなく、同じ地域で活動する職種が“顔の見える多職種協働”に直接つ

ながることも狙ったもの） 

ワークは模擬事例での GW とした。具体的な内容としては、本人が言っている言葉からどのようなこ

とが考えられるかというテーマでシートを作成し、それに従ってワークを進行した。専門職としてのアプロ

ーチの検討にとどまらず、本人が困っていることや求めていることについても考えた。本人視点を確認す

ることを狙いとするワークにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3回 グループワーク 

 「認知症の人の求めていること」 

 医師と地域包括支援センター 

医師と地域包括支援センターで議論を 

重ね、考え方の方向性を共有した 

堀出 医師会長の挨拶 



第 4回  H25.5.23  グループ討議 （資料は p.32～） 

4 回目からケアマネジャーまで参加者を広げて開催した。（この決定は 1～3 回の開催時にアンケ

ートを実施し、「次に広げる職種」を尋ねたところ、最も多かったのがケアマネジャーであったため） 

緊張感緩和のため今回からアイスブレイクを導入した（医師もノリがよく、張り詰めた雰囲気が一

気に変わり、非常に効果的であった）。 

ケアマネジャーが初参加であるため事例検討ではなく、1 テーマのグループ討議（ブレーンストーミン

グ形式）にする。リーダー役はこれまで同様に医師で進行してもらう。グループ名まで決めることで笑

いが絶えず、リラックスした雰囲気作りは成功した。まずは、ケアマネジャーから、“継続して参加したい”

と思ってもらえることが一番の目的でもあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 4回 グループ討議 

「認知症になっても普通に暮らし続けられる 

守山、野洲にするには何が必要か？」 

 

医師と地域包括支援センターに、初めて 

ケアマネジャーが参加 

アイスブレイクで、雰囲気を和らげる、指ジェス 

チャーで誕生日を示し合い、その順番に並ぶ 

アイスブレイク 

 

     

医師がリーダーシップをとる 

北野 元副医師会長 

     
衛藤 副医師会長の発表  

グループ名「えとう先生と５人の娘？」  

西村 

守山市民病院名誉院長 

     寺尾 草津保健所長 

     

藤井 元医師会長 

     



第 5回  H25.8.22  GW （資料は p.39～） 

5回目も（好評であった）アイスブレイクで開始とした。内容は模擬事例を使ったGWとし、1回目

と同じシートを使った。リーダー役の医師が自らの経験を活かして、うまく参加者の意見を引き出したり

まとめたりしている様子がみられた。その後、まとめとして、「“誰から誰へ”、“どんなことを”つないで支援

のネットワークを広げるのか」を考えた。 

この回の狙い・落としどころは、医師から看護、介護というステレオタイプの縦系統だけではなく、平

面に連携や支援の輪がひろがるように（連携・支援の“バトンタッチ”のイメージ）とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5回 グループワーク 

「認知症の人への支援：それぞれの立場で

出来ること、支援のバトンタッチ」 

“一緒に考え” 

     
北野 元副医師会長 

     

柴田医師 

 （脳神経外科医） 

     

“一緒に発表” 

     

木築医師 

 （脳神経外科医） 

平木医師  

 （精神科医） 

久永医師 

 （神経内科医） 



第 6回  H25.11.28  GW （資料は p.54～） 

6回目もアイスブレイクでスタート、模擬事例を使い、「家族支援」をテーマとした GWを行った。“何

を伝えるのか”、“誰に伝えるのか”、“どの順番で伝えるのか”などを、細かく段階を追いながらグループ

皆で考える機会とした。 

ファシリテート側の経験値もあがり、新しい参加者も含めて、GW の雰囲気はとても良いと感じられ

た。初参加の際は必ず自己紹介をし、すぐに溶け込めている様子であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討結果 

福田 副医師会長 

の発表 

グループワーク 

第 6回 グループワーク 

「家族支援；家族に伝えなくては 

ならないことは何か？」 



第 7回  H26.1.30  グループ討議 （資料は p.62～） 

これまでと同様に、アイスブレイクから DVD視聴、その後に DVDの内容に関するグループ討議とした。

第 2 回でも使用した DVD（認知症者と家族への対応）を視聴し、診察室での対応悪い例を題材

に、各パターンで、“何が悪いのか”、“どう改善できるのか”を話し合った。今回から歯科医師が参加す

ることとなった（グループリーダーは変わらず医師）。 

医師の批判に終わるのではなく、グループごとの取りまとめでは、どの職種にも関係のある「コミュニケ

ーション」を考えるときの大切なこと5項目を挙げてもらった。初参加の歯科医師からも「認知症はわか

らないことも多いが、これからも参加して勉強していきたい」などの発言もあった。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 7回 グループ討議 

「DVD教材『認知症者及び家族への 

対応コミュニケーションの大切さ』を見て、 

悪いところとこうして欲しいところを話し合う」 

堀出 医師会長の挨拶 

今回から歯科医師が参加 

黄瀬 滋賀県歯科医師会 

元湖南支部長の挨拶 

 もうお馴染み？のアイスブレイクでスタート 

（名前の順に並ぶ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次年度については、各回の参加者より要望の多かった介護サービス事業所にも開催を周知する

（参加を促す）方向となった。また、開催は年間 4 回とし、各回リーダー役の医師には、認知症の

病型（AD、DLB、VD、FTD）それぞれの講義を担当して頂き、続いてその疾患ごとの事例検討を行

う形式を予定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎回、進行係をする藤本医師（藤本クリニック） 

長年、認知症専門医として守山野洲医師会の 

仲間と認知症対策を考えてきた。 

毎回のテーマ、グループワークの仕方、テーマにあった 

事例シートを作成している奥村看護師（藤本クリニック） 

毎回のアイスブレイクのやり方も考えている。 

滋賀県から委託された認知症に関する相談センターでの 

相談担当の経験から、「顔の見える関係」だけでなく、 

「考え方の共有化」が必要と考え、この方法を提案した。 



   ［全体を通じて］ 

    1  長期的な視点に立った“全体の流れ” 

      GW・グループ討議について、守山・野洲地域全体の多職種連携の基礎固め（顔の見える連携の

土台づくり）という全体目的の他、各回のテーマ設定において、以下のような “流れ” を持たせることで、

参加者が「質的な一体感・共有感」を得てもらうことをイメージした。 

      具体的には、病気だけを見る（診る）のではなく、①「生活全般」をみて、どの立場・職種が関わる

のか（1 回目・4 回目）、BPSD から本人の困り事や求めることを考える、という②「本人視点」の確認

（3 回目・4 回目）、そして、③「連携パス」のイメージ作り（5 回目）、④「家族支援」（6 回目）、

⑤「コミュニケーション」全般（7 回目）と展開してきた。また、続く次年度は先述の通り、⑥「疾患別」

の事例検討を行うことを予定している（8回目以降）。 

 

    2  実際の連携場面を想定した“実践的な工夫” 

①参加者の工夫： 

当初 1 年間は、参加者を医師と地域包括支援センターのみとしたことで、実施の目的を共有・固

めることができ、2 年目からもケアマネジャーの追加にとどめるなど、多職種への展開を丁寧かつ確実に

することで、目的がぶれることがなかった。「ここに参加すれば、これを学べる・得られる」ことへの定着に

つながった。 

    ②役割の工夫： 

医師をグループのリーダー役として固定することで、GW・グループ討議の場のみならず、実際の連携

場面でこそ、“話しやすくなる”効果を狙った。一方、グループ編成は毎回変えていくことで、多くの人と

知り合える機会とした。 

③雰囲気作りの工夫： 

アイスブレイクを導入し、短時間ながら緊張感を取り払い、よい雰囲気の中での進行を心掛けた。 

    ④シート・ツールの工夫： 

        皆で考えることを重視し、あるべき結論に誘導しない “書かせる”シートによって、「今日、ここに参

加して何を得たのか」を持ち帰りやすい、参加者の “後の” につながるシートを使用した。 

      ※第 1回、第 3回、第 5回のグループワークで使用した記入シートは、認知症介護研究・研修センター

「ひもときシート」（URL：http://www.dcnet.gr.jp/retrieve/）を参考に、藤本クリニック（奥村

看護師）で作成したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.dcnet.gr.jp/retrieve/


回を重ねるごとに、県内外のメディアに取り上げられるようになり、活動の広報・拡大になるとと

もに、参加者や運営側の励みともなっている。 

      ①福祉ネットワーク通信 （生活協同組合コープしが  福祉ネットワークセンター） 

      65号（2013.3.15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   71号（2014.3.15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

      ②京都新聞 

        2013.2.20  朝刊 
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第
１
回

認
知
症
の
医
療
と
福
祉
の

連
携
ＩＮ
守
山
・
野
洲

Ｈ
２
４
．
９
．
２
０

１
８
時
～
１
９
時
３
０
分

1
＊
事
例
検
討
書
式
等
の
無
断
で
の
ご
使
用
は
お
断
り
し
ま
す

研
究
事
業
の
目
的

本
調
査
研
究
は
、
「
認
知
症
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
モ
デ
ル
」
を
実
践
す
る
た
め

に
、
多
職
種
が
学
ぶ
べ
き
具
体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
医

療
関
係
者
、
介
護
関
係
者
等
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
専
門
職
が
、
共
に

「
認
知
症
ケ
ア
の
基
本
」
を
学
び
、
相
互
理
解
や
円
滑
な
多
職
種
連
携
を
促

進
す
る
た
め
の
教
育
的
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

【
課
題
意
識
】

•認
知
症
の
人
に
は
、
医
療
関
係
者
、
介
護
関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
専
門
職
の
関
わ
り
が
あ

る
。
し
か
し
、
認
知
症
の
人
に
向
き
合
う
際
の
焦
点
は
、
各
々
の
専
門
性
や
職
務
に
求
め
ら
れ
る
役
割

等
に
よ
り
異
な
る
場
合
が
多
い
。

•こ
う
し
た
状
況
は
、
本
人
の
状
態
を
多
角
的
に
把
握
し
た
り
、
総
合
的
な
支
援
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と

が
出
来
ず
、
医
療
と
介
護
と
の
連
携
や
、
認
知
症
連
携
パ
ス
等
の
妨
げ
に
も
な
る
こ
と
も
あ
る
。

•「
認
知
症
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
モ
デ
ル
」
は
、
認
知
症
の
人
に
携
わ
る
全
て
の
専
門
職
が
、
認
知
症
ケ
ア

の
基
本
的
考
え
方
や
基
礎
知
識
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
を
持
ち
、
専
門
職
ご
と
の
「
分
業
」
と
な
っ
て
い

る
状
況
を
、
多
職
種
に
よ
る
「
協
働
」
へ
と
導
い
て
い
こ
う
と
す
る
ね
ら
い
が
あ
る
。

（
参
考
資
料
）

3

認
知
症
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
モ
デ
ル
の
具
体
的
な
検
討
と
多
職

種
協
働
の
基
盤
づ
く
り
に
関
す
る
研
究
事
業

実
施
概
要

平
成
２
４
年
度
老
人
保
健
健
康
増
進
等
事
業
国
庫
補
助
協
議
申
請
分

事
業
実
施
主
体
：
株
式
会
社
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所

（
参
考
資
料
）

2

「
認
知
症
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
モ
デ
ル
」
と
は

【
本
委
員
会
に
お
け
る
定
義
】

認
知
症
の
人
へ
の
医
療
・介
護
を
含
む
統
合
的
な
生
活
支
援

【
説
明
】

認
知
症
ケ
ア
は
、

（
）
疾
病
お
よ
び
体
調
管
理
か
ら
、
日
常
生
活
の
支
援
、
自
己
決
定
に

関
わ
る
こ
と
ま
で
、
総
合
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
（
）早
期
か
ら

終
末
期
ま
で
地
域
社
会
の
中
で
支
え
て
い
く
継
続
的
な
関
わ
り
を
基
本

に
、
生
活
支
援
を
中
心
と
す
る
ケ
ア
の
提
供
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
認
知
症
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
モ
デ
ル
」
は
、
医
療
も
介
護
も
生
活
支
援
の

一
部
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
、
医
療
と
介
護
等
が
相
互
の
役
割
・

機
能
を
理
解
し
な
が
ら
、
統
合
的
な
ケ
ア
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
（
Ｌ
ｉｆ
ｅ
）は
、

「
生
命
」
「
生
活
」「
人
生
」等
の
意
味
が
あ
り
、
そ
の
人
が
生
き
て
き
た

人
生
や
、
出
会
い
か
ら
終
末
ま
で
の
継
続
的
な
関
わ
り
が
含
ま
れ
る
言

葉
で
す
。

サ
ポ
ー
ト
（
Ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒｔ
）
は
、

支
え
る
、
支
持
す
る
等
の
意
味
が
あ
り
、
主
体
は
本
人
で
あ
る
こ
と
を

前
提
と
す
る
言
葉
で
す
。

以
上
の
考
え
方
か
ら
、
「認
知
症
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
モ
デ
ル
」
と
い
う
言
葉

が
選
択
さ
れ
ま
し
た
。

認
知
症

人の

医
療
が
担
っ
て
き
た
領
域

・
脳
の
器
質
的
変
化
に
伴
う
機
能
の
低
下
お
よ
び
症
状

・
鑑
別
診
断
、
治
療

・
心
理
的
教
育
的
ア
プ
ロ
ー
チ

介
護
が
担
っ
て
き
た
領
域

・
焦
点
は
人
、
生
活
、
人
生

・
自
己
決
定
・
自
己
実
現
の
支
援

・
生
活
の
支
援

認
知
症

人の
支
援
の
視
点
を
一
致
さ
せ
る

情
報
共
有
と
役
割
分
担

認
知
症
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
モ
デ
ル

医
療
＞
生
活

医
療
＜
生
活

認
知
症
の
人
へ
の
医
療
・
介
護
を
含
む
統
合
的
な
生
活
の
支
援

介
護
が
担
っ
て
き
た
領
域

・
焦
点
は
人
、
生
活
、
人
生

・
自
己
決
定
・
自
己
実
現
の
支
援

・
生
活
の
支
援

医
療
が
担
っ
て
き
た
領
域

・
脳
の
器
質
的
変
化
に
伴
う
機
能
の
低
下
お
よ
び
症
状

・
鑑
別
診
断
、
治
療

・
心
理
的
教
育
的
ア
プ
ロ
ー
チ

（
参
考
資
料
）

（
資
料
）
「
認
知
症
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
現
場
か
ら
み
た
ケ
ア
モ
デ
ル
研
究
会
」
報
告
書
（
20

11
）

4
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【
具
体
的
な
対
応
方
策
】

①
「
認
知
症
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
モ
デ
ル
」
の
策
定

○
認
知
症
ケ
ア
に
携
わ
る
様
々
な
専
門
職
は
、
こ
れ
ま
で
、
高
齢
者
の
尊
厳
の
保
持
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向

上
に
向
け
て
試
行
錯
誤
を
続
け
、
医
療
職
は
認
知
症
と
い
う
疾
患
に
焦
点
を
当
て
た
ア
プ
ロ
ー
チ
、

介
護
職
は
認
知
症
の
人
の
人
生
や
生
活
に
焦
点
を
当
て
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
主
な
方
法
論
と
し
て

き
た
。
そ
の
た
め
、
医
療
と
介
護
は
連
携
が
と
り
に
く
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
た
情
報
は
そ
れ
ぞ
れ
の

領
域
に
の
み
に
活
用
さ
れ
、
結
果
的
に
ば
ら
ば
ら
の
対
応
と
な
っ
て
い
た
。

○
今
後
は
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
一
体
的
か
つ
継
続
的
な
質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
し
て
い
く
た

め
に
、
認
知
症
の
人
の
ケ
ア
モ
デ
ル
の
構
築
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

○
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
医
療
と
介
護
を
別
々
に
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
ケ
ア
の
主
体
で
あ

る
「
認
知
症
の
人
本
人
」
に
対
す
る
理
解
（
本
人
の
意
思
の
尊
重
）
や
原
因
疾
患
、
症
状
を
踏
ま

え
つ
つ
、
認
知
症
の
人
の
生
活
全
般
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
視
点
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
認
知

症
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
高
い
個
別
性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
優
れ
た
認
知
症

ケ
ア
現
場
の
経
験
と
知
見
か
ら
、
最
低
限
の
規
範
に
す
べ
き
理
念
や
方
法
論
を
抽
出
し
整
理
す

る
必
要
が
あ
る
。

○
こ
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
、
認
知
症
の
人
へ
の
医
療
・
介
護
を
含
む
一
体
的
な
生
活
の
支
援
と
し

て
「
認
知
症
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
モ
デ
ル
」（
認
知
症
ケ
ア
モ
デ
ル
）
を
策
定
す
る
。

「
今
後
の
認
知
症
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
」
に
示
さ
れ
た

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材
の
育
成
に
つ
い
て

（
認
知
症
施
策
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
報
告
書
よ
り
）

（
参
考
資
料
）

5

模
擬
事
例

•
Ａ
さ
ん

８
０
歳

女
性

○
要
介
護
度
：
未
認
定

○
認
知
症
高
齢
者
日
常
生
活
自
立
度
：Ⅱ
ａ

○
障
害
老
人
の
自
立
度
：
Ａ
１

○
家
族
状
況

兄
弟
は
な
く
、
内
縁
の
夫
（
故
）
と
の
間
に
実
子
な
し
。

市
内
に
暮
ら
す
従
兄
弟
が
ま
れ
に
様
子
を
見
に
来
る
。

＊
事
例
提
供
者
設
定
・
・
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
民
生
委
員
を
通
じ
て
相
談
が
き
た
設
定

7

記
入
シ
ー
ト
は
、認

知
症
介
護
研
究
・研

修
東
京
セ
ン
タ
ー
「ひ
も
とき

シ
ー
ト」
を
参
考
に
藤
本
ク
リニ

ック
で
作
成
した

も
の
で
す
。

：

②
認
知
症
ケ
ア
に
携
わ
る
医
療
、
介
護
従
事
者
に
対
す
る
研
修
の
充
実

○
「
認
知
症
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
モ
デ
ル
」
の
策
定
を
踏
ま
え
、
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
キ
ス
ト
の
開
発

に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、
研
修
内
容
の
一
層
の
充
実
と
ケ
ア
の
標
準
化
を
図
る
。

○
特
に
、
医
療
、
介
護
従
事
者
の
双
方
が
共
通
し
て
理
解
し
て
お
く
べ
き
基
礎
的
知
識
に
関
す
る

研
修
を
合
同
で
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
標
準
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
医
療
、
介
護
双
方
の
有

識
者
が
連
携
し
て
策
定
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の
医
療
、
介
護
従
事
者
別
の
研
修
に
つ
い
て
、
多

職
種
協
働
の
研
修
と
す
る
よ
う
転
換
を
図
る
。

○
ま
た
、
研
修
内
容
は
実
務
に
即
し
た
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
集
合
研
修
だ
け
で
は
な
く
、
介
護
現

場
の
現
地
で
の
研
修
と
す
る
な
ど
、
実
践
的
で
効
果
的
な
も
の
と
す
る
。

③
介
護
従
事
者
へ
の
研
修
の
実
施

○
介
護
従
事
者
に
対
し
て
は
、
認
知
症
ケ
ア
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
認
知

症
対
応
に
関
す
る
研
修
を
一
層
充
実
さ
せ
る
。
具
体
的
に
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
介
護
事
業
所

に
勤
務
す
る
従
事
者
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
含
め
て
認
知
症
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
現
在
実
施
し
て
い
る
「
認
知
症
介
護
実
践
者
研
修
」
、
「
認

知
症
介
護
実
践
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
、
「
認
知
症
介
護
指
導
者
養
成
研
修
」
等
の
研
修
体
系
、
研
修

内
容
を
見
直
す
と
と
も
に
、
現
場
で
実
務
を
行
い
な
が
ら
で
も
受
講
し
や
す
い
研
修
に
す
る
。

④
医
療
従
事
者
へ
の
研
修
の
実
施

○
医
療
従
事
者
へ
の
研
修
と
し
て
は
、
前
述
の
「
か
か
り
つ
け
医
認
知
症
対
応
力
向
上
研
修
」
や

「
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
養
成
研
修
」
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
一
般
病
院
勤
務
の
医
師
、
看
護
師

や
訪
問
看
護
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
従
事
者
向
け
の
認
知
症
に
係
る
研
修
を
拡
充
す
る
。

（
参
考
資
料
）

6

○
生
活
歴

１
９
９
５
年
に
道
路
拡
張
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
家
を

立
ち
退
き
、
そ
れ
で
得
た
お
金
を
基
に
ケ
ア
ハ
ウ
ス
へ
入
所

す
る
が
、
２
０
０
０
年
に
貯
蓄
が
底
を
つ
き
、
ケ
ア
ア
ハ
ウ
ス
で

の
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
退
去
。
特
養

へ
の
入
所
も
検
討
さ
れ
た
が
、
「
施
設
へ
は
行
き
た
く
な
い
」
と

い
う
本
人
の
強
い
意
向
の
下
、
現
在
の
市
営
住
宅
で
独
り
暮

ら
し
を
始
め
る
。

○
住
宅
・
経
済
状
況

市
営
住
宅
に
暮
ら
し
、
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
。

○
現
在
の
病
気

高
血
圧
症
（
発
症
不
明
）
・
糖
尿
病
（
１
９
８
８
年
頃
発
症
、

月
に
一
度
近
医
へ
通
院
し
、
投
薬
を
受
け
て
い
る
）

ま
た
、
１
９
９
０
年
に
交
通
事
故
に
よ
り
、
左
下
肢
機
能
障
害

が
残
り
、
歩
行
時
は
左
足
を
少
し
引
き
ず
る
。

8
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○
経
過

２
～
３
年
前
く
ら
い
か
ら
認
知
症
の
症
状
が
現
れ
始
め
、

身
の
回
り
の
こ
と
が
不
十
分
と
な
っ
て
き
て
い
た
と
の
こ

と
。
Ａ
さ
ん
が
鍋
こ
が
し
な
ど
を
す
る
た
め
近
隣
の
住
民

か
ら
「
施
設
に
入
れ
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の

声
が
あ
が
り
、
民
生
委
員
を
通
じ
て
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
相
談
が
あ
っ
た
。
生
活
保
護
担
当
者
と
共
に
訪

問
を
す
る
と
室
内
は
衣
類
や
食
べ
物
、
薬
な
ど
が
散
乱

し
、
尿
臭
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
会
話
を
進
め
る
な
か
で
記

銘
力
障
害
や
見
当
識
障
害
が
見
受
け
ら
れ
、
本
人
も

「
最
近
よ
く
忘
れ
る
」
「
近
所
か
ら
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
」

な
ど
の
言
葉
も
聴
か
れ
た
。
介
護
保
険
認
定
の
話
を
す

る
と
、
「
施
設
へ
は
行
か
な
い
」
と
強
い
拒
否
を
示
し
た
。

9

○
精
神
・
心
理
の
状
況

・
も
の
忘
れ
が
増
え
、
不
安
は
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
自

宅
で
暮
ら
し
た
い
。

・
生
活
費
が
な
く
不
安
（
金
銭
管
理
で
き
な
い
）

・
１
人
暮
ら
し
が
さ
み
し
い

・
周
り
か
ら
変
な
目
で
見
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る

○
社
会
環
境
状
況

・
１
人
暮
ら
し

・
従
兄
弟
が
ま
れ
に
来
る
が
、
従
兄
弟
も
高
齢
で
疎
遠
と

な
っ
て
い
る

・
民
生
委
員
が
状
況
を
み
て
く
れ
て
い
る

・
近
隣
の
住
民
は
、
施
設
入
所
を
勧
め
て
い
る

11
認
知
症
ケ
ア
標
準
テ
キ
ス
ト
改
訂
・
認
知
症
ケ
ア
事
例
集

（
株
）
ワ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
よ
り
引
用
・一
部
改
変

○
身
体
の
状
況

・
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
が
あ
る

・
投
薬
内
容
が
多
い
こ
と
に
加
え
て
、
薬
の
管
理
も
で
き
て
い
な

い
。

・
尿
失
禁
が
あ
る

・
入
浴
が
で
き
て
い
な
い

・
室
内
は
衣
類
や
賞
味
期
限
切
れ
の
食
べ
物
が
散
乱

・
近
く
の
ス
ー
パ
ー
に
行
く
が
、
お
金
を
持
た
ず
に
行
く

・
保
護
費
が
入
る
と
全
額
出
金
し
て
、
公
共
料
金
の
滞
納
が
あ

る
。

・
火
の
扱
い
が
不
十
分

・
食
べ
る
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
が
、
菓
子
や
出
来
合
い
の
も
の

が
多
く
栄
養
の
偏
り
が
み
ら
れ
る
。

10

Ａ
さ
ん
は
ど
ん
な
人
？
（
不
明
な
点
・
予
測
さ
れ
る
こ
と
・
○
○
か
も
し
れ
な
い
？
も
記
入
）

本
人
の
意
思

病
気
の
影
響
、
投
薬
な
ど

身
体
疾
患
な
ど

心
理
的
背
景

12
この

記
入
シ
ー
ト
は
、認

知
症
介
護
研
究
・研

修
東
京
セ
ン
タ
ー
「ひ
も
とき

シ
ー
ト
」を
参
考
に
藤
本
ク
リニ

ック
で
作
成
した

も
の
で
す
。
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家
族
・
援
助
者
・
周
囲
の
関
わ
り
な
ど

住
ま
い
な
ど
物
的
環
境
な
ど

生
活
歴
・
な
じ
み
の
あ
る
暮
ら
し
な
ど

苦
痛
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
環
境
な
ど

Ａ
さ
ん
は
ど
ん
な
人
？
（
不
明
な
点
・
予
測
さ
れ
る
こ
と
・
○
○
か
も
し
れ
な
い
？
も
記
入
） 13

この
記
入
シ
ー
ト
は
、認

知
症
介
護
研
究
・研

修
東
京
セ
ン
タ
ー
「ひ
も
とき

シ
ー
ト
」を
参
考
に
藤
本
ク
リニ

ック
で
作
成
した

も
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
？

職
種
・
立
場

職
種
・
立
場

職
種
・
立
場

職
種
・
立
場

15
この

記
入
シ
ー
トは

、藤
本
ク
リニ

ック
（
奥
村
典
子
看
護
師
）
が
作
成
した

も
の
で
す
。

で
き
る
こ
と
、
能
力
の
発
揮
な
ど

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

Ａ
さ
ん
は
ど
ん
な
人
？
（
不
明
な
点
・
予
測
さ
れ
る
こ
と
・
○
○
か
も
し
れ
な
い
？
も
記
入
） 14

この
記
入
シ
ー
ト
は
、認

知
症
介
護
研
究
・研

修
東
京
セ
ン
タ
ー
「ひ
も
とき

シ
ー
ト
」を
参
考
に
藤
本
ク
リニ

ック
で
作
成
した

も
の
で
す
。

Ａ
さ
ん
へ
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
と
は
？
ま
と
め
て
み
る
と

気 付 き

16
この

記
入
シ
ー
トは

、藤
本
ク
リニ

ック
（
奥
村
典
子
看
護
師
）
が
作
成
した

も
の
で
す
。
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医
師
第
1
グ
ル
ー
プ

本
人
の
意
思

病
気
の
影
響
・
投
薬
な
ど

・
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
。

・
高
血
圧
・
糖
尿
病
の
治
療
と
投
薬
が
不
十
分
の
影
響
で

症
状
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。
主
治
医
は
お
そ
ら
く
認
知
症

・
施
設
に
入
所
し
た
く
な
い
。

の
治
療
が
で
き
て
い
な
い
。

身
体
疾
患
な
ど

心
理
的
背
景

・
左
下
肢
障
害
で
歩
行
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

・
一
人
暮
ら
し
が
寂
し
い
け
れ
ど
施
設
に
行
き
た
く
な
い
と
の

相
反
す
る
心
理
状
態
が
あ
る
。

・
介
護
の
必
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

家
族
・
援
助
者
・
周
囲
の
関
わ
り
な
ど

住
ま
い
な
ど
物
的
環
境
な
ど

・
家
族
・
親
せ
き
の
関
わ
り
が
な
い
た
め
、
民
生
委
員
・

・
生
活
保
護
下
で
市
営
住
宅
で
生
活
し
て
い
る
。

市
な
ど
の
地
域
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
。

生
活
歴
・
な
じ
み
の
あ
る
暮
ら
し
な
ど

苦
痛
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
環
境
な
ど

・
お
金
が
あ
る
時
代
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
生
活
、
そ
の
後

・
近
所
か
ら
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
。

な
く
な
っ
て
か
ら
は
生
活
保
護
下
で
の
市
営
住
宅

で
の
生
活
。

・
近
隣
の
住
民
か
ら
は
施
設
入
所
を
勧
め
ら
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

で
き
る
こ
と
、
能
力
の
発
揮
な
ど

そ
の
他

・
生
活
保
護
者
は
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
入
れ
る
の
か
?

A
さ
ん
は
ど
ん
な
人
?

職
種

・
立

場
　

　
　

【
開

業
医

】
職

種
・
立

場
　

　
　

【
開

業
医

・
勤

務
医

】

・
認

知
症

の
発

見
を

早
め

る
。

(ツ
ー

ル
を

使
い

)。
・

画
像

診
断

の
意

味
を

再
確

認
す

る
。

・
家

族
の

認
知

症
の

知
識

を
高

め
る

必
要

が
あ

る
。

・
開

業
医

レ
ベ

ル
で

の
対

応
を

再
確

認
す

る
。

・
専

門
医

と
診

断
医

の
区

別
を

す
る

。
・

内
服

薬
の

使
い

方
の

開
業

医
へ

の
指

導
。

職
種

・
立

場
　

　
　

【
包

括
支

援
】

職
種

・
立

場
　

　
　

【
行

政
】

・
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
内

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

つ
く
っ

て
・

民
生

委
員

か
ら

の
報

告
が

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に

介
護

保
険

が
下

り
る

ま
で

、
ま

た
、

下
り

た
後

も
使

え
る

上
が

っ
た

時
に

、
主

治
医

に
連

絡
す

る
こ

と
を

早
く

よ
う

な
仕

組
み

を
作

る
。

す
る

こ
と

。
認

知
症

の
対

応
を

早
め

る
。

民
生

委
員

か
ら

の
報

告
が

、
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

連
絡

が
あ

っ
た

時
に

、
主

治
医

(開
業

医
)に

認
知

症
の

診
断

を
早

く
し

て

診
断

と
治

療
を

早
期

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

そ
の

た
め

に
は

、
診

断
を

専
門

医
に

の
み

頼
る

こ
と

の
な

い
状

態
が

必
要

で
、

開
業

医
の

認
知

症
へ

の
関

心
も

上
げ

、
専

門
医

と
の

密
な

関
係

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
る

。
診

断
医

の
レ

ベ
ル

を
上

げ
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。

A
さ

ん
へ

の
ラ

イ
フ

サ
ポ

ー
ト

と
は

? 
ま

と
め

て
み

る
と

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

で
き

る
こ

と
?

第1回 H24.9.20 GW 記録
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医
師
第
2
グ
ル
ー
プ

本
人
の
意
思

病
気
の
影
響
・
投
薬
な
ど

・
で
き
る
だ
け
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
。

・
も
の
忘
れ
の
認
識
は
あ
る
が
、
認
知
症
で
あ
る
こ
と
は

・
一
人
で
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

認
識
し
て
い
な
い
。
そ
の
受
診
は
し
て
い
な
い
。

・
自
立
し
て
い
た
い
。

・
薬
を
飲
め
て
い
な
い
。
管
理
で
き
て
い
な
い
。

・
周
り
の
人
を
敵
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

・
日
常
生
活
が
荒
廃
し
つ
つ
あ
る
。

・
短
期
間
で
お
金
を
使
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
金
銭
管
理
。

身
体
疾
患
な
ど

心
理
的
背
景

・
糖
尿
病
・
高
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
て
い
な
い
。

・
一
人
暮
ら
し
が
さ
み
し
い
。

・
左
下
肢
機
能
障
害

・
内
縁
の
夫
が
死
亡
。
近
親
者
が
少
な
い
。
い
と
こ
の
み
。

・
月
1
回
の
受
診
は
で
き
て
い
る
。

・
近
所
か
ら
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
と
被
害
的
。
う
つ
病
?

・
身
辺
自
立
で
き
て
い
な
い
。
遂
行
機
能
障
害
?

・
金
銭
管
理
で
き
ず
不
安
。

家
族
・
援
助
者
・
周
囲
の
関
わ
り
な
ど

住
ま
い
な
ど
物
的
環
境
な
ど

・
い
と
こ
の
み
。

・
市
営
住
宅
独
居
。

・
包
括
・
民
生
委
員
。

・
住
み
慣
れ
て
い
な
い
可
能
性
。

・
月
1
回
の
通
院
。

・
生
活
保
護
。

・
近
所
と
関
わ
ら
れ
て
お
ら
ず
近
所
か
ら
は
施
設
入
所
を

勧
め
ら
れ
て
い
る
。

生
活
歴
・
な
じ
み
の
あ
る
暮
ら
し
な
ど

苦
痛
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
環
境
な
ど

・
住
み
慣
れ
て
い
な
い
可
能
性
。

・
部
屋
が
片
付
か
な
い
。
清
潔
保
て
な
い
。

・
内
縁
の
夫
と
の
死
別
。
子
が
い
な
い
。

・
食
事
で
き
あ
い
。
栄
養
の
偏
り
。

・
買
い
物
を
遂
行
で
き
な
い
。

・
金
銭
管
理
で
き
な
い
。

で
き
る
こ
と
、
能
力
の
発
揮
な
ど

そ
の
他
(で
き
な
い
こ
と
)

・
通
院
。

・
食
べ
ら
れ
る
が
、
食
事
の
準
備
で
き
な
い
。

・
食
べ
る
こ
と
は
で
き
る
。

・
火
の
始
末
・
風
呂
・
服
・
ト
イ
レ
・
薬
物
管
理
・
掃
除
片
付
け
。

・
一
人
で
生
き
延
び
て
は
い
る
。

・
記
憶
見
当
識
障
害
。

・
意
思
表
示
で
き
て
い
る
。

そ
の
他
(ほ
し
い
情
報
)

・
D
M
・
H
T
は
ど
の
程
度
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
ど
う
か
。

・
近
所
づ
き
あ
い
は
ど
の
程
度
。

・
他
の
家
族
は
い
な
い
か
。

A
さ
ん
は
ど
ん
な
人
?

職
種

・
立

場
　

　
　

【
医

師
】

職
種

・
立

場
　

　
　

【
ケ

ア
マ

ネ
】

・
近

医
が

認
知

症
の

可
能

性
を

と
り

あ
げ

る
。

・
ま

ず
一

人
暮

ら
し

を
支

え
る

方
向

で
サ

ー
ビ

ス
の

組
み

立
て

・
通

院
頻

度
を

あ
げ

る
。

訪
問

等
。

・
失

禁
は

ど
の

レ
ベ

ル
の

も
の

か
を

見
極

め
る

。
・

配
食

サ
ー

ビ
ス

。

失
禁

な
の

か
、

片
付

け
が

で
き

な
い

の
か

。
・

金
銭

管
理

の
サ

ポ
ー

ト
。

・
往

診
。

・
次

の
ス

テ
ッ

プ
と

し
て

D
S
な

ど
楽

し
み

、
畑

な
ど

の
活

動
。

・
訪

問
介

護
を

オ
ー

ダ
ー

。
・

手
す

り
の

必
要

性
。

入
浴

は
家

で
で

き
る

か
。

D
S
な

ど
か

。

・
地

域
包

括
に

情
報

を
伝

え
る

。

・
味

方
と

思
わ

れ
る

よ
う

関
わ

る
。

・
ど

う
い

う
生

活
が

望
ま

し
い

か
の

見
極

め
。

認
知

症
・
う

つ
・
身

体
疾

患
を

全
人

的
に

。

・
認

知
症

を
診

れ
る

医
師

と
も

つ
な

が
る

。

職
種

・
立

場
　

　
　

【
地

域
包

括
(行

政
)】

職
種

・
立

場
　

　
　

【
事

業
所

】

・
医

師
と

連
携

。
・

ホ
ー

ム
ヘ

ル
プ

・
ケ

ア
マ

ネ
と

連
携

。

・
介

護
認

定
。

職
種

・
立

場
　

　
　

【
家

族
】

職
種

・
立

場
　

　
　

【
近

所
・
民

生
委

員
】

・
医

師
と

連
携

。
・

民
生

委
員

か
ら

働
き

か
け

、
近

隣
に

も
協

力
し

て
も

ら
う

。

・
ケ

ア
マ

ネ
と

連
携

。

・
介

護
認

定
。

・
声

掛
け

し
て

も
ら

う
。

職
種

・
立

場
　

　
　

【
家

族
】

職
種

・
立

場
　

　

・
成

年
後

見
。

「
施

設
に

入
れ

て
し

ま
う

」
の

で
な

く
、

在
宅

の
選

択
肢

を
入

れ
な

が
ら

、
本

人
の

状
態

を
見

極
め

な
が

ら
Q

O
L
し

、
安

全
確

保

し
な

が
ら

、
本

人
の

意
思

を
確

認
し

な
が

ら
進

め
て

い
く
。

A
さ

ん
へ

の
ラ

イ
フ

サ
ポ

ー
ト

と
は

? 
ま

と
め

て
み

る
と

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

で
き

る
こ

と
?
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保
健
師
第
1
グ
ル
ー
プ

本
人
の
意
思

病
気
の
影
響
・
投
薬
な
ど

・
家
に
い
た
い
。

・
薬
の
管
理
が
で
き
な
い
。

・
不
安
は
あ
る
が
で
き
る
だ
け
家
で
暮
ら
し
た
い
。

・
金
銭
管
理
が
で
き
な
い
。

・
周
り
か
ら
へ
ん
な
目
で
見
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

・
入
浴
が
で
き
な
い
。

・
一
人
暮
ら
し
が
さ
み
し
い
。

・
衣
類
や
賞
味
期
限
切
れ
の
食
べ
物
が
散
乱
。

・
生
活
費
が
な
く
不
安
。

・
公
共
料
金
の
滞
納
が
あ
る
。

・
施
設
に
入
り
た
く
な
い
。

・
火
の
扱
い
が
不
十
分
。

・
近
く
の
ス
ー
パ
ー
に
お
金
を
持
た
ず
に
行
く
。

身
体
疾
患
な
ど

心
理
的
背
景

・
高
血
圧
症
・
糖
尿
病
。

・
生
活
費
が
な
く
不
安
。

・
泌
尿
器
科
系
。

・
仲
の
い
い
家
族
が
い
な
い
。

・
認
知
症
。

・
近
所
か
ら
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
。

・
左
下
肢
機
能
障
害

家
族
・
援
助
者
・
周
囲
の
関
わ
り
な
ど

住
ま
い
な
ど
物
的
環
境
な
ど

・
従
兄
弟
も
高
齢
で
疎
遠
。

・
市
営
住
宅
。

・
民
生
委
員
が
状
況
を
見
に
来
て
い
る
。

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
。

・
地
域
包
括
・
生
活
保
護
担
当
者
。
(行
政
)

・
近
所
の
ス
ー
パ
ー
の
人

・
近
隣
の
人
。

・
主
治
医

生
活
歴
・
な
じ
み
の
あ
る
暮
ら
し
な
ど

苦
痛
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
環
境
な
ど

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
生
活
し
て
い
た
。

・
一
人
暮
ら
し
。

・
兄
弟
は
な
く
内
縁
の
夫
が
い
た
。

・
生
活
費
が
な
く
不
安
。

・
実
子
は
な
い
。

・
周
り
か
ら
へ
ん
な
目
で
見
ら
れ
て
い
る
。

・
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
(食
事
)

・
病
気
(H
T
・
D
M
)。

・
薬
が
多
い
。

で
き
る
こ
と
、
能
力
の
発
揮
な
ど

そ
の
他
(社
協
)

・
食
べ
る
こ
と
。

・
権
利
擁
護
。

・
一
人
で
い
る
こ
と
。

・
成
年
後
見
。

・
ス
ー
パ
ー
に
も
行
け
る
。

・
受
診
で
き
る
。

・
会
話
で
き
る
。
(自
分
の
気
持
ち
を
表
出
で
き
る
)

A
さ
ん
は
ど
ん
な
人
?

職
種

・
立

場
　

　
　

【
家

族
】

職
種

・
立

場
　

　
　

【
友

人
】

・
声

掛
け

。

職
種

・
立

場
　

　
　

【
看

護
師

】
職

種
・
立

場
　

　
　

【
ス

ー
パ

ー
の

人
】

・
一

包
化

、
声

掛
け

、
薬

カ
レ

ン
ダ

ー
の

提
案

。

職
種

・
立

場
　

　
　

【
医

療
(医

師
)】

職
種

・
立

場
　

　
　

【
近

所
】

・
地

域
包

括
等

へ
の

発
信

。
(情

報
共

有
)

・
見

守
る

。

職
種

・
立

場
　

　
　

【
行

政
(地

域
包

括
・
生

活
保

護
担

当
員

】
職

種
・
立

場
　

　
【
民

生
委

員
】
　

・
生

保
の

担
当

者
か

ら
サ

ー
ビ

ス
の

話
を

さ
り

げ
な

く
し

て
・

定
期

訪
問

。

も
ら

う
。

・
家

族
・
援

助
者

・
周

囲
の

関
わ

る
人

(近
所

・
民

生
委

員
な

ど
)が

つ
な

が
り

を
持

つ
。

・
関

係
者

が
情

報
を

共
有

し
あ

え
る

体
制

が
大

事
。

<
具

体
的

に
>

・
情

報
を

共
有

す
る

。

・
で

き
る

力
を

認
め

、
知

り
え

た
う

え
で

で
き

る
こ

と
を

そ
れ

ぞ
れ

が
行

う
。

・
医

師
・
看

護
師

か
ら

介
護

保
険

の
利

用
。

・
近

所
の

見
守

り
。

・
権

利
擁

護
。

・
施

設
が

イ
ヤ

と
い

う
の

も
思

い
な

の
か

も
し

れ
な

い
。

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

で
き

る
こ

と
?

A
さ

ん
へ

の
ラ

イ
フ

サ
ポ

ー
ト

と
は

? 
ま

と
め

て
み

る
と
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保
健
師
第
2
グ
ル
ー
プ

本
人
の
意
思

病
気
の
影
響
・
投
薬
な
ど

・
施
設
へ
行
き
た
く
な
い
。

・
投
薬
内
容
多
い
。
管
理
で
き
て
い
な
い
。

・
で
き
る
だ
け
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
。

・
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
?(
お
菓
子
・
で
あ
い
も
の
多
い
)

・
一
人
暮
ら
し
が
さ
み
し
い
。

・
尿
失
禁
が
あ
る
。

・
最
近
よ
く
忘
れ
る
。

・
鍋
を
焦
が
す
。

・
近
所
か
ら
い
じ
め
ら
れ
る
。

・
金
銭
管
理
が
で
き
な
い
。

・
変
な
目
で
見
ら
れ
て
い
る
。

身
体
疾
患
な
ど

心
理
的
背
景

・
H
T
・
D
M
。

・
最
近
よ
く
忘
れ
る
。

・
左
下
肢
機
能
障
害
(・
・
・
歩
行
時
左
足
引
き
ず
る
。

・
一
人
暮
ら
し
が
さ
み
し
い
。

・
生
活
費
が
な
く
て
不
安
。

家
族
・
援
助
者
・
周
囲
の
関
わ
り
な
ど

住
ま
い
な
ど
物
的
環
境
な
ど

・
家
族
い
な
い
。

・
賞
味
期
限
切
れ
の
食
べ
物
。
衣
類
散
乱
。

・
従
兄
弟
が
ま
れ
に
来
て
い
た
が
高
齢
で
疎
遠
。

・
尿
臭
。

・
民
生
委
員
の
H
V
。

・
市
営
住
宅
。

・
生
活
保
護
の
ワ
ー
カ
ー
。

・
水
道
・
電
気
ス
ト
ッ
プ
の
可
能
性
。
(公
共
料
金
滞
納
)

・
近
所
は
施
設
入
所
を
勧
め
て
い
る
。

生
活
歴
・
な
じ
み
の
あ
る
暮
ら
し
な
ど

苦
痛
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
環
境
な
ど

・
持
ち
家
あ
っ
た
が
立
ち
退
い
た
。
(道
路
拡
張
)

・
一
人
暮
ら
し
。

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
?

・
生
活
、
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
が
で
き
な
い
。

・
周
囲
か
ら
へ
ん
な
目
で
見
ら
れ
て
い
る
。

で
き
る
こ
と
、
能
力
の
発
揮
な
ど

そ
の
他
(社
協
)

・
食
べ
る
こ
と
。

・
権
利
擁
護
。

・
近
所
の
ス
ー
パ
ー
ま
で
行
く
。

・
成
年
後
見
。

・
通
院
(月
1
回
)

・
出
金
で
き
る
。

・
民
生
委
員
に
は
話
が
で
き
る
。
(相
談
)

A
さ
ん
は
ど
ん
な
人
?

職
種

・
立

場
　

　
　

【
行

政
(包

括
)】

職
種

・
立

場
　

　
　

【
社

協
】

・
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
導

入
(食

事
・
保

清
・
清

掃
)

・
権

利
擁

護
。

(金
銭

管
理

な
ど

)

・
か

か
り

つ
け

医
へ

情
報

提
供

。

職
種

・
立

場
　

　
　

【
医

師
】

職
種

・
立

場
　

　
　

【
行

政
(生

活
保

護
担

当
者

】

・
か

か
り

つ
け

医
・
・
・
相

談
を

受
け

る
。

専
門

医
へ

の
紹

介
。

・
生

活
保

護
の

受
給

、
手

続
き

等
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
持

病
の

管
理

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
薬

の
調

整
。

職
種

・
立

場
　

　
　

【
民

生
委

員
】

職
種

・
立

場
　

　
　

【
訪

看
(介

護
保

険
)】

・
定

期
的

な
訪

問
、

見
守

り
。

・
服

薬
管

理
。

・
D

M
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

状
況

等
健

康
管

理
。

職
種

・
立

場
　

　
　

【
ヘ

ル
パ

ー
(介

護
保

険
)】

職
種

・
立

場
　

　
【
デ

イ
・
老

人
会

・
近

所
の

人
】
　

・
調

理
。

(配
食

で
よ

い
?)

・
人

と
の

交
流

の
場

。

・
清

掃
。

・
買

い
物

。
・

認
知

症
に

対
す

る
正

し
い

理
解

と
対

応
。

職
種

・
立

場
　

　
　

【
従

兄
弟

】
職

種
・
立

場
　

　
【
C

M
】
　

・
高

齢
で

あ
り

ど
こ

ま
で

支
援

し
て

も
ら

え
る

の
か

?
・

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
・
連

携
・
調

整
。

・
支

援
を

受
け

な
が

ら
、

本
人

の
望

む
在

宅
で

の
生

活
が

継
続

で
き

る
。

・
本

人
の

思
い

に
添

っ
て

周
囲

が
同

じ
方

向
を

持
っ

て
サ

ポ
ー

ト
・
連

携
す

る
。

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

で
き

る
こ

と
?

A
さ

ん
へ

の
ラ

イ
フ

サ
ポ

ー
ト

と
は

? 
ま

と
め

て
み

る
と
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ス
タ
ッ
フ
第
1
グ
ル
ー
プ

本
人
の
意
思

病
気
の
影
響
・
投
薬
な
ど

・
行
き
た
く
な
い
。
自
分
で
暮
ら
し
た
い
。

・
認
知
症
の
症
状
で
3
年
前
か
ら

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
以
前
な
に
か
あ
っ
た
?

×
投
薬
管
理

・
近
所
付
き
合
い
を
し
た
い
。

×
金
銭
管
理

・
け
れ
ど
1
人
は
さ
み
し
い
。

×
食
事
管
理

・
被
害
的
な
考
え
も
あ
る
。

×
衛
生
管
理

・
心
配
(忘
れ
る
こ
と
か
ら
の
)(
金
銭
的
に
)。

・
ち
ゃ
ん
と
し
た
料
理
が
食
べ
た
い
。

・
記
銘
力
、
見
当
識
障
害
み
ら
れ
る
。
⇒
自
覚
も
あ
る
。

・
友
達
が
ほ
し
い
。

・
足
の
こ
と
な
ど
身
体
面
で
の
不
自
由
さ
を
な
ん
と
か
し
た

い
。

身
体
疾
患
な
ど

心
理
的
背
景

・
高
血
圧
症
・
糖
尿
病

・
も
の
忘
れ
の
自
覚
が
あ
る
。
⇒
被
害
的
な
考
え
方
に
な
る
。

↓
・
一
人
暮
ら
し
、
転
居
で
の
さ
み
し
さ
。

　
　
多
尿
　
+
　
左
下
肢
機
能
障
害
=
尿
失
禁

・
金
銭
的
不
安
。

(認
知
症
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
)

・
身
体
面
・
病
気
に
対
す
る
不
安
。

・
身
内
と
の
関
係
、
頼
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

家
族
・
援
助
者
・
周
囲
の
関
わ
り
な
ど

住
ま
い
な
ど
物
的
環
境
な
ど

・
市
内
に
住
む
従
兄
弟
が
様
子
を
見
に
来
る
が
疎
遠
と

・
衣
類
な
ど
整
理
で
き
て
な
い
。

な
っ
て
い
る
。

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
は
な
い
。

・
民
生
委
員
-
状
況
を
見
て
い
る
。

・
火
の
扱
い
が
で
き
な
い
。

・
包
括
。

・
食
事
・
清
潔
。

・
生
活
保
護
担
当
者
ー
定
期
的
な
関
わ
り
の
み
?

・
生
活
機
能
低
下

生
活
歴
・
な
じ
み
の
あ
る
暮
ら
し
な
ど

苦
痛
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
環
境
な
ど

・
自
分
の
家
⇒
ケ
ア
ハ
ウ
ス
入
所
⇒
市
営

・
お
風
呂
・
食
事
・
生
活
空
間
。

・
以
前
と
同
じ
生
活
が
で
き
な
い
。

・
周
囲
か
ら
の
視
線
。

・
月
1
回
の
通
院
、
生
保
受
給
。

・
経
済
。

・
一
人
暮
ら
し
の
さ
み
し
さ
。

で
き
る
こ
と
、
能
力
の
発
揮
な
ど

そ
の
他

・
食
べ
る
こ
と
。

・
栄
養
面
で
の
身
体
へ
の
影
響
は
?

・
ス
ー
パ
ー
・
市
役
所
・
病
院
に
行
く
。

・
民
生
委
員
と
の
話
⇒
自
分
の
意
思
は
持
っ
て
お
ら
れ
る
。A
さ
ん
は
ど
ん
な
人
?

職
種

・
立

場
　

　
　

【
医

者
+
認

知
症

専
門

医
】

職
種

・
立

場
　

　
　

【
地

域
包

括
】

・
主

治
医

か
ら

専
門

医
の

紹
介

。
・

介
護

保
険

・
ケ

ア
マ

ネ
に

つ
な

げ
る

ま
で

の
コ

ー
デ

ィ

・
本

人
の

身
体

面
の

状
況

を
伝

え
る

。
今

後
の

予
測

。
ネ

ー
タ

ー
役

。

・
他

職
種

に
対

し
て

現
状

・
今

後
に

つ
い

て
伝

え
る

。

・
診

断
。

職
種

・
立

場
　

　
　

【
民

生
委

員
】

職
種

・
立

場
　

　
　

【
生

活
保

護
担

当
】

・
状

況
を

伝
え

る
。

・
状

況
を

把
握

す
る

。
客

観
的

に
見

ら
れ

る
よ

う
に

。

・
環

境
を

作
る

。

・
地

域
啓

発
。

・
サ

ー
ビ

ス
の

紹
介

。
(本

人
)

職
種

・
立

場
　

　
　

【
従

兄
弟

】
職

種
・
立

場
　

　
　

【
社

協
の

地
域

権
利

擁
護

】

・
声

を
本

人
に

か
け

る
。

・
経

済
管

理
。

(保
護

費
)

・
本

人
の

話
を

聞
く
。

味
方

で
い

る
。

職
種

・
立

場
　

　
　

【
ヘ

ル
パ

ー
・
訪

看
】

職
種

・
立

場
　

　
【
ケ

ア
マ

ネ
】
　

・
本

人
の

気
持

ち
を

考
え

る
。

こ
な

す
だ

け
で

は
×

。
・

生
活

背
景

な
ど

し
っ

か
り

把
握

。

・
関

係
を

作
る

。

・
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

を
必

要
な

分
ま

で
。

・
生

活
環

境
を

整
え

る
。

服
薬

不
十

分
。

衛
生

・
食

事
不

十
分

。
⇒

自
分

で
は

で
き

な
い

。

・
身

体
機

能
⇒

心
理

的
に

も
つ

な
が

る
。

地
域

と
の

関
係

。
で

も
施

設
は

×
。

・
診

断
⇒

他
職

種
連

携
。

・
本

人
へ

の
関

わ
り

を
増

や
す

。

・
地

域
啓

発
。

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

で
き

る
こ

と
?

A
さ

ん
へ

の
ラ

イ
フ

サ
ポ

ー
ト

と
は

? 
ま

と
め

て
み

る
と
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ス
タ
ッ
フ
第
2
グ
ル
ー
プ

本
人
の
意
思

病
気
の
影
響
・
投
薬
な
ど

・
施
設
へ
は
行
き
た
く
な
い
。

・
投
薬
が
多
い
が
管
理
が
で
き
な
い
。

・
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
し
た
い
。

・
必
ず
月
1通
院
し
て
投
薬
が
あ
る
。

・
人
の
世
話
に
な
り
た
く
な
い
。

・
認
知
症
が
あ
る
か
ら
忘
れ
る
。
(被
害
妄
想
)

・
で
き
る
だ
け
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
。

・
入
浴
で
き
な
い
。
⇒
病
気
か
ら
。

・
被
害
的
な
考
え
も
あ
る
。

・
栄
養
の
偏
り
が
あ
る
。

・
心
配
(忘
れ
る
こ
と
か
ら
の
)(
金
銭
的
に
)。

・
火
の
取
り
扱
い
。
(判
断
力
)

・
ち
ゃ
ん
と
し
た
料
理
が
食
べ
た
い
。

・
金
銭
管
理
。
自
己
管
理
。

・
友
達
が
ほ
し
い
。

・
不
安
・記
銘
力
・見
当
識
・妄
想
。

・
足
の
こ
と
な
ど
身
体
面
で
の
不
自
由
さ
を
な
ん
と
か
し
た
い
。

・
尿
失
禁
が
あ
る
。

身
体
疾
患
な
ど

心
理
的
背
景

・
高
血
圧
症
・糖
尿
病
。

・
物
忘
れ
が
増
え
て
不
安
。

・
左
下
肢
機
能
障
害
が
残
り
歩
行
時
に
左
足
を
引
き
ず
る
。

・
自
覚
は
あ
る
。

・
か
か
り
つ
け
医
が
い
る
。

・
金
銭
管
理
×
⇒
生
活
費
が
な
い
。

・
妄
想
(周
り
か
ら
変
な
目
で
見
ら
れ
て
い
る
)。

・
一
人
ぼ
っ
ち
で
さ
み
し
い
。
頼
る
人
も
な
い
。
⇒
人
と
話
す

機
会
が
欲
し
い
。

・
身
体
の
こ
と
は
心
配
し
て
い
る
。

家
族
・
援
助
者
・
周
囲
の
関
わ
り
な
ど

住
ま
い
な
ど
物
的
環
境
な
ど

・
民
生
委
員
が
状
況
を
見
て
い
る
。

・
住
居
を
よ
く
か
え
て
い
る
。
昔
か
ら
の
な
じ
み
で
な
く

・
兄
弟
は
い
な
い
。

交
流
も
少
な
い
。

・
ま
れ
に
従
兄
弟
が
見
に
来
る
が
高
齢
の
た
め
疎
遠
に

・
転
々
と
し
て
い
る
の
で
経
済
的
に
負
担
。

な
っ
て
い
る
。

・
移
動
・通
院
は
大
変
な
の
で
は
。

・
子
供
は
い
な
い
。

・
近
く
に
ス
ー
パ
ー
が
あ
る
。

・
近
所
の
人
に
本
人
は
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

・
薬
の
管
理
が
で
き
に
く
い
。
(日
付
の
ポ
ケ
ッ
ト
な
ど
が
な
く

・
近
所
の
人
は
「施
設
に
入
れ
た
方
が
い
い
」。

気
付
か
な
い
)。

・
介
護
保
険
=施
設
と
本
人
は
思
っ
て
い
る
。

・
夫
は
亡
く
な
っ
て
い
る
。

・
生
活
保
護
担
当
者
。

・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
。

生
活
歴
・
な
じ
み
の
あ
る
暮
ら
し
な
ど

苦
痛
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
環
境
な
ど

・
住
ん
で
い
た
家
を
立
ち
退
き
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
入
所
。

・
近
所
の
目
(施
設
に
入
れ
た
ら
と
の
声
)→
不
安
。

そ
の
後
市
営
住
宅
に
。

・
一
人
で
い
る
時
間
が
長
い
。
寂
し
い
。

・
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
し
て
い
た
。

・
体
調
の
変
化
。
(疾
患
も
あ
り
)

・
転
々
と
し
て
い
た
の
で
近
所
付
き
合
い
が
し
に
く
い
の
か
な
。

・
生
活
費
が
少
な
い
。

で
き
る
こ
と
、
能
力
の
発
揮
な
ど

そ
の
他
(お
金
)

・
意
思
疎
通
、
言
葉
の
理
解
は
で
き
て
い
る
。

・
お
金
の
管
理
が
で
き
な
く
な
る
か
も
。

・
調
理
は
し
よ
う
と
思
う
。
(た
ま
に
鍋
を
こ
が
す
)

・
お
金
の
計
画
性
が
な
い
。

・
病
院
に
行
け
る
。
銀
行
に
行
け
る
。

・
生
活
費
が
な
く
な
る
。
(買
い
物
し
過
ぎ
)

・
一
人
暮
ら
し
が
で
き
て
い
る
。

・
外
に
出
か
け
る
。
(服
が
着
れ
る
。
失
認
・失
行
は
な
い
)

そ
の
他

・
食
べ
ら
れ
る
。
(ス
ー
パ
ー
に
行
っ
て
出
来
合
い
の
も
の
を

・
介
護
保
険
に
つ
い
て
の
知
識
=施
設
に
入
り
た
く
な
い
。

選
ん
で
こ
れ
る
)

A
さ
ん
は
ど
ん
な
人
?

職
種

・
立

場
　

　
　

【
病

院
・
医

師
】

職
種

・
立

場
　

　
　

【
地

域
包

括
】

・
高

血
圧

・
糖

尿
病

。
・

介
護

認
定

説
明

(介
保

)

・
認

知
症

に
よ

る
診

察
。

・
後

見
人

制
度

(親
族

)

・
本

人
の

情
報

を
と

っ
て

連
携

を
と

る
。

・
地

域
啓

発
(民

生
委

員
を

通
じ

て
)→

地
域

住
民

に
対

し
て

・
投

薬
の

袋
詰

め
(1

日
分

)
・

今
の

状
況

⇒
生

保
(介

護
な

し
)

職
種

・
立

場
　

　
　

【
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
】

職
種

・
立

場
　

　
　

【
訪

看
】

・
入

浴
サ

ー
ビ

ス
・

服
薬

管
理

・
人

と
の

交
流

・
健

康
状

態

・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
・

ご
本

人
に

つ
い

て
尋

ね
る

。

職
種

・
立

場
　

　
　

【
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

】
職

種
・
立

場
　

　
　

【
宅

食
サ

ー
ビ

ス
】

・
部

屋
片

付
け

の
援

助
・

栄
養

管
理

(カ
ロ

リ
ー

食
)

・
外

出
時

の
同

行

・
人

と
の

交
流

・
届

け
る

時
の

声
掛

け

・
一

緒
に

調
理

が
で

き
る

職
種

・
立

場
　

　
　

【
行

政
・
民

生
委

員
】

職
種

・
立

場
　

　
【
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
】
　

・
生

活
の

見
守

り
・
相

談
に

乗
る

。
・

サ
ー

ビ
ス

の
説

明

・
近

隣
の

人
と

の
つ

な
が

り
。

・
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

・
緊

急
時

の
対

応
な

ど
。

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

連
携

が
う

ま
く
い

く
よ

う
に

す
る

。

職
種

・
立

場
　

　
　

【
町

内
会

・
地

域
】

職
種

・
立

場
　

　
　

【
社

協
】

・
ご

本
人

さ
ん

の
見

守
り

・
権

利
擁

護

・
病

院
で

認
知

症
の

診
断

を
受

け
て

か
ら

、
サ

ー
ビ

ス
に

つ
な

げ
て

い
く
。

(介
護

認
定

を
受

け
て

も
ら

っ
て

介
護

保
険

を
受

け
る

)

・
自

宅
で

暮
ら

し
て

い
け

る
よ

う
サ

ポ
ー

ト
す

る
。

・
自

分
で

で
き

る
こ

と
を

続
け

て
い

た
だ

け
る

よ
う

に
。

・
民

生
委

員
・
地

域
包

括
か

ら
の

情
報

を
入

れ
つ

つ
。

・
成

年
後

見
制

度
で

早
目

に
相

談
す

る
。

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

で
き

る
こ

と
?

A
さ

ん
へ

の
ラ

イ
フ

サ
ポ

ー
ト

と
は

? 
ま

と
め

て
み

る
と
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第
２
回

認
知
症
の
医
療
と
福
祉
の

連
携
ＩＮ
守
山
・
野
洲

Ｈ
２
４
．
１
２
．
６

１
８
時
～
１
９
時
３
０
分

1

グ
ル
ー
プ
討
議

テ
ー
マ 教
材
｢認
知
症
者
と家

族
へ
の
対
応
」に
関
して

●
教
材
の
視
聴

●
自
由
討
議

2
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開
催

日
時

平
成

2
4
年

1
2
月

6
日

(木
) 

  
 1

8
時

～
1
9
時

3
0
分

開
催

場
所

守
山

駅
前

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ホ
ー

ル

出
席

者
と

グ
ル

ー
プ

編
成

第
1
グ

ル
ー

プ
5
名

第
2
グ

ル
ー

プ
5
名

第
3
グ

ル
ー

プ
5
名

テ
ー

マ
D

V
D

教
材

｢認
知

症
者

と
家

族
へ

の
対

応
」
に

関
し

て

【
第

1
グ

ル
ー

プ
】

(各
場

面
に

関
し

て
)

・
解

説
の

次
に

V
T
R

に
戻

る
方

が
分

か
り

易
い

。

・
医

師
・
看

護
師

・
受

付
な

ど
混

じ
っ

て
あ

る
の

で
分

か
り

づ
ら

い
。

そ
れ

ぞ
れ

に
分

け
て

し
ま

う
と

流
れ

が
悪

く
な

る
が

。

・
受

付
の

場
面

は
あ

る
の

に
会

計
し

て
出

て
い

く
と

こ
ろ

が
な

い
。

・
ひ

と
つ

の
パ

ッ
ケ

ー
ジ

の
中

に
あ

ら
ゆ

る
も

の
が

入
り

す
ぎ

て
い

る
。

3
0
分

間
と

い
う

時
間

に
詰

め
込

め
過

ぎ
。

全
部

入
れ

る
と

長
く

な
る

の
で

分
け

た
方

が
い

い
の

か
も

。

・
望

ま
し

い
も

の
の

中
に

望
ま

し
く
な

い
が

あ
る

の
で

や
や

こ
し

い
。

対
比

で
き

る
か

ら
良

い
の

か
も

し
れ

な
い

が
。

望
ま

し
く
な

い
対

応
を

先
に

、
望

ま
し

い
対

応
を

後
に

持
っ

て
く
る

方
が

良
い

。

・
ど

こ
に

中
心

を
持

っ
て

い
く
の

か
決

め
た

方
が

良
い

。

・
総

合
編

を
見

て
、

職
種

別
に

分
け

た
方

が
良

い
。

・
前

編
・
・
・
一

人
　

　
→

認
知

症
を

疑
う

　
→

　
家

族
と

来
院

　
　

後
編

・
・
・
患

者
と

家
族

　
　

と
い

う
流

れ
の

方
が

良
い

。

・
望

ま
し

く
な

い
対

応
に

ナ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
か

ぶ
っ

て
分

か
り

づ
ら

い
、

聞
き

づ
ら

い
。

聞
き

た
い

、
映

像
も

見
た

い
、

文
章

も
読

ま
な

け
れ

ば
い

け
な

い
。

・
情

報
が

あ
り

す
ぎ

て
混

乱
し

や
す

い
。

比
較

で
き

る
メ

リ
ッ

ト
は

あ
る

が
。

・
医

師
編

と
ス

タ
ッ

フ
編

に
分

け
た

方
が

良
い

の
で

は
。

診
察

前
の

待
合

室
は

ス
タ

ッ
フ

編
。

・
診

察
後

の
待

合
室

で
は

、
他

の
患

者
さ

ん
へ

の
配

慮
が

必
要

だ
し

、
知

っ
て

い
る

人
も

た
く
さ

ん
い

る
中

で
、

ス
タ

ッ
フ

の
対

応
は

で
き

る
の

か
。

・
家

族
同

伴
で

来
る

場
合

と
家

族
だ

け
で

来
る

場
う

ー
会

い
に

分
け

た
方

が
良

い
。

一
緒

に
来

る
場

合
、

後
で

家
族

か
ら

話
を

聞
く
時

に
は

患
者

さ
ん

へ
の

配
慮

が
必

要
。

「
な

に
話

し
て

た
ん

よ
?」

と
け

ん
か

に
な

る
こ

と
も

。

・
患

者
さ

ん
の

多
い

時
間

帯
、

混
雑

し
て

い
る

時
、

少
な

い
時

で
は

対
応

が
違

う
。

理
想

的
な

環
境

の
中

で
は

な
く
、

現
実

的
な

場
面

を

設
定

し
て

ほ
し

い
。

(ま
と

め
)

・
誰

に
見

せ
る

D
V

D
な

の
か

?医
療

者
の

視
点

で
作

る
と

甘
く
な

る
。

患
者

さ
ん

に
と

っ
て

の
対

応
が

そ
れ

で
良

い
の

か
?違

う
視

点
で

の

評
価

が
要

る
。

・
現

実
に

は
3
分

5
分

の
間

で
患

者
を

回
し

て
い

か
な

け
れ

ば
い

け
な

い
。

・
ス

タ
ッ

フ
も

加
え

て
最

低
限

の
流

れ
を

入
れ

る
。

・
悪

い
対

応
を

押
す

方
が

イ
ン

パ
ク

ト
が

残
る

。

・
誰

が
見

て
も

駄
目

な
も

の
、

誰
が

見
て

も
わ

か
る

も
の

は
不

要
。

ボ
ー

ダ
ー

な
も

の
を

ま
と

め
る

方
が

見
や

す
い

。

・
ボ

リ
ュ

ー
ム

が
多

い
。

こ
の

D
V

D
を

見
に

来
て

く
れ

る
か

?見
て

印
象

に
残

る
の

か
?理

想
的

で
あ

り
す

ぎ
る

。

・
も

う
少

し
ポ

イ
ン

ト
を

絞
り

短
い

バ
ー

ジ
ョ

ン
の

も
の

を
作

る
と

良
い

。
ボ

リ
ュ

ー
ム

が
少

な
く
て

も
色

々
な

科
の

医
師

た
ち

が
D

V
D

を
見

て

く
れ

て
、

受
診

に
つ

な
げ

る
よ

う
に

す
る

方
が

良
い

と
思

う
。

第
2
回

　
認

知
症

医
療

と
福

祉
の

連
携

　
in

 守
山

・
野

洲
　

グ
ル

ー
プ

討
議

　
議

事
録

【
第

2
グ

ル
ー

プ
】

・
ま

っ
た

く
普

通
の

ビ
デ

オ
と

い
う

印
象

。
誰

に
見

せ
る

た
め

の
も

の
な

の
か

?病
院

の
ス

タ
ッ

フ
に

こ
れ

を
見

せ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

な
ら

よ
ほ

ど
劣

悪
と

言
え

る
。

・
こ

れ
を

標
準

に
す

る
? 

普
通

す
ぎ

る
の

で
、

こ
れ

を
見

た
人

は
も

っ
と

で
き

て
い

る
と

思
っ

て
し

ま
う

。

・
昔

介
護

の
映

画
を

見
た

時
に

｢患
者

さ
ま

と
呼

び
な

さ
い

」
と

い
う

教
育

を
受

け
た

。
恐

ら
く
脚

本
を

書
い

た
人

は
素

人
で

、
そ

う
思

っ
て

い
る

の
で

は
。

・
我

々
も

こ
こ

ま
で

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

か
も

し
れ

な
い

。

・
シ

ナ
リ

オ
は

素
人

が
書

い
た

も
の

で
は

な
い

の
で

は
。

医
療

・
ス

タ
ッ

フ
サ

イ
ド

で
作

ら
れ

て
い

る
。

こ
の

対
応

で
も

ま
だ

足
り

な
い

。

患
者

さ
ん

は
も

っ
と

求
め

て
い

る
と

思
う

。

・
一

般
の

人
と

医
療

者
で

は
視

点
が

違
う

。
一

般
の

人
に

と
っ

て
は

、
好

ま
し

い
対

応
と

い
わ

れ
て

も
好

ま
し

く
な

い
、

足
り

な
い

と
思

う

だ
ろ

う
し

、
医

療
者

は
こ

れ
く
ら

い
は

や
っ

て
い

る
よ

と
思

う
。

対
象

に
よ

っ
て

違
っ

て
く
る

の
で

違
う

視
点

で
の

評
価

も
入

れ
て

い
き

た
い

。

・
｢こ

れ
位

で
き

た
ら

い
い

や
｣と

い
う

D
V

D
。

で
も

、
ど

れ
く
ら

い
で

き
て

い
る

か
は

そ
れ

ぞ
れ

だ
と

思
う

。

・
今

ま
で

は
窓

口
だ

け
を

開
け

て
い

た
が

、
こ

れ
か

ら
は

も
っ

と
介

入
型

に
し

て
い

く
ア

プ
ロ

ー
チ

が
必

要
だ

と
思

う
。

「
こ

ち
ら

か
ら

T
E
L
し

ま
し

ょ
う

か
?｣

と
い

う
声

は
介

入
型

で
良

い
。

こ
う

い
う

コ
ン

セ
プ

ト
が

あ
る

の
な

ら
も

っ
と

そ
こ

を
入

れ
て

は
ど

う
だ

ろ
う

か
。

・
医

師
に

よ
っ

て
温

度
差

が
あ

る
。

何
も

し
て

い
な

い
先

生
は

そ
う

い
う

の
に

巻
き

込
ま

れ
た

く
な

い
人

も
い

る
の

で
、

入
り

口
と

し
て

こ
の

D
V

D
は

い
い

か
も

し
れ

な
い

。

・
開

業
医

は
総

合
内

科
的

に
し

て
い

か
な

く
て

は
と

思
う

が
専

門
に

向
い

て
し

ま
う

。
自

分
は

整
形

だ
か

ら
関

係
な

い
と

い
う

先
生

も

い
る

。

・
全

体
の

医
師

会
で

は
D

V
D

の
内

容
も

無
理

か
も

し
れ

な
い

と
い

う
声

が
多

数
だ

っ
た

。
自

分
た

ち
も

守
れ

て
い

な
い

。

・
で

き
る

か
と

言
わ

れ
れ

ば
で

き
な

い
と

言
わ

ざ
る

を
得

な
い

。
時

間
も

取
れ

な
い

。
理

想
と

し
て

あ
げ

て
い

る
の

で
あ

れ
ば

最
初

に
そ

れ
を

言
わ

な
い

と
、

こ
う

し
た

声
が

出
る

こ
と

に
な

る
。

「
で

き
る

だ
け

向
上

し
て

ね
」
と

い
う

風
に

働
き

か
け

る
の

が

い
い

の
で

は
。

・
D

V
D

の
よ

う
に

し
よ

う
と

す
れ

ば
受

付
で

も
＋

1
人

必
要

だ
が

余
裕

が
な

く
で

き
な

い
。

看
護

師
も

2
人

い
る

。
無

理
だ

。

・
望

ま
し

い
対

応
5
分

編
を

作
っ

た
ら

ど
れ

を
残

す
の

か
?こ

れ
は

逃
し

た
ら

ダ
メ

と
い

う
も

の
を

入
れ

て
ほ

し
い

。
5
分

は
望

ま
し

く
な

い

と
言

う
な

ら
ど

う
す

れ
ば

よ
い

の
か

? 
5
分

以
上

時
間

を
割

け
な

い
こ

と
も

あ
る

。

・
最

低
限

守
る

べ
き

と
こ

ろ
を

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

し
て

強
調

す
る

こ
と

が
必

要
。

・
あ

る
程

度
の

理
想

は
こ

れ
だ

と
は

思
う

が
、

全
部

で
き

ま
す

か
?ス

タ
ッ

フ
を

増
や

し
、

患
者

を
減

ら
さ

な
い

と
や

れ
な

い
。

結
局

無
理

と
い

う
こ

と
に

な
っ

て
し

ま
う

。

・
印

象
に

残
る

の
は

悪
い

対
応

の
方

だ
と

思
う

。
「
う

ち
の

と
こ

ろ
は

こ
ん

な
こ

と
せ

え
へ

ん
わ

!」
に

な
ら

な
い

か
?

・
虐

待
の

D
V

D
を

見
た

が
何

が
問

題
な

の
か

分
か

り
に

く
か

っ
た

。
良

い
例

を
見

る
と

「
で

き
て

る
よ

」
と

自
分

に
甘

い
採

点
に

な
る

。

ボ
ー

ダ
ー

の
悪

い
例

を
見

た
ら

「
こ

れ
も

悪
い

の
か

」
と

気
付

け
る

。
ボ

ー
ダ

ー
を

教
え

て
も

ら
え

る
と

イ
ン

パ
ク

ト
が

大
き

い
。

・
｢い

い
、

悪
い

」
で

は
な

く
、

｢不
十

分
例

｣｢
十

分
例

」
を

示
し

た
方

が
良

い
。

○
×

は
良

く
分

か
る

が
め

ま
ぐ

る
し

い
。

第2回 H24.12.6 グループ討議 記録
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【
第
3
グ
ル
ー
プ
】

・
こ
こ
5
年
く
ら
い
で
診
察
場
面
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
以
前
は
右
か
ら
左
だ
っ
た
が
、
患
者
さ
ん
に
医
師
自
身
が
き
ち
ん
と
挨
拶
で
き

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
始
め
た
。
認
知
症
の
患
者
は
特
別
で
は
な
い
。
ガ
ン
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
告
知
に
は
近
い
も
の
が

あ
る
。

・
認
知
症
に
特
有
な
対
応
と
一
般
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
。

・
一
般
の
か
か
り
つ
け
医
に
見
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
だ
と
思
う
が
、
実
際
に
は
何
十
人
も
診
察
し
な
い
と
い
け
な
い
。
医
師
も
看
護
師
も

余
裕
が
な
い
の
が
現
実
。

・
6
人
/
時
間
で
も
実
際
に
あ
そ
こ
ま
で
で
き
る
か
?看
護
師
が
十
分
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
の
6
人
/
時
間
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
し
で

や
っ
て
い
た
時
は
一
人
に
3
0
分
か
か
っ
た
。

・
医
師
編
、
ス
タ
ッ
フ
編
と
あ
る
が
、
お
互
い
に
ど
ち
ら
も
見
て
お
く
こ
と
が
必
要
。

・
別
の
日
や
別
の
時
間
を
と
っ
て
D
V
D
の
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
?医
師
が
何
人
も
い
る
と
こ
ろ
は
で
き
る
だ
ろ
う
が
。

医
師
1
人
、
看
護
師
1
人
、
受
付
1
人
で
や
っ
て
い
る
と
と
て
も
回
ら
な
い
。

・
言
い
残
し
た
こ
と
を
看
護
師
が
聞
く
と
診
察
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
。

・
内
容
は
と
て
も
良
い
。
正
し
い
け
れ
ど
日
常
診
療
に
ど
う
取
り
込
め
ば
い
い
の
か
?

・
あ
れ
を
し
な
い
と
認
知
症
診
療
が
で
き
な
い
の
な
ら
、
う
ち
で
は
無
理
と
な
っ
て
し
ま
う
。

・
こ
の
中
で
ど
れ
が
重
要
な
の
か
?こ
れ
だ
け
は
、
そ
し
て
こ
の
順
に
重
要
と
い
う
の
が
あ
れ
ば
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
け
る
。

・
ビ
ギ
ナ
ー
は
初
診
に
3
0
分
か
け
ろ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に
最
初
は
3
0
分
は
大
事
。
消
化
器
内
科
に
認
知
症
を
診
ろ
と
言
わ
れ

て
も
最
初
は
無
理
。
ま
ず
は
ビ
ギ
ナ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
も
ら
わ
な
い
と
始
ま
ら
な
い
。

・
消
化
器
・
呼
吸
器
と
言
っ
て
い
る
人
が
認
知
症
を
診
な
い
と
い
け
な
い
時
代
。
整
形
の
医
師
で
も
必
要
。
こ
の
人
は
と
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
も
ら
う
だ
け
で
も
大
事
。
そ
れ
が
わ
か
る
D
V
D
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

・
こ
れ
を
や
っ
て
ほ
し
い
、
こ
れ
を
し
て
は
ダ
メ
と
い
う
こ
と
を
言
い
た
い
た
め
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
多
す
ぎ
る
。
｢そ
ん
な
こ
と
言
わ
な
い
で

認
知
症
を
み
て
」
と
い
う
D
V
D
で
あ
り
た
い
。

・
整
形
外
科
の
医
師
に
｢私
関
係
な
い
」
と
言
う
人
が
多
い
。
こ
う
い
う
人
に
見
せ
な
い
と
い
け
な
い
。

・
初
期
版
と
充
実
版
が
あ
れ
ば
解
説
は
要
ら
な
い
。
1
5
分
で
よ
い
。

・
こ
う
い
う
と
こ
ろ
へ
出
て
く
る
人
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
も
出
て
こ
な
い
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
。

・
1
時
間
3
人
で
は
午
前
中
に
9
人
の
レ
ベ
ル
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
午
前
中
で
1
万
円
し
か
入
っ
て
こ
な
い
。
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
。

・
私
関
係
な
い
と
言
っ
て
い
る
人
を
ど
う
や
っ
て
こ
の
場
に
座
ら
せ
る
か
。
聞
い
て
ほ
し
い
人
は
来
な
い
。

・
野
洲
病
院
で
は
松
田
先
生
に
話
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
聞
い
て
ほ
し
い
人
は
来
な
い
。
二
人
だ
け
だ
っ
た
。
い
か
に
来
て
も
ら
え
る

よ
う
に
す
る
か
?
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1

教材の総合評価

DVD教材

自己チェック
シート

非常に良い 良い まあ良い どちらともいえない やや悪い 悪い 非常に悪い 無回答

「適切でない」回答者のDVD希望時間

医師編

スタッフ編

10分未満 10分 15分 20分 25分以上 無回答

DVD教材「認知症者と家族への対応」の個別評価

【テーマ】｢コミュニケーションの大切さ｣が
重点テーマ

【構成】望ましい/望ましくないの「対応
事例｣を対比

【形態】在宅自習と集合研修に対応

【教材】気付きのための「自己チェック
シート」を併用

【時間】医師編26分/スタッフ編22分

【対象】認知症に関わる全ての人

適切である どちらともいえない 適切でない 無回答

教材評価アンケート結果
の評価 評価の理由

非常に良い とても良い内容ですが、日々の中でここまで対応できるか心配です。
良い 内容の強弱があっても良い。全体的には良く出来ている。
良い とは言え は だと思います。
良い 理想型としての認知症診療の流れを示されている。
良い 診療所の対応において流れを通して学ぶことができるものと思います。

良い
ボリュームが多いが流れとしてみることができて良かった。ナレーションと
望ましくない対応編のセリフがかぶって分かりにくかった。対応例は分か
り易いと思う。

まあ良い こうしたものが今までなかったので有用である。
まあ良い 教習所のＤＶＤぽい。良いことが多すぎて少し疲れる。
まあ良い 場面転換が多いので判別しにくいのではないか。

まあ良い
内容が多いため、対象（医師、受付、看護師別に）を絞った方が良いので
はないか。

まあ良い
内容は良かった。いかに関係の方にみてもらいやすく、具体的に伝えられ
るかがポイントと感じた。使う側が。

まあ良い
第一段階の目指すところとして。ただかかりつけ医にも温度差があると思
うので、もっと「これだけは」に絞る必要があるかもしれない。

まあ良い

初めての 教材なので今後も改善を重ねていくものである。完成度
％は永久にないものの、今日の仕上がりはいわゆる標準的なものと

思えるので。決して教訓的な内容ばかりではなく、１つの教科書としては
価値があると思います。

どちらともい
えない

の時間が長いことと、開業医（内科）の診察とは離れていると思う。内
容が認知症専門医のためのような感じであるため。

どちらともい
えない

インパクトが弱い、やや冗漫。

自己ﾁｪｯｸｼｰﾄ 自己チェックシート評価の理由

非常に良い
「自己チェックシートは自分のチェックと十分な時間がある時に出来るた
め良い。

良い 診察の場面での要素に分けられているのが良いと思います
良い チェックシートの量として適当である

良い
ポイントを示してある。ただ、そこまで一丸となってなかなか出来ない現実
を同時に考えてしまう。

良い セルフチェックできるのはとても良い

良い
今まで、これほどまで詳細はチェックをしたことも無かった（個人的に）の
で、他の方も恐らく思うのではないかと思います。

良い
職種によって細かくチェック項目が分かれているため、振り返りを行いや
すいと思います。

まあ良い 確認は必要

まあ良い
初期対応のチェックもあり、教材としての視点がぼやけているのではない
か。

どちらともい
えない

読めていないが、思い出すためにあっても良いと思います。

どちらともい
えない

に分けてある意味がわかりずらい。

第 回 認知症医療と福祉の連携 守山・野洲
（ 教材「認知症者及び家族への対応」の評価）

2

教材全体に関する意見･要望
定価も安くして、時間の短い、分かり易い内容、認知症の診断・対応の仕
方でお願いしたい。
もっともっとコンパクトなもの。消内や循内、整外などの先生方に、認知症
医療の入口に立って頂けるものも必要か。
必要な人に見てもらえるような仕組みを考えること。
ボーダーな対応を、もう少し全体に入れてほしい。明かな不適切な対応は
必要ないのではないか。
最初に診察して頂く、開業医の先生が認知症に対して関心を持って頂く
と、患者さんや家族もとても安心できると思います。
・完全に悪い対応というよりは、気付きにくい不十分な対応を取り上げるこ
とで気付きを促せるのではないか。
・これを題材にして診療所内・病院内で話しあえると良いなあと思う。

教材評価アンケート結果

シーン 教材の修正・改善、追加すべき内容

全体
映画であるので仕方がないと思うが、全体的に大きな声でズバリ話してい
る場面が多い。プライベートの配慮なされているようで、そうでもないよう
に見える。

全体
全体的に、患者さんがこう思って診察に来ている、こんな反応がある・・と
いうのが分かり易く出ていて良かった。

全体 良くない例を先に持ってくる。
全体 単独と家族同伴を分ける。
全体 あまりに初歩的な部分は必要ない。
全体 教習所のＤＶＤぽい。良いことが多すぎて少し疲れる。

診察室
家族同伴の場合：家族のみに聞き出すために、患者をうまく待合室に導
いたが、時間的に無理な場合、日時をずらして家族のみから聞くなど、違
うパターンも欲しい。

診察室
医師のモラルにかかわることは無くても良いのでは？（貧乏ゆすりすると
か）

診察室
本人ひとりだけの場合と家族と同伴で受診の場合の対応を別々にし、「受
付～会計まで」の流れにしてはどうでしょうか。

診察室、
受付

「望ましい対応」と「望ましくない対応」の対比について、先に、「望ましくな
い対応」から改善した「望ましい対応」にした方が理解しやすいのではな
いか。

告知
このようにはっきり伝えられる時ばかりではないと思うので、デリケートな
対応や時間をかけたりタイミングを図る場合についても示せるとよい。

待合室
家族が患者さんに隠れて問診票を書くのはどうなのか。患者さんの前で
オープンに書く方が良い場合もある（人間関係によっては）。

解説（○と
×のシー

良い例と思いがちなケース（事例）を実はある点では不十分な接遇だと示
すような表現スタイルが示されると良いと思います。

項目番号 自己チェックシートの修正･追加すべき内容
－ 自由記入があっても良いのでは。

－
本人、家族からの申し出がなくても診療所で気付くチャンスとなる事象と、
気付いてからの介入方法



27

第
３
回

認
知
症
の
医
療
と
福
祉
の

連
携
ＩＮ
守
山
・
野
洲

Ｈ
２
５
．
２
．
７

１
８
時
～
１
９
時
３
０
分

1
＊
事
例
検
討
書
式
等
の
無
断
で
の
ご
使
用
は
お
断
り
し
ま
す

第
３
回

認
知
症
の
医
療
と
福
祉
の

連
携
ＩＮ
守
山
・
野
洲

Ｈ
２
５
．
２
．
７

１
８
時
～
１
９
時
３
０
分

1

○
生
活
歴

１
９
９
５
年
に
道
路
拡
張
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
家
を

立
ち
退
き
、
そ
れ
で
得
た
お
金
を
基
に
ケ
ア
ハ
ウ
ス
へ
入
所

す
る
が
、
２
０
０
０
年
に
貯
蓄
が
底
を
つ
き
、
ケ
ア
ア
ハ
ウ
ス
で

の
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
退
去
。
特
養

へ
の
入
所
も
検
討
さ
れ
た
が
、
「
施
設
へ
は
行
き
た
く
な
い
」
と

い
う
本
人
の
強
い
意
向
の
下
、
現
在
の
市
営
住
宅
で
独
り
暮

ら
し
を
始
め
る
。

○
住
宅
・
経
済
状
況

市
営
住
宅
に
暮
ら
し
、
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
。

○
現
在
の
病
気

高
血
圧
症
（
発
症
不
明
）
・
糖
尿
病
（
１
９
８
８
年
頃
発
症
、

月
に
一
度
近
医
へ
通
院
し
、
投
薬
を
受
け
て
い
る
）

ま
た
、
１
９
９
０
年
に
交
通
事
故
に
よ
り
、
左
下
肢
機
能
障
害

が
残
り
、
歩
行
時
は
左
足
を
少
し
引
き
ず
る
。

3

模
擬
事
例

•
Ａ
さ
ん

８
０
歳

女
性

○
要
介
護
度
：
未
認
定

○
認
知
症
高
齢
者
日
常
生
活
自
立
度
：
Ⅱ
ａ

○
障
害
老
人
の
自
立
度
：
Ａ
１

○
家
族
状
況

兄
弟
は
な
く
、
内
縁
の
夫
（
故
）
と
の
間
に
実
子
な
し
。

市
内
に
暮
ら
す
従
兄
弟
が
ま
れ
に
様
子
を
見
に
来
る
。

＊
事
例
提
供
者
設
定
・
・
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
民
生
委
員
を
通
じ
て
相
談
が
き
た
設
定

2

記
入
シ
ー
ト
は
、認

知
症
介
護
研
究
・研

修
東
京
セ
ン
タ
ー
「ひ
も
とき

シ
ー
ト」
を
参
考
に
藤
本
ク
リニ

ック
で
作
成
した

も
の
で
す
。

：

模
擬
事
例

•
Ａ
さ
ん

８
０
歳

女
性

○
要
介
護
度
：
未
認
定

○
認
知
症
高
齢
者
日
常
生
活
自
立
度
：
Ⅱ
ａ

○
障
害
老
人
の
自
立
度
：
Ａ
１

○
家
族
状
況

兄
弟
は
な
く
、
内
縁
の
夫
（
故
）
と
の
間
に
実
子
な
し
。

市
内
に
暮
ら
す
従
兄
弟
が
ま
れ
に
様
子
を
見
に
来
る
。

＊
事
例
提
供
者
設
定
・
・
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
民
生
委
員
を
通
じ
て
相
談
が
き
た
設
定

2

記
入
シ
ー
ト
は
、認

知
症
介
護
研
究
・研

修
東
京
セ
ン
タ
ー
「ひ
も
とき

シ
ー
ト」
を
参
考
に
藤
本
ク
リニ

ック
で
作
成
した

も
の
で
す
。

：○
経
過

２
～
３
年
前
く
ら
い
か
ら
認
知
症
の
症
状
が
現
れ
始
め
、

身
の
回
り
の
こ
と
が
不
十
分
と
な
っ
て
き
て
い
た
と
の
こ

と
。
Ａ
さ
ん
が
鍋
こ
が
し
な
ど
を
す
る
た
め
近
隣
の
住
民

か
ら
「
施
設
に
入
れ
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の

声
が
あ
が
り
、
民
生
委
員
を
通
じ
て
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
相
談
が
あ
っ
た
。
生
活
保
護
担
当
者
と
共
に
訪

問
を
す
る
と
室
内
は
衣
類
や
食
べ
物
、
薬
な
ど
が
散
乱

し
、
尿
臭
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
会
話
を
進
め
る
な
か
で
記

銘
力
障
害
や
見
当
識
障
害
が
見
受
け
ら
れ
、
本
人
も

「
最
近
よ
く
忘
れ
る
」
「
近
所
か
ら
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
」

な
ど
の
言
葉
も
聴
か
れ
た
。
介
護
保
険
認
定
の
話
を
す

る
と
、
「
施
設
へ
は
行
か
な
い
」
と
強
い
拒
否
を
示
し
た
。

4
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○
身
体
の
状
況

・
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
が
あ
る

・
投
薬
内
容
が
多
い
こ
と
に
加
え
て
、
薬
の
管
理
も
で
き
て
い
な

い
。

・
尿
失
禁
が
あ
る

・
入
浴
が
で
き
て
い
な
い

・
室
内
は
衣
類
や
賞
味
期
限
切
れ
の
食
べ
物
が
散
乱

・
近
く
の
ス
ー
パ
ー
に
行
く
が
、
お
金
を
持
た
ず
に
行
く

・
保
護
費
が
入
る
と
全
額
出
金
し
て
、
公
共
料
金
の
滞
納
が
あ

る
。

・
火
の
扱
い
が
不
十
分

・
食
べ
る
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
が
、
菓
子
や
出
来
合
い
の
も
の

が
多
く
栄
養
の
偏
り
が
み
ら
れ
る
。

5

○
Ａ
さ
ん
が
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
開
始
し
ま
し
た

•
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
を
そ
れ
ぞ
れ
週
に
１
回
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

•
訪
問
介
護
は
当
初
は
、
家
事
援
助
を
始
め
よ
う
と
す
る
と
「
出

て
行
け
！
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
の
顔
が
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
受
け
入
れ
の
良

い
日
も
出
て
き
ま
し
た
。

•
通
所
介
護
は
送
迎
車
に
乗
り
こ
み
到
着
は
す
る
の
で
す
が
、

す
ぐ
さ
ま
「
こ
こ
は
ど
こ
や
？
」
と
言
い
だ
し
、
「
帰
る
」
と
言
い
ま

す
。

○
で
は
、
次
の
Ｇ
Ｗ
で
は
、
「
出
て
行
け
！
」
「
帰
る
！
」
と
い
う

言
葉
の
背
景
や
原
因
を
考
え
て
、
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

7

○
精
神
・
心
理
の
状
況

・
も
の
忘
れ
が
増
え
、
不
安
は
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
自

宅
で
暮
ら
し
た
い
。

・
生
活
費
が
な
く
不
安
（
金
銭
管
理
で
き
な
い
）

・
１
人
暮
ら
し
が
さ
み
し
い

・
周
り
か
ら
変
な
目
で
見
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る

○
社
会
環
境
状
況

・
１
人
暮
ら
し

・
従
兄
弟
が
ま
れ
に
来
る
が
、
従
兄
弟
も
高
齢
で
疎
遠
と

な
っ
て
い
る

・
民
生
委
員
が
状
況
を
み
て
く
れ
て
い
る

・
近
隣
の
住
民
は
、
施
設
入
所
を
勧
め
て
い
る

認
知
症
ケ
ア
標
準
テ
キ
ス
ト
改
訂
・
認
知
症
ケ
ア
事
例
集

（
株
）
ワ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
よ
り
引
用
・一
部
改
変

6

Ａ
さ
ん
の
言
動
に
関
係
し
て
い
る
の
で
は
？
と
思
う
こ
と
を
記
入
し
て
下
さ
い

病
気
の
影
響
、
投
薬
な
ど

身
体
疾
患
な
ど
（
便
秘
・
不
眠
な
ど
な
ど
）

心
理
的
背
景

（
悲
し
み
・
怒
り
・
寂
し
さ
な
ど
な
ど
）

出
て
行
け
！

帰
る
！

苦
痛
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
環
境
な
ど

（
五
感
な
ど
な
ど
）

8
この

記
入
シ
ー
トは

、認
知
症
介
護
研
究
・研

修
東
京
セ
ン
タ
ー
「ひ
も
とき

シ
ー
ト」
を
参
考
に
藤
本
ク
リニ

ック
で
作
成
した

も
の
で
す
。
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Ａ
さ
ん
の
言
動
に
関
係
し
て
い
る
の
で
は
？
と
思
う
こ
と
を
記
入
し
て
下
さ
い

出
て
行
け
！

帰
る
！

家
族
・
援
助
者
・
周
囲
の
関
わ
り
な
ど

住
ま
い
な
ど
物
的
環
境
な
ど

生
活
歴
・
な
じ
み
の
あ
る
暮
ら
し
な
ど

で
き
る
こ
と
、
能
力
の
発
揮
な
ど

（
生
じ
る
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
な
ど
）

9
この

記
入
シ
ー
トは

、認
知
症
介
護
研
究
・研

修
東
京
セ
ン
タ
ー
「ひ
も
とき

シ
ー
ト」
を
参
考
に
藤
本
ク
リニ

ック
で
作
成
した

も
の
で
す
。

そ
れ
で
は
Ａ
さ
ん
の
立
場
か
ら
、
Ａ
さ
ん
が
「
困
っ
て
い
る
こ
と
」
や
「
悩
み
」
、

「
求
め
て
い
る
こ
と
」
な
ど
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
ま
と
め
て
下
さ
い
。

10
この

記
入
シ
ー
トは

、藤
本
ク
リニ

ック
（
奥
村
典
子
看
護
師
）
が
作
成
した

も
の
で
す
。
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第
1
グ

ル
ー

プ

病
気

の
影

響
・
投

薬
な

ど
苦

痛
を

与
え

て
い

る
よ

う
な

環
境

な
ど

・
H

T
・
D

M
投

薬

・
抗

認
知

症
薬

の
処

方
の

有
無

不
明

・
散

ら
か

っ
て

い
る

状
態

は
苦

痛
?

・
非

定
型

抗
精

神
病

薬
の

処
方

有
無

不
明

・
介

護
へ

の
抵

抗
が

あ
る

。
・

自
分

が
望

ん
で

い
な

い
の

に
片

付
け

ら
れ

て
し

ま
う

・
元

来
の

性
格

は
ど

う
な

の
か

?
→

不
安

?

身
体

疾
患

な
ど

心
理

的
背

景

・
元

来
の

性
格

は
ど

う
な

の
か

?

・
清

潔
が

保
て

て
い

な
い

。
・

援
助

に
対

し
て

感
謝

の
念

を
表

す
る

こ
と

が
上

手
で

は

な
い

。
(で

き
な

い
)

・
介

護
す

る
側

か
ら

の
目

と
し

て
家

族
で

な
い

の
で

か
え

っ
て

対
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

か
も

。

家
族

・
援

助
者

・
周

囲
の

関
わ

り
な

ど
住

ま
い

な
ど

物
的

環
境

な
ど

・
家

族
は

高
齢

の
た

め
介

護
者

と
認

め
な

い
。

・
1
人

で
生

活
し

て
き

た
。

・
サ

ー
ビ

ス
中

心
に

考
え

る
べ

き
。

生
活

歴
・
な

じ
み

の
あ

る
暮

ら
し

な
ど

で
き

る
こ

と
、

能
力

の
発

揮
な

ど

・
他

の
人

が
生

活
に

入
っ

て
く
る

こ
と

に
慣

れ
て

い
な

い
。

・
自

分
の

口
で

食
べ

ら
れ

る
。

元
来

の
性

格
＋

de
m

e
n
ti
aの

結
果

と
し

て
の

患
者

全
体

像
を

そ
の

ま
ま

で
受

容
し

た
プ

ラ
ン

を
。

ど
こ

ま
で

介
入

? 
人

権
?

「
出

て
行

け
!」

　
→

　
ほ

っ
て

お
い

て
ほ

し
い

　
←

　
本

当
の

望
み

??

片
付

い
て

い
な

い
の

が
幸

せ
? 

片
付

い
て

い
る

方
が

幸
せ

? 
本

当
か

??

A
さ

ん
の

言
動

に
関

係
し

て
い

る
の

で
は

?と
思

う
こ

と

A
さ

ん
の

立
場

か
ら

、
A

さ
ん

が
「
困

っ
て

い
る

こ
と

」
や

「
悩

み
」
、

「
求

め
て

い
る

こ
と

」
は

ど
ん

な
こ

と
?

第
2
グ

ル
ー

プ

病
気

の
影

響
・
投

薬
な

ど
苦

痛
を

与
え

て
い

る
よ

う
な

環
境

な
ど

・
認

知
症

の
進

行
。

投
薬

不
十

分
・

足
の

機
能

障
害

の
た

め
腰

痛
・
股

関
節

痛
＋

・
事

故
に

よ
り

機
能

障
害

あ
り

。
移

動
に

苦
痛

あ
り

。
・

車
に

乗
る

行
為

が
苦

痛
に

な
っ

て
い

る
の

で
は

→
不

安
?

身
体

疾
患

な
ど

心
理

的
背

景

・
尿

失
禁

が
あ

っ
た

り
す

る
た

め
、

周
囲

に
気

を
遣

い
・

被
害

妄
想

的
感

情
が

強
く
な

っ
た

。

帰
り

た
い

と
言

う
の

で
は

?

・
知

ら
な

い
人

ば
か

り
で

不
安

。
(悪

口
等

)

・
入

浴
中

に
排

尿
行

為
を

し
て

し
ま

う
。

家
族

・
援

助
者

・
周

囲
の

関
わ

り
な

ど
住

ま
い

な
ど

物
的

環
境

な
ど

・
1
人

暮
ら

し
で

援
助

者
・
家

族
が

い
な

い
状

況
で

・
自

分
の

住
ん

で
い

る
所

と
異

な
る

環
境

に
な

じ
め

な
い

。

頼
り

に
し

て
い

る
民

生
委

員
も

頻
繁

に
来

る
わ

け

で
も

な
く
不

安
。

・
頼

り
に

な
る

ヘ
ル

パ
ー

が
デ

イ
に

い
な

い
の

で
、

デ
イ

に
行

く
の

が
不

安
。

生
活

歴
・
な

じ
み

の
あ

る
暮

ら
し

な
ど

で
き

る
こ

と
、

能
力

の
発

揮
な

ど

・
自

分
で

で
き

る
こ

と
が

で
き

な
い

。

・
1
人

気
ま

ま
な

生
活

を
し

て
い

た
が

、
自

由
が

き
か

な
い

・
お

世
話

に
な

ら
な

い
と

い
け

な
い

ジ
レ

ン
マ

。

生
活

に
な

る
。

制
約

さ
れ

る
。

(物
・
時

間
の

選
択

等
)

・
女

性
な

の
で

自
分

で
し

た
い

け
ど

で
き

な
い

。
プ

ラ
イ

ド
も

あ
る

。

・
金

銭
的

な
自

由
が

き
か

な
い

。

・
他

の
人

が
で

き
る

け
ど

認
知

症
状

か
ら

自
分

が
で

き
な

い

と
い

う
心

も
と

な
さ

。

・
昔

得
意

だ
っ

た
こ

と
が

で
き

な
く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
対

し
て

時
間

を
か

け
て

引
き

出
し

て
あ

げ
る

よ
う

に
接

す
る

。

①
治

療
薬

の
管

理
を

す
す

め
る

こ
と

で
健

康
感

を
実

感
さ

せ
る

。

②
訪

問
看

護
で

顔
な

じ
み

の
関

係
を

つ
く
る

な
ど

頻
回

の
訪

問
で

A
さ

ん
の

心
を

和
ら

げ
て

見
る

よ
う

に
す

る
。

こ
の

こ
と

で

　
 悩

み
の

解
消

も
で

き
る

の
で

は
な

い
か

?

③
民

生
委

員
が

中
心

に
な

っ
て

自
治

会
に

働
き

か
け

、
声

掛
け

を
し

っ
か

り
す

る
。

緩
や

か
な

介
入

を
進

め
て

い
く
。

寄
り

添
っ

て

　
 い

く
こ

と
。

A
さ

ん
の

言
動

に
関

係
し

て
い

る
の

で
は

?と
思

う
こ

と

A
さ

ん
の

立
場

か
ら

、
A

さ
ん

が
「
困

っ
て

い
る

こ
と

」
や

「
悩

み
」
、

「
求

め
て

い
る

こ
と

」
は

ど
ん

な
こ

と
?

第3回 H25.2.7 GW 記録
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第
3
グ
ル
ー
プ

病
気
の
影
響
・
投
薬
な
ど

苦
痛
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
環
境
な
ど

・
訪
問
介
護
が
入
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

・
入
浴
や
排
泄
が
上
手
く
出
来
て
い
な
い
の
で
不
快
感
が

・
も
の
忘
れ
の
せ
い
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
場
所
が
分
か
ら

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

な
い
。

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
環
境
が
な
じ
み
の
環
境
で
は
な
い
。

・
も
の
忘
れ
の
せ
い
で
顔
を
忘
れ
て
し
ま
い
他
人
が
勝
手
に

・
食
事
が
き
ち
ん
と
食
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

入
っ
て
き
て
い
る
と
思
っ
て
し
ま
う
。
(顔
な
じ
み
に
な
っ
て

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
い
。
送
迎
中
に

い
な
い
の
で
誰
だ
か
わ
か
ら
な
い
)

デ
イ
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
。

・
顔
な
じ
み
に
な
る
に
つ
れ
て
ヘ
ル
パ
ー
が
わ
か
る
よ
う
に

・
デ
イ
に
着
く
と
も
う
家
に
帰
れ
な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
っ
た
。

な
い
か
。

・
薬
が
き
ち
ん
と
飲
め
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

身
体
疾
患
な
ど

心
理
的
背
景

・
左
下
肢
機
能
障
害
の
せ
い
で
動
き
づ
ら
い
。

・
自
分
の
家
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
家
が
な
く
な
っ
て

・
D
M
で
目
が
見
え
に
く
い
の
か
も
。

し
ま
っ
た
と
の
思
い
が
あ
る
。

・
血
圧
が
高
か
っ
た
り
、
不
眠
、
身
体
の
気
持
ち
悪
さ

・
身
内
の
人
が
か
か
わ
っ
て
く
れ
な
い
孤
独
感
。

(コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
)に
よ
り
、
日
に
よ
っ
て
覚
え
て
い
る
、

・
長
い
間
孤
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
で
人
が
信
じ

い
な
い
の
差
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ら
れ
な
い
。

・
周
り
の
人
へ
の
猜
疑
心
が
あ
る
。

家
族
・
援
助
者
・
周
囲
の
関
わ
り
な
ど

住
ま
い
な
ど
物
的
環
境
な
ど

・
デ
イ
の
送
迎
や
ヘ
ル
パ
ー
が
(異
な
る
人
が
来
る
の
で
)

わ
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
散
ら
か
っ
て
い
て
尿
臭
も
す
る
環
境
。

・
民
生
委
員
か
ら
ど
う
か
か
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
か
?

ケ
ア
マ
ネ
は
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
る
か
?

・
デ
イ
が
ど
こ
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。

・
包
括
支
援
C
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
?

・
本
人
の
思
い
を
き
ち
ん
と
聞
け
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

(ど
う
し
ま
し
た
か
?と
い
う
声
掛
け
)

・
ヘ
ル
パ
ー
が
良
か
れ
と
思
っ
て
整
理
・
整
頓
・
清
潔
に

し
た
こ
と
が
、
本
人
に
と
っ
て
は
盗
ら
れ
た
り
、
勝
手
に

さ
れ
た
と
い
う
思
い
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

・
汚
い
と
か
臭
い
と
か
言
わ
れ
る
。

生
活
歴
・
な
じ
み
の
あ
る
暮
ら
し
な
ど

で
き
る
こ
と
、
能
力
の
発
揮
な
ど

・
自
分
の
家
を
失
っ
て
い
る
喪
失
感
。
　
→
　
家
を
と
ら
れ
た

・
で
き
る
こ
と
が
ス
タ
ッ
フ
に
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の

と
い
う
思
い
が
人
を
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
に

人
の
で
き
る
こ
と
を
活
か
し
た
ケ
ア
が
で
き
て
い
な
い

繋
が
っ
て
い
る
。

の
で
は
な
い
か
。

・
自
分
の
こ
と
を
心
配
し
て
く
れ
る
人
を
求
め
て
い
る
。
→
　
顔
な
じ
み
の
関
係
に
な
っ
て
支
援
で
き
る
よ
う
に
。

(困
っ
て
い
る
こ
と
)

・
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
来
て
く
れ
て
も
、
顔
も
何
を
し
て
く
れ
る
人
な
の
か
も
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
不
安
に
な
る
。
　
→
　
(ど
の
よ
う
に

工
夫
し
て
)ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
な
じ
み
の
関
係
に
な
っ
て
い
く
か
。
で
き
る
だ
け
同
じ
人
が
訪
問
し
顔
な
じ
み
に
な
っ
て
い
く
。

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
通
院
介
助
し
て
も
ら
い
医
師
に
生
活
状
況
の
情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
デ
イ
へ
の
通
所
と
家
の

つ
な
が
り
が
も
て
る
よ
う
ヘ
ル
パ
ー
に
準
備
な
ど
で
か
か
わ
っ
て
も
ら
う
。

・
デ
イ
に
着
い
た
時
に
場
所
も
人
も
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
→
　
送
迎
中
か
ら
ス
タ
ッ
フ
は
デ
イ
に
行
く
こ
と
を
伝
え
る
な
ど
。

(ど
こ
へ
行
く
か
、
ま
た
家
に
帰
る
こ
と
な
ど
)

A
さ
ん
の
立
場
か
ら
、
A
さ
ん
が
「
困
っ
て
い
る
こ
と
」
や
「
悩
み
」
、
「
求
め
て
い
る
こ
と
」
は
ど
ん
な
こ
と
?

A
さ
ん
の
言
動
に
関
係
し
て
い
る
の
で
は
?と
思
う
こ
と

第
4
グ
ル
ー
プ

病
気
の
影
響
・
投
薬
な
ど

苦
痛
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
環
境
な
ど

・
新
し
い
場
に
慣
れ
て
い
な
い
。

・
記
憶
障
害
・
見
当
識
。

・
知
ら
な
い
人
か
ら
の
声
、
慣
れ
て
い
な
い
人
。
→
家
の

出
入
り
が
多
い
。
も
の
を
触
ら
れ
る
。

・
糖
尿
・
高
血
圧
の
薬
が
飲
め
て
い
な
い
か
も
。

・
送
迎
車
の
狭
さ
、
乗
り
慣
れ
て
い
な
い
、
移
動
時
間
。

・
足
の
痛
み
、
し
ん
ど
さ
。

・
妄
想
あ
り
。
重
ね
飲
み
。

・
緊
張
感
。

身
体
疾
患
な
ど

心
理
的
背
景

・
左
足
の
痛
み
。

・
家
の
中
を
触
ら
れ
た
く
な
い
。

・
体
調
が
良
く
な
い
。
(睡
眠
・
食
事
が
き
ち
ん
と
取
れ
て

・
帰
り
た
い
→
構
っ
て
ほ
し
い
、
説
明
が
ほ
し
い
、
さ
み
し
い

い
る
か
?)

話
を
聞
い
て
ほ
し
い
。

・
糖
尿
・
高
血
圧
。

・
家
に
い
た
い
。

・
水
分
取
れ
て
い
な
い
?→
せ
ん
妄
?

・
自
分
の
居
場
所
が
な
い
。

・
知
っ
て
る
顔
が
あ
る
こ
と
で
安
心
で
き
る
。

・
こ
ん
な
に
世
話
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
へ
の
悲
し
み

・
自
分
で
何
で
も
し
た
い
。
世
話
に
慣
れ
て
い
な
い
。

・
1
人
は
さ
み
し
い
。

・
言
わ
れ
た
く
な
い
。
(あ
ま
り
知
り
あ
っ
て
時
間
が
経
っ
て

い
な
い
)

家
族
・
援
助
者
・
周
囲
の
関
わ
り
な
ど

住
ま
い
な
ど
物
的
環
境
な
ど

・
ヘ
ル
パ
ー
・
デ
イ
職
員
・
デ
イ
利
用
者
は
今
一
番
か
か
わ
り

・
サ
ー
ビ
ス
利
用
前
と
家
は
変
わ
ら
ず
。

が
多
い
け
ど
な
じ
み
の
人
で
は
な
い
。

・
施
設
拒
否
あ
っ
た
が
デ
イ
利
用
し
て
い
る
。
(施
設
嫌
い
)

・
近
隣
の
人
・
民
生
委
員
・
ケ
ア
マ
ネ
も
な
じ
ん
で
い
な
い
。

・
部
屋
の
整
理
は
で
き
て
き
て
る
?

生
活
歴
・
な
じ
み
の
あ
る
暮
ら
し
な
ど

で
き
る
こ
と
、
能
力
の
発
揮
な
ど

・
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
。

・
ず
っ
と
一
人
暮
ら
し
。

・
食
べ
ら
れ
る
。
自
分
で
生
活
で
き
る
。

・
場
所
・
人
の
判
断
・
覚
え
る
。

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
時
代
に
施
設
が
嫌
い
に
な
る
。

・
買
い
物
　
⇔
　
栄
養
の
偏
り

・
歩
け
る
。
車
に
乗
れ
る
。

・
な
ん
で
も
自
分
で
で
き
た
。

・
な
じ
み
の
人
が
必
要
。
　
→
　
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
は
同
じ
人
が
良
い
か
も
。
顔
が
入
る
よ
う
に
。

・
自
分
で
生
活
し
た
い
　
⇔
　
で
き
な
い
。
で
も
手
伝
っ
て
ほ
し
く
な
い
。

・
「
帰
り
た
い
」
理
由
を
聞
い
て
ほ
し
い
。
寂
し
さ
、
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
。

・
家
で
生
活
し
た
い
。

・
近
所
と
の
関
係
を
回
復
。
信
頼
で
き
る
人
が
ほ
し
い
。

・
な
じ
み
の
関
係
を
し
っ
か
り
作
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
す
る
。

A
さ
ん
の
言
動
に
関
係
し
て
い
る
の
で
は
?と
思
う
こ
と

A
さ
ん
の
立
場
か
ら
、
A
さ
ん
が
「
困
っ
て
い
る
こ
と
」
や
「
悩
み
」
、
「
求
め
て
い
る
こ
と
」
は
ど
ん
な
こ
と
?
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平成25年　第1回
認知症医療と福祉の連携　　　　IN守山・野洲 　　(平成25年5月23日)

グループ名　: スマイル

ー失敗しても笑って許されるあったかい地域ー

忘れられないぐらいのお
いしい料理を食べたい

笑　　顔

笑顔で過ごしたい

したいこと

笑って過ごしたい

楽しく話がしたい

怒らないでほしい

昔の音楽を聴いたり、映
画を観たり、絵を描いた
り、物を創作して、ゆっく
り時間を過ごしたい

旅　　行

旅行がしたい

旅行に行きたい

したいこと

好きな所にでかけたい。
いつでも。

趣　　味

お花に囲まれて過ごし
たい

したいこと

好きな人に囲まれたい

毎日を写真に残す

田舎で花を育てたり、散
歩したりしてのんびり暮
らしたい

日記を毎日つけてみる

食　　事

したいこと

食べたいものを食べた
い

その他

医　　療

可能性のある薬を試し
てほしい

やさしい先生に診てもら
いたい

お　　金

生活費の心配をしなくて
も過ごせる地域に住み
たい

お金に困らない

役　　割

いろんなものを食べたい

好きなものを食べたい

子供たちに迷惑がかか
らないようにしたい

自分でできることは自分
でしたい

仕事や役割をし続けた
い

したいこと

ゆっくりしたい

新しいことに挑戦してみ
たい

グループワーク結果

ぎりぎりまで車の運転を
したい

地　　域

同じような状況にある方々
と集まって話したり、食事
をしたりできるようなイベン
トや憩いの場所を提供して
くれる地域に住みたい

時間を気にしない地域に
なってほしい

地域全体で見守れる

家族に非難めいた言葉を
出さないでほしい

皆で助け合える地域に
なってほしい

徘徊してもすぐわかるよう
な地域になってほしい

失敗しても笑って許してく
れる人たちに囲まれたい

カギがいらない暮らしがし
たい

買い物にでかけたい

家族との絆

家族に好き勝手言いた
い

家族と一緒にいたい

世話をしてほしい

グループ名　: ももクロH

静かな場所を与えてほ
しい

役割がほしい
好きな人と一緒にいた
い

誰もが声をかけてくれる
自分の家がどこへ行っ
てもわかるような標識が
あると良い

いつも子供の声が聞こ
える環境にいたい

自分でできることはさせ
てほしい

みだしなみを整えてほし
い

いつも忘れないでいて
ほしい

好みなどを覚えていてく
れる人がいてほしい

季節がわかる環境

地　域　で　生　き　る　私

自分の好きなことを(散
歩・運動)していたい

おいしいものが食べた
い

思うままに歩かせてほし
い

好きな時間に起きて、好
きな時間に寝ていたい

時間を気にされずに私
の話を聞いてほしい

社会の中の私 人との関わり

好きな人と暮らしたい

安心できる地域

自分ができることをし
て、代償としてお金をも
らえる

ばかにしたりされない
ゆっくりと話を聞いてほ
しい

人を助ける、お互い助け
合える機会を持たせてく
れる地域

道を歩いて迷っても、行
き先をさりげなく教えて
ほしい

会ったら優しく声をかけ
てほしい

自由気ままにさせてほし
い

好きな音楽を聴いて過
ごしたい

私の思い・欲求

できるかぎり環境・建物
を変えないでほしい

トイレの場所をわかりや
すくしてほしい

どこか必ず出かけるとこ
ろがある

他の人と家族の話がし
たい

第4回 H25.5.23 GW 記録
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グループ名　: のり巻きせんべい(1)

家族に迷惑をかけず、
時々会えるような所

顔見知りの多い地域 他人に優しい地域

介護する家族がぐっすり
眠れて、きちんと仕事に
行ける地域であってほし
い

迷っていたら優しく声を
かけてほしい

できるかぎり自由にでき
る環境

地域や家族に見守って
ほしい

こ  ん  な 地  域   に ! !

自分の認知症で子供が
いじめられないようにし
てほしい

ゆっくりと話を聞いてほ
しい

自治会単位で集える場
所があると良い

最期は自然の多い所が
いい

家以外に行ける場所が
ほしい

周りの人に声をかけて
ほしい

道を歩いていても、自転
車や車やバイクが安全
に見守ってくれる地域

家の近くで迷子にならな
いようにしたい

気候の良い場所、適当
に田舎で、適当な街に
住みたい

家の近くにホッとできる
場所があってほしい

いつSOSしても誰かが
助けてほしい

徘徊しやすい街にして
ほしい(危険なことがな
いように)

自宅で最後まで家族が
介護しながら一緒に過
ごせるようフォローでき
るサービスが十分にあ
る地域であってほしい

グループ名　: のり巻きせんべい(2)

食べられないものを食
べていたら、もっとおい
しいものを下さい

失禁してもおむつになっ
ても、私が子供にしてき
たようにやさしく交換で
きるように

お風呂に入らなくてもい
やな顔をしないでほしい

身だしなみが整えられな
かったら直してほしい。
ほっておかないで。

自分の存在を否定しな
いでほしい

いろんな体験をさせてほ
しい。無理強いしない
で。

ゆっくり対応してほしい

まちがったことをたくさん
言いますが、表向きだけ
でも私の目を見て話を
聞いてほしい

自分が出かけたい思う
所に出かけたい

人と違った行動をしてい
る時は教えてほしい

できないことをおこらな
いでほしい

なにがあっても味方でい
てほしい

できるかぎり他の人に迷
惑をかけずに生活した
い

買い物に行って同じもの
を何十個も買っても笑っ
て許してほしい

何度も同じことを聞きま
すが、やさしく答えて下
さい

変なことを言っても受け
止めてほしい

子供がわからなくなった
ら遠くに離れて暮らした
い

大きい声でおこらないで
ほしい

料理するのを手伝って
手作りのものを食べた
い

変なことを言ってもやさ
しく接してほしい

危険がある時に守って
ほしい

人間として扱ってほしい
何をしても怒らないでほ
しい

人としての尊厳を大切に 生きる意欲を大切に こんな居場所に

いつまでも人の役に立
ちたい

ぼけてても社会に少しで
も貢献したい

家族と一緒に過ごした
い

施設には行きたくない

自分だけ｢浮かない｣デ
イサービスに行きたい

できれば同じような人々
の中で生活したい

まとまって暮らしたい

家族に迷惑をかけ過ぎ
ていたらきれいな所に入
所したい

できるだけ身ぎれいにし
てほしい。おしゃれまで
はいかなくとも。

いつまでも若くきれいで
いたい。(みだしなみは
忘れずに)

否定しないでほしい。ダ
メッて言わないで。

プライベートを尊重して
ほしい

夜も安心して眠れるよう
にしたい

できることは見守ってほ
しい。私が言葉で伝えら
れない気持ちをくみ取っ
てほしい

身体の不調を訴えても
あわてないでほしい。家
にいさせてほしい。

デイサービスへは行き
たくないので家にいさせ
てほしい

友達がほしい

1人にしないでほしい

自分の好きなことをして
一日を過ごしたい

私の居場所を奪わない
でほしい。一人でも大丈
夫。多分・・・。

趣味を続けたい

意欲がなくなってもそっ
としておいてほしい

後見人を決めておきた
い

好きなことができるよう
にしたい
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グループ名　: 第5グループ　M2F4(1)

楽しみ

静かに過ごす

安心 自然

海外旅行に行きたい

好きな服が自分で選べ
る

気楽に過ごしたい

心静かに暮らしたい

自由・気楽

おいしい食事ができる

災害にあっても困らない 植物が多くある地域

旅行に行きたい

車に乗りたい

詐欺などに合わない地
域

自然が多いところ

家でゆっくりしたい

家族と居たい

家族と一緒に居たい

1人にならず誰かと一緒
に話がしたい

野球を続けたい

趣味を楽しみたい

おいしいものを食べたい

好きなものが食べたい

好きなものを食べて生
活したい

音楽を楽しみたい

1人にならず誰かと一緒
に話がしたい

1人で買い物に行きたい

犬や猫などペットを飼い
たい

遠くに自由に動いていた
い

デイサービスに行きたい

田舎暮らしがしたい

ゆっくりくつろげる公園
がある

気楽に楽しく過ごせる
(いろいろ言われずに)

便利

今までと変わらないつき
あいをしてほしい

介護保険サービスの充
実した地域

出かけても1人で帰って
来られる

専門病院が近い所にあ
る

専門医が近くにある

動物が身近にいるところ

歩いて楽しい地域

ほっておいてほしい

自由にお金を使いたい

最期まで家にいたい

今までと同じ生活がした
い

近くで買い物ができる

困った時にすぐに相談
できる

困った時にすぐに相談
できるサービスがある

(近くに)便利な環境

歩いて行けるところに
スーパー等がある

テーマ　｢変わらない」

グループ名　: 第5グループ　M2F4(2)

多くの人の中で楽しくい
ろいろなことができる場
所

気軽に声をかけてもらえ
る

好きなことがさせてもら
える地域自分の気持ち
を大切にしてもらえる

常にだれかが声をかけ
てくれる環境が良い

近所の人々とも支えて
ほしい

相談できる人がたくさん
いる地域

意欲

治りたい

仕事がしたい

困った時は助けてもらえ
る地域

自分の家に帰れる地域

声をかけてほしい

コミュニケーション

顔見知りの方が多い
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グループ名　: 第6グループ

めいわくをかけたくない

今までと変わらない　えとう先生と5人の娘?

見守る地域 やさしくしてほしい 病気を知りたい 今までしていたことをこれからもしていきたい

温泉に行きたい。ゆっく
りしたい。

楽に集まれる場にいた
い

家族から離れないように
したい

優しく接してほしい ゆっくりしたい
分からないことは教えて
ほしい

旅行をしたい
友達と一緒に温泉に行
きたい

顔見知りの居る地域 1人にしないでほしい 優しく声掛けしてほしい
誰かいつもそばにいて
ほしい

病気の状態を正確に教
えてほしい

買い物や外出ができる
環境

食べたいものを作り食
べたい

自由に出かけられきち
んと家に帰ることができ
る地域に

できない時もおこらない
でほしい

思いを聞いてほしい
認知症について困った
時に相談できる人がほ
しい

適度に食べ歩きしたい 仕事がしたい

ふだんの近所づきあい
を続けたい

自分が思い出せない時
助けてくれる所

認知症のことを理解して
ほしい(見守ってほしい)

自分が変でないか声掛
けしてほしい。(服がきち
んと着られているかな
ど・・・)

認知症を理解してほし
い

海外にも行けるようにし
たい

忘れたことを受け入れて
もらえる地域

子供にやさしく声かけて
もらいたい

家族に自分の病気を正
しく知ってほしい

最新の治療を受けたい 畑仕事を続けたい

いつまでも見守ってほし
い

(1人になりたくない) (治療も含む)

家で暮らしたい

車をいつまでも運転して
いたい

コーヒーが飲みたい

好きなものの買い物が
したい

家族の顔や名前を忘れ
たくない

今までと変わらないつき
あいをしてほしい

1人にしないでほしい

自分がしたいことをさせ
てくれるところ。やりたく
なかったらやらなくてよ
いと許してくれるところ

1人にならず誰かと一緒
に話がしたい

最新の治療を受けた
い。治りたい。

そっと見守ってほしい 家族に優しくしてほしい
1人にならず誰かと一緒
に話がしたい

時々一緒にお茶がした
い

周りに迷惑をかけたくな
い

家族・友人と迷惑をかけ
ずに暮らしたい

あまり同情もしないでく
れ

個人情報が十分守れる
ように

グループ名　: 第7グループ　おゆずりグループ　さわやか・おしゃべり系

地域の方がイヤな目で
みないでほしい

近くに気軽に行ける場
所がほしい

地域で、やさしく声掛け
して下さい

地域の方に気軽に声を
かけてもらいたい

最期まで口から食べたい

おいしい料理をおいしく
みんなと食べたい

自分で料理をできるだ
け作りたい

地域で、かわいそうな目
で見ないでほしい

音楽を聴きたい

できるだけ仕事がしたい

好きな映画・DVDを見た
い

音楽活動・大正琴やバ
ンド

邪魔にされたくない
いつでも気軽に行けるカ
フェのような場所がほし
い

地域の中で失敗しても
怒らないでほしい

家族以外の人とも気軽
に話したい

介護サービス事業所が
たくさんあるところ

ほっとgoodコミニティ

病院とスーパーがたくさ
んある地域であってほし
い

認知症になっても、お友
達が家に来てほしい

しょっちゅうお茶を飲み
に来てほしい

旅行・地域の付き合い
がしたい

居酒屋

デイに行ってカラオケ

たっぷり・ぐっすり眠りた
い

素直に、遠慮せず怒っ
てほしい

自分のことをよくわかっ
てくれるDr.に診てもらい
たい

認知症になっても私の
気持ちを聞いてほしい

言いたいことを、伝えた
いことを補助して代わり
に伝えてほしい

地域びわこでキャンプ
大きな病院。往診の先
生がたくさんいる所

ありのままの自分で

デイでなく家でゴロゴロ
したい

笑顔でいたい

お父さんと山登りできれ
ば行きたいな

畑・野菜

家族に付き添ってもらっ
て旅行に行きたい

認知症になっても家で
過ごしたい

スポーツや小学校の見
守り

運動やスポーツ、身体を
動かしていたい

やさしいお医者さんに大
事にされたい

家族といつまでも さわやかな汗を ピンピンコロリ ほっこり・リラックス

買い物をして好きな服を
着たい

おいしいコーヒーが飲み
たい

家族と過ごしたい
夫が亡くなっていたら友
人と一緒に住みたい

車に乗らないでも買い
物に行きたい

趣味のテニスをしたい
無理な延命治療をして
ほしくない
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グループ名　: クリニック(1)

うそをつかない
一つの道具をみんなで
使える街

どこに行くのも分かりや
すい街

あたたかく見守ってほし
い(帰る家がわからなく
なったら連れて帰って)

温かく見守ることのでき
る地域

行くところがある町(町角
サロン)。どこかに溜まり
場がある。そこに行くと
誰かがいる。

認知症の多い地域が良
い

カギをかけなくてもすご
せる地域

地域・行政のお世話に
なりたい

わかるように話してほし
い

今あるDSにはあまり行
きたくない

顔の見える地域 安心して歩ける 声を掛け合う街

親身になってくれるケア
マネさんについてほしい

認知症を特別扱いして
ほしくない

認知症・寝たきりはイヤ
だ

道が違って迷っていた
ら、やさしくまちがいを教
えてほしい

困っている時に少し声を
かけてもらいたい

家族が疲れないように
ショートステイに行っても
いい

必要な時に必要な支援
が受けられる地域

気軽に声をかけてくれる
街

普通でやさしい街

話を聞いてくれるケアマ
ネに会いたい

特別扱いはいらない
家族に迷惑をかけない
で暮らしたい

同じことを何回聞いて
も、ちゃんと答えてほし
い

困っていたら声をかけて
ほしい(助けてほしい)

グループ名　: クリニック(2)

大切な家族と一緒に過
ごしたい

「どこへ行ってもいいよ」
と言ってほしい

大丈夫と言ってもらいた
い

友人と一緒に楽しく過ご
したい

好きなTV映画を見る
趣味を続けて人生を楽
しみたい

とにかく普通に(軽度) 自由に過ごしたい

家族と同じように生活し
たい

自分の好きなことがした
い

歌を歌いたい

おいしいお弁当屋さん
がある街

いやし系

いつもと同じように買い
物

お風呂。おしゃれはした
い。

理解してほしい系

認知症を知ってほしい

理解してほしい

家族であちこちに行きた
い

多くの人たちと一緒に過
ごしたい

仲間をつくりたい

花見がしたい

良い音楽の中で暮らし
たい

花を作ったり、草むしり
をしたり、野菜を作った
りしたい

猫を飼いたい

楽しい家にいたい

笑って過ごしたい

認知症とはいえ、プライ
バシーは守ってほしい

あきらめ系 やさしくしてほしい系

忘れても怒らないで

否定はされたくない

やさしくされたい。優しく
してほしい。

なおらないなら寿命を縮
めてほしい

重度ならあきらめてまわ
りに頼る

収入系

仕事を続けて収入を得
たい

金銭の心配がない環境
で暮らしたい

普段と同じ生活
花を育てたい。野菜を育
てたい。

お出かけしたい(おしゃ
れして)

おいしいものをいっぱい
食べたい

怒らないでほしい
南国のパラダイスで最
期を迎えたい

茶話会がしたい
今の家に住みたい。家
族といたい。

きれいな自然と触れ合
いたい

あれはダメ、これはダメ
と怒られたくない

今の自分の家で家族と
変わらず暮らしたい

普通に食べたい。飲み
たい(アルコールも)

おいしいもの・好きなも
のを食べたい

やりたい系 家族と一緒系

失敗しても怒らないでほ
しい

好きなことがしたい 家族のご飯を作りたい
絶対に自分の家で寝起
きがしたい
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各グループのテーマと小見出しを活かしながら、参加者の想いをまとめてみると・・・・

グループ名　:　スマイル

・ 失敗しても笑って許されるあったかい地域で、趣味や旅行を楽しんだり、おいしいものを食べたり、買い物に出かけたりして、家族と一緒に暮らしたい。

・ 自分でできることは自分でして、少しでも役に立ちながら、笑顔で暮らしたい。

・ 優しい先生に診てもらって、可能性のある薬を試してもらいながら、病気に向き合いたい。

グループ名　:　ももクロH

・ 地域の中で自分が一定の役割を果たし、自分を大事に思って寄り添ってくれる人たちとの関わりを持ち、安心できる、そんな地域で生きて、

自分の好きなことをしながら暮らしたい。

グループ名　:　のり巻きせんべい

・ 家族や地域の人たちに見守ってもらえる、周りの人たちが優しく声をかけてくれる安心できる・・・そんな地域に!!

・ 病気のために健常者と違った行動や発言をしても、人としての尊厳を大切にしてくれる、人の役に立ちたい・好きなことをしていたいという本人の

生きる意欲を大切にしてくれる、自然と自分を受け入れてくれる・・・そんな地域に!!

グループ名　:　第5グループ

・ 音楽を楽しんだり、旅行に行ったり、おいしいものを食べたり・・・・という楽しみを持ち続けたい。

・ ゆっくりと気楽に、これまでと同じように家族と暮らしたい。

・ 自然が豊かで、便利で、安心できる地域で、変わらない暮らしをしたい。

・ 困った時には助けてくれる、気軽に声をかけてくれる地域の人たちとのコミュニケーションを大切にしたい。

グループ名　:　第6グループ

・ 1人にしないで見守ってくれる地域、地域の人たちが病気を理解して優しく接してくれる、そんなところで今までと変わらず暮らしたい。

・ 自分自身病気のことを良く知りたいし、周りの人たちも知ってほしい。

・ 旅行に行ったり、食べ歩きしたり、今までしていたことをこれからもしていきたい。

グループワークのまとめ

グループ名　:　第7グループ

・ ありのままの自分を受け入れてくれる家族といつまでも暮らしたい。

・ さわやかな汗をかいて、健康に暮らし、自分を良く分かってくれるお医者さんに診てもらって、ピンピンコロリならいいな。

・ 買い物や、カラオケや、映画など好きなことをして、ほっこり・リラックスしたい。

・ 失敗しても怒られない、気軽に優しく声掛けしてくれるホットgoodコミニティにいたい。

グループ名　:　クリニック

・ 親身になって話を聞いてくれるケアマネさんについてもらって、自分に合ったデイサービスやショートステイを利用したい。

・ 認知症の人を特別扱いしないで。

・ 家族に迷惑をかけたり、寝たきりになるのはいやだ。

・ 気軽に声をかけて、見守ってほしい。困った時には助けてほしい。

・ おしゃれをして出かけたり、趣味を楽しんだり、やりたいことをやっていきたい。

・ 変わらずに家族と暮らしたい。

・ ペットを飼ったり、花を育てたり、毎日の生活にいやしがあるといい。

・ 認知症のことをよく理解してくれる家族や仲間と過ごしたい。

以上のまとめから見えてくるものは・・・

・ ご本人は、家族や地域の人たちに迷惑をかけることを気にしながらも、ありのままの自分を受け入れてほしい、困った時には声をかけてほしい・助けてほしいと願っている。

出来る限り、今のままの生活を続けたい、好きなことは続けてやりたい、家族と一緒にいたいと思っている。自分の役割を果たしたい、少しでも役に立ちたいという強い思い

を持っている。

・ 安心して過ごせる、認知症のことを理解して見守ってくれる、自分の話を聞いてくれる、分かるように話してくれる人たちが居る、そんな地域に住みたいと願っている。

・ 自分のことをよく分かってくれる優しい先生に病気のことをきちんと教えてほしい。親身になって話を聞いてくれるケアマネさんについてほしい

こんな想いをきっちり受け止めて、ご本人と目線を合わせて、心から大事に思って寄り添える人たちのいる地域づくり
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第
５
回

認
知
症
の
医
療
と
福
祉
の
連
携
ＩＮ
守
山
・野
洲

次
第

１
守
山
、
野
洲
医
師
会
よ
り
挨
拶

２
事
務
局
よ
り
（
本
日
の
説
明
な
ど
）

３
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

４
総
括

平
成
２
５
年
度

開
催
予
定

第
６
回

平
成
２
５
年
１
１
月
２
８
日

第
７
回

平
成
２
６
年

１
月
３
０
日

＊
時
間
、
場
所
は
同
じ

（
事
務
局

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

受
付
で
お
伝
え
し
ま
し
た

グ
ル
ー
プ
番
号
の
テ
ー
ブ
ル
に

お
座
り
下
さ
い
。

早
く
到
着
さ
れ
た
皆
様
は
、

事
例
に
目
を
通
し
て
い
た
だ

け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

1
＊
事
例
検
討
書
式
等
の
無
断
で
の
ご
使
用
は
お
断
り
し
ま
す

〇
現
在
の
病
気

糖
尿
病
(か
か
り
つ
け
医
)

既
往
歴
は
不
明

〇
経
過

5年
前
、
民
生
委
員
よ
り
、
室
内
の
荒
れ
果
て
た
状
況
や
回
覧

板
の
回
し
忘
れ
、
約
束
を
忘
れ
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
近
隣
と

あ
る
こ
と
を
心
配
し
行
政
に
連
絡
が
あ
っ
た
。
市
の
担
当
者
が

訪
問
し
、
介
護
保
険
申
請
を
進
め
る
も
本
人
が
拒
否
。
そ
の
後

関
わ
り
が
途
絶
え
る
。

今
年
に
な
り
立
て
続
け
に
救
急
車
で
病
院
に
運
ば
れ
る
。
糖
尿

病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
て
お
ら
ず
、
治
療
が
必
要
で
あ
り
、

ま
た
生
活
の
立
て
直
し
の
為
、
主
治
医
の
勧
め
で
介
護
保
険

申
請
を
行
う
。

本
人
よ
り
「
風
呂
掃
除
を
頼
む
」
と
依
頼
が
あ
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
の
契
約
の
後
、
30
分
の
ヘ
ル
パ
ー
利
用
と
な
る
。

(家
事
援
助
の
内
容
は
本
人
の
希
望
に
よ
り
浴
室
の
掃
除
の
み
)3

模
擬
事
例

Aさ
ん

78
歳

男
性

要
介
護
3

〇
家
族
状
況

長
男
、
長
女
い
ず
れ
も
別
居
。
長
男
長
女
共
に
本
人
を
訪
ね
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
い

〇
生
活
歴

50
歳
で
働
い
て
い
た
工
場
が
倒
産
。
身
元
保
証
人
と
な
っ
て
い
た
為
、

借
金
を
抱
え
る
。
仕
事
を
転
々
と
し
、
こ
の
こ
ろ
よ
り
飲
酒
傾
向
が
目

立
つ
。
生
活
費
の
た
め
、
妻
は
パ
ー
ト
、
管
理
人
の
仕
事
を
こ
な
し
家

計
を
支
え
て
き
た
。
長
男
、
長
女
は
独
立
。

65
歳
の
時
に
、
妻
が
心
筋
梗
塞
で
他
界
。
そ
れ
以
降
、
現
在
2K
の

ア
パ
ー
ト
に
て
一
人
暮
ら
し
を
す
る
。

2

記
入
シ
ー
ト
は
、認

知
症
介
護
研
究
・研

修
東
京
セ
ン
タ
ー
「ひ
も
とき

シ
ー
ト」
を
参
考
に
藤
本
ク
リニ

ック
で
作
成
した

も
の
で
す
。

：

〇
本
人
の
状
況

新
聞
や
雑
誌
が
渦
高
く
積
み
重
な
り
埃
だ
ら
け
の
室
内
で
生
活

し
て
い
る
。

食
生
活
も
不
規
則
。
1日

1回
お
に
ぎ
り
だ
け
の
時
も
あ
る
。

台
所
は
十
数
年
前
か
ら
手
つ
か
ず
の
状
態
。

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
自
己
注
射
も
し
た
り
し
な
か
っ
た
り
で
、
た
び
た

び
意
識
を
消
失
し
病
院
へ
搬
送
さ
れ
て
い
る
。

主
治
医
か
ら
は
こ
れ
以
上
悪
化
す
る
と
透
析
が
必
要
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。

視
力
が
か
な
り
低
下
し
て
い
る
。
指
先
、
足
先
の
し
び
れ
が
あ

る
。
「
余
計
な
こ
と
を
す
る
な
」
の
一
点
張
り
で
、
ヘ
ル
パ
ー
が

入
っ
て
も
浴
室
の
掃
除
以
外
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
。

4
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〇
精
神
、
心
理
の
状
況

妻
の
死
は
自
分
の
責
任
と
考
え
、
自
分
は
長
く
生
き
る

資
格
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

〇
社
会
環
境
状
況

年
金
で
の
一
人
暮
ら
し
。
年
金
額
や
経
済
状
況
は
不
明

長
男
は
結
婚
し
妻
と
共
に
同
市
内
に
住
ん
で
い
る
。

長
女
は
車
で
３
０
分
の
と
こ
ろ
に
居
住
。

長
男
、
長
女
共
に
本
人
を
訪
ね
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
困
難
事
例
集

東
京
都
福
祉
保
健
財
団

一
部
改
変

5

家
族
・
援
助
者
・
周
囲
の
関
わ
り
な
ど

住
ま
い
な
ど
物
的
環
境
な
ど

生
活
歴
・
な
じ
み
の
あ
る
暮
ら
し
な
ど

苦
痛
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
環
境
な
ど

Ａ
さ
ん
は
ど
ん
な
人
？
（
不
明
な
点
・
予
測
さ
れ
る
こ
と
・
○
○
か
も
し
れ
な
い
？
も
記
入
）

7
この

記
入
シ
ー
トは

、認
知
症
介
護
研
究
・研

修
東
京
セ
ン
タ
ー
「ひ
も
とき

シ
ー
ト」
を
参
考
に
藤
本
ク
リニ

ック
で
作
成
した

も
の
で
す
。

Ａ
さ
ん
は
ど
ん
な
人
？
（
不
明
な
点
・
予
測
さ
れ
る
こ
と
・
○
○
か
も
し
れ
な
い
？
も
記
入
）

本
人
の
意
思

病
気
の
影
響
、
投
薬
な
ど

身
体
疾
患
な
ど

心
理
的
背
景

6
この

記
入
シ
ー
トは

、認
知
症
介
護
研
究
・研

修
東
京
セ
ン
タ
ー
「ひ
も
とき

シ
ー
ト」
を
参
考
に
藤
本
ク
リニ

ック
で
作
成
した

も
の
で
す
。

で
き
る
こ
と
、
能
力
の
発
揮
な
ど

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

Ａ
さ
ん
は
ど
ん
な
人
？
（
不
明
な
点
・
予
測
さ
れ
る
こ
と
・
○
○
か
も
し
れ
な
い
？
も
記
入
）

8
この

記
入
シ
ー
トは

、認
知
症
介
護
研
究
・研

修
東
京
セ
ン
タ
ー
「ひ
も
とき

シ
ー
ト」
を
参
考
に
藤
本
ク
リニ

ック
で
作
成
した

も
の
で
す
。
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そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
？

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

職
種
・
立
場
（

）

職
種
・
立
場
（

）

職
種
・
立
場
（

）
職
種
・
立
場
（

）

番
号 番
号

番
号

番
号

9
この

記
入
シ
ー
トは

、藤
本
ク
リニ

ック
（
奥
村
典
子
看
護
師
）
が
作
成
した

も
の
で
す
。

Ａ
さ
ん
の
支
援
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
は
誰
か
ら
誰
へ
＆
何
か
ら
何
へ

Ａ
さ
ん
へ
の
支
援
の
ま
と
め
る
と

＊
番
号
を
書
き
入
れ
る
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す

10
この

記
入
シ
ー
トは

、藤
本
ク
リニ

ック
（
奥
村
典
子
看
護
師
）
が
作
成
した

も
の
で
す
。
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第
1
グ
ル
ー
プ

・
「
死
ん
だ
ほ
う
が
よ
い
の
か
？
」

・
し
っ
か
り
と
し
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
て
い
な
い

余
計
な
こ
と
を
す
る
な
の
一
点
張
り

さ
わ
っ
て
ほ
し
く
な
い

・
か
な
り
状
態
は
悪
い

長
く
生
き
る
資
格
が
な
い

・
病
気
は
な
ん
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

生
き
た
い
気
持
ち
も
あ
る

Ｑ
.
な
ぜ
、
お
ふ
ろ
・
そ
う
じ
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る
の
か
？

・
Ｄ
ｒ.
→
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
な
い

・
優
し
い
、
気
が
良
い
（
お
金
を
貸
し
て
い
た
）

・
視
力
低
下

・
妻
の
死
に
責
任
を
感
じ
る

↓

・
指
先
・
足
先
の
し
び
れ

生
き
る
資
格
な
い
　
　
人
生
投
げ
て
い
る

・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

Ｑ
.
救
急
車
は
ど
う
し
て
よ
ん
だ
の
か
？

・
子
供
行
き
来
な
い

ー
父
の
状
況
に
あ
わ
せ
て

Ｑ
.
認
知
症
も
あ
る
の
か
？

・
亭
主
関
白
か
　
　
　
　
迷
惑
か
け
た
く
な
い

・
お
金
が
な
い

・
一
家
を
支
え
て
き
た
人

・
ほ
こ
り
だ
ら
け
　
掃
除
で
き
て
い
な
い

・
人
を
拒
絶
し
て
い
る
　
介
護
申
請
も
拒
否

・
お
風
呂
入
っ
て
い
な
い
　
　
衛
生
状
態
悪
い

Ｑ
.
救
急
車
は
ど
う
し
て
よ
ん
だ
の
か
？

・
ゴ
ミ
屋
敷
　
回
覧
板
の
回
し
忘
れ

・
５
０
歳
ま
で
は
家
の
中
心
だ
っ
た

・
妻
を
亡
く
し
て
か
ら
生
活
が
乱
れ
た

・
倒
産
・
身
元
保
証
人
に
な
っ
て
借
金
抱
え
る

・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
？

・
職
を
転
々
と
す
る

A
さ
ん
は
ど
ん
な
人
？
（
不
明
な
点
・
予
測
さ
れ
る
こ
と
・
○
○
か
も
し
れ
な
い
？
も
記
入
）

本
人
の
意
思

病
気
の
影
響
、
投
薬
な
ど

身
体
疾
患
な
ど

心
理
的
背
景

家
族
・
援
助
者
・
周
囲
の
関
わ
り
な
ど

住
ま
い
な
ど
物
的
環
境
な
ど

生
活
歴
・
な
じ
み
の
あ
る
暮
ら
し
な
ど

苦
痛
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
環
境
な
ど

・
ま
じ
め
な
性
格
の
人

・
通
院
は
可
　
　
認
知
症
の
治
療

・
ヘ
ル
パ
ー
受
け
入
れ
ら
れ
た
→
買
い
物

・
Ｄ
ｒ.
に
状
況
を
知
ら
せ
る

ま
ず
は

・
食
生
活

・
日
常
生
活

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
家
族
に
連
絡
を
取
る
（
長
男
・
長
女
）

・
病
状
を
把
握
す
る

ア
ル
コ
ー
ル
の
検
査

・
地
域
包
括
に
相
談
（
困
難
ケ
ー
ス
）

Ｐ
Ｔ
の
状
況
　
ー
　
飲
み
薬
で
対
応

認
知
症
の
検
査

・
Ｄ
ｒ.
に
生
活
状
況
を
伝
え
る

・
家
族
へ
の
説
明
を
す
る

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
創
る
こ
と
　
皆
で
連
携
を
と
る
こ
と
が
大
事

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
と
に
か
く
情
報
を
収
集
す
る
　
　
世
間
話
か
ら

・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
相
談

↓

本
人
の
拒
否
は
な
ぜ
？

・
経
済
状
態
の
把
握
ー
税
金
の
滞
納
は
な
い
か
？

飲
酒
の
状
態

・
訪
問
す
る
人
を
増
や
す

食
生
活
の
状
態

・
ケ
ー
ス
会
議
で
情
報
の
共
有

行
動
範
囲そ
の
他
（
普
通
の
生
活
に
戻
す
）

番
号
　
3

職
種
・
立
場
（
ヘ
ル
パ
ー
）

そ
の
他

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
？

職
種
・
立
場
（
ケ
ア
マ
ネ
）

職
種
・
立
場
（
医
師
）

番
号
　
1
-
②

職
種
・
立
場
（
行
政
）

番
号
　
1
-
②

番
号
　
2

A
さ
ん
は
ど
ん
な
人
？
（
不
明
な
点
・
予
測
さ
れ
る
こ
と
・
○
○
か
も
し
れ
な
い
？
も
記
入
）

で
き
る
こ
と
、
能
力
の
発
揮
な
ど

そ
の
他

第5回 H25.8.22 GW 記録
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・
情

報
を

集
め

て
関

係
者

に
提

供

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

を
見

つ
け

る

・
ケ

ー
ス

会
議

で
情

報
を

共
有

す
る

直
接

指
導

者
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

ヘ
ル

パ
ー

ケ
ア

マ
ネ

本
人

(訪
問

看
護

)

D
r.
 　

ヘ
ル

パ
ー

行
政

ケ
ー

ス
会

議
ケ

ア
マ

ネ

民
生

委
員

K
E
Y
に

な
る

人
を

探
す

地
域

包
括

緊
急

性
の

判
断

K
ey

 P
er

so
nを

見
つ

け
る

Ａ
さ

ん
へ

の
支

援
を

ま
と

め
る

と

A
さ

ん
の

支
援

の
バ

ト
ン

タ
ッ

チ
は

誰
か

ら
誰

へ
&
何

か
ら

何
へ

第
2グ
ル
ー
プ

・
風
呂
の
掃
除
だ
け
し
て
ほ
し
い

・
イ
ン
ス
リ
ン

・
あ
ま
り
他
人
に
介
入
し
て
ほ
し
く
な
い

・
自
己
注
射
し
た
り
、
し
な
か
っ
た
り

・
頑
固
な
性
格

・
意
識
喪
失
で
病
院

・
糖
尿
病
　
→
　
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
な
い

・
妻
の
死
は
自
分
の
責
任
と
考
え
て
い
る

・
視
力
低
下

・
し
び
れ

・
透
析
直
前

・
ひ
ん
ぱ
ん
な
救
急
搬
送

・
長
男
・長

女
別
居
。
来
訪
な
し
。
→
親
子
関
係
良
く
な
い

・
室
内
は
荒
れ
果
て
た
状
況

・
妻
65
歳
　
心
筋
梗
塞
で
他
界

・
回
覧
板
回
し
忘
れ

・
民
生
委
員

・
台
所
手
つ
か
ず
（自

炊
し
て
い
な
い
）

・
近
隣
と
ト
ラ
ブ
ル

・
ケ
ア
マ
ネ
と
契
約
は
し
て
い
る

・
30
分
の
ヘ
ル
パ
ー
利
用

・
か
つ
て
身
元
保
証
人
を
引
き
受
け
る
付
き
合
い
あ
り

・
孤
立
し
て
い
る

・
食
生
活
が
不
規
則

・
荒
れ
た
室
内

・
飲
酒
傾
向
あ
り

家
族
・援

助
者
・周

囲
の
関
わ
り
な
ど

住
ま
い
な
ど
物
的
環
境
な
ど

A
さ
ん
は
ど
ん
な
人
？
（不

明
な
点
・予

測
さ
れ
る
こ
と
・○

○
か
も
し
れ
な
い
？
も
記
入
）

本
人
の
意
思

病
気
の
影
響
、
投
薬
な
ど

身
体
疾
患
な
ど

心
理
的
背
景

生
活
歴
・な
じ
み
の
あ
る
暮
ら
し
な
ど

苦
痛
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
環
境
な
ど
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・
食
べ
た
り
は
一
通
り
で
き
る

回
数
等
は
不
適
切

・
受
診
は
で
き
る

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
あ
い
さ
つ
な
ど
声
掛
け

・
ケ
ア
マ
ネ
と
話
を
す
る

・
気
づ
い
た
こ
と
を
民
生
委
員
や
行
政
等
に
連
絡
す
る

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
自
己
注
射
の
管
理
（
確
認
）

・
家
族
へ
の
連
絡

↓

・
食
事
の
摂
取
の
状
況
の
確
認

・
保
健
師
の
訪
問

・
血
糖
の
確
認

・
万
一
の
時
の
た
め
家
族
の
連
絡
先
を
聞
く

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
1
日
に
自
己
注
射
す
る
日
数
を
減
ら
す
た
め
に

・
家
族
へ
の
連
絡
が
で
き
る
よ
う
に
介
入

変
更
を
検
討

・
頻
繁
に
訪
問
し
て
気
持
ち
を
引
き
出
す

・
眼
科
受
診
へ
つ
な
げ
る

・
包
括
と
連
携

同
伴
受
診
　
行
政
・
近
隣
等
へ
連
絡

・
家
族
へ
一
報

職
種
・
立
場
（
訪
問
看
護
）

職
種
・
立
場
（
行
政
・
包
括
）

A
さ
ん
は
ど
ん
な
人
？
（
不
明
な
点
・
予
測
さ
れ
る
こ
と
・
○
○
か
も
し
れ
な
い
？
も
記
入
）

で
き
る
こ
と
、
能
力
の
発
揮
な
ど

そ
の
他

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
？

職
種
・
立
場
（
近
隣
住
民
）

職
種
・
立
場
（
家
族
）

番
号
　
5

番
号
　
7

番
号
　
4

番
号
　
6

職
種
・
立
場
（
医
師
（
か
か
り
つ
け
）
）

職
種
・
立
場
（
ケ
ア
マ
ネ
）

番
号
　
3

番
号
　
1

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
家
族
の
連
絡
先
を
聞
き
出
す

・
家
族
へ
の
連
絡
が
で
き
る
よ
う
に
介
入

↓

・
話
し
か
け
、
本
人
の
気
持
ち
を
引
き
出
す

・
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
関
係
づ
く
り
を
し
て
、
周
り
が
入
り
や
す
い
環
境
づ
く
り
。
何
回
も
訪
問
。

・
ケ
ア
マ
ネ
が
健
康
状
況
の
把
握
の
た
め
、
医
師
等
と
連
携
し
て
本
人
の
行
動
を
変
え
て
い
く
。

・
医
療
的
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
医
師
・
訪
問
看
護
が
支
援
・
連
携
。

・
本
人
の
思
い
を
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
関
係
者
が
支
援
。

・
助
け
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
範
囲
を
少
し
ず
つ
広
げ
る
。

・
う
つ
症
状
の
改
善
。

・
救
急
搬
送
な
ど
の
機
会
を
利
用
し
て
、
初
期
に
集
中
し
て
各
職
種
が
関
わ
る
。

・
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
も
困
っ
た
時
に
頼
っ
て
く
れ
る
存
在
に
な
る
。
ケ
ア
マ
ネ
が
同
伴
受
診
・
医
師
と
の
連
携
。

＊
番
号
を
書
き
入
れ
る
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す

番
号
　
2

番
号
　
5

A
さ
ん
の
支
援
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
は
誰
か
ら
誰
へ
&
何
か
ら
何
へ

A
さ
ん
へ
の
支
援
を
ま
と
め
る
と

職
種
・
立
場
（
ヘ
ル
パ
ー
）

職
種
・
立
場
（
民
生
委
員
）
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第
3
グ
ル
ー
プ

・
家
に
他
人
に
入
っ
て
ほ
し
く
な
い

・
イ
ン
ス
リ
ン
、
打
っ
た
り
打
た
な
か
っ
た
り

・
一
人
暮
ら
し
を
続
け
た
い

・
食
生
活
が
不
規
則
で
悪
化

・
プ
ラ
イ
ド
が
高
い

・
糖
尿
が
ぎ
り
ぎ
り

・
余
計
な
こ
と
を
す
る
な
　
←
　
本
音
か
？

・
血
圧
が
高
い
。
か
の
生
活
習
慣
病
が
あ
る
？

意
思
表
示
が
下
手
。
汚
い
こ
と
が
好
き
な
わ
け
で
は
な
い

・
糖
尿
病

・
妻
の
死
　
　
気
分
の
落
ち
込
み

・
低
血
圧

・
自
暴
自
棄

・
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
　
し
び
れ

・
お
子
さ
ん
が
来
な
い
⇔
余
計
な
こ
と
を
す
る
な

言
わ
れ
た
く
な
い
　
・
・
・
し
て
ほ
し
い
　
　
さ
み
し
い

・
地
域
と
の
か
か
わ
り
が
な
い

・
ゴ
ミ
屋
敷

・
近
所
と
ト
ラ
ブ
ル

・
2
Ｋ
　
←
　
昔
は
財
産
が
あ
っ
た
？

・
子
供
に
も
迷
惑
を
か
け
た
　
　
借
金
？

・
社
会
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
人
な
の
で
き
れ
い
好
き
？

・
人
に
甘
え
ら
れ
な
い

・
市
の
担
当
・
ケ
ア
マ
ネ
と
仲
良
く
で
き
な
い

担
当
者
会
議
が
型
ど
お
り
に
な
り
そ
う

・
ま
じ
め
に
働
い
て
い
た
　
　
重
責
が
あ
っ
た

・
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
　
コ
ン
ト
ー
ル
不
足

・
身
元
保
証
人
　
→
　
人
が
い
い

・
視
力
の
低
下
　
指
の
痺
れ

・
周
囲
と
の
良
い
関
係
が
築
け
る
人

・
奥
さ
ん
の
死
が
自
分
の
せ
い
と
気
持
ち
を
苦
し
め
て
い
る

→
　
悪
循
環

A
さ
ん
は
ど
ん
な
人
？
（
不
明
な
点
・
予
測
さ
れ
る
こ
と
・
○
○
か
も
し
れ
な
い
？
も
記
入
）

本
人
の
意
思

病
気
の
影
響
、
投
薬
な
ど

身
体
疾
患
な
ど

心
理
的
背
景

家
族
・
援
助
者
・
周
囲
の
関
わ
り
な
ど

住
ま
い
な
ど
物
的
環
境
な
ど

生
活
歴
・
な
じ
み
の
あ
る
暮
ら
し
な
ど

苦
痛
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
環
境
な
ど

・
で
き
そ
う

・
認
知
症
　
軽
度

・
も
の
忘
れ

・
調
理
が
で
き
な
い
　
　
嚥
下
問
題
？

・
排
泄
で
き
て
い
る
か
な
？

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
具
体
的
な
指
示
を
出
し
て

・
情
報
を
出
す

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
心
を
開
い
て
よ

・
本
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

↓

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
地
域
包
括
へ
　
権
利
擁
護
等
調
査

・
ケ
ア
マ
ネ
契
約
書
の
サ
イ
ン
を
も
ら
い
、
行
く

・
き
っ
か
け

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
⑥
に
行
く
た
め
に
手
紙
を
書
く

・
声
掛
け

↓

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
？

A
さ
ん
は
ど
ん
な
人
？
（
不
明
な
点
・
予
測
さ
れ
る
こ
と
・
○
○
か
も
し
れ
な
い
？
も
記
入
）

で
き
る
こ
と
、
能
力
の
発
揮
な
ど

そ
の
他

職
種
・
立
場
（
医
師
）

職
種
・
立
場
（
市
の
担
当
者
・
民
生
委
員
）

番
号
　
9

番
号
　
1
0

職
種
・
立
場
（
本
人
）

職
種
・
立
場
（
長
男
・
長
女
）

番
号
　
1
1

番
号
　
1
2

職
種
・
立
場
（
ケ
ア
マ
ネ
）

職
種
・
立
場
（
ケ
ア
マ
ネ
）

番
号
　
5

番
号
　
6

職
種
・
立
場
（
ケ
ア
マ
ネ
）

職
種
・
立
場
（
民
生
委
員
）

番
号
　
7

番
号
　
5
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何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
服
薬
管
理

・
現
病
状
を
と
ら
え
て
本
人
に
話
・
説
明
す
る

病
識
が
つ
く
よ
う
に

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
会
話
の
き
っ
か
け
づ
く
り

・
長
男
・
長
女
に
話
を
す
る
　
「
参
加
し
て
よ
」

↓

・
包
丁
あ
る
か
な
？
　
　
調
理
を

・
長
男
・
長
女
を
含
め
て
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
聞
こ
う

・
訪
問
看
護
に
よ
る
服
薬
管
理

＊
番
号
を
書
き
入
れ
る
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す

③
④

⑤
⑦

⑥

⑪
⑫

⑩

A
さ
ん
へ
の
支
援
を
ま
と
め
る
と

職
種
・
立
場
（
訪
問
看
護
）

職
種
・
立
場
（
医
師
）

番
号
　
1

番
号
　
2

職
種
・
立
場
（
ヘ
ル
パ
ー
）

職
種
・
立
場
（
ケ
ア
マ
ネ
）

番
号
　
3

番
号
　
4

ヘ
ル
パ
ー

ケ
ア
マ
ネ

A
さ
ん
の
支
援
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
は
誰
か
ら
誰
へ
&
何
か
ら
何
へ

本
人

長
男
長
女

ケ
ア
マ
ネ

行
政
民
生
委
員

ケ
ア
マ
ネ

第
4
グ
ル
ー
プ

・
人
の
世
話
に
な
り
た
く
な
い

・
イ
ン
ス
リ
ン
が
打
て
な
い
こ
と
も
あ
り
、
悪
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

・
長
く
生
き
る
資
格
は
な
い

・
腎
不
全
の
お
そ
れ

・
糖
尿
病
　
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る

・
家
族
が
来
て
く
れ
な
い
　
さ
み
し
い

（
悪
い
状
態
）

・
先
生
か
ら
の
介
護
保
険
申
請
は
受
け
入
れ
る

・
透
析
が
必
要
に
な
る
か
も

・
信
頼
で
き
る
人
が
い
な
い

・
視
力
低
下
　
足
先
の
し
び
れ

・
ヘ
ル
パ
ー
　
（
風
呂
掃
除
の
み
）

・
2
Ｋ
の
ア
パ
ー
ト

・
長
男
・
長
女
　
訪
ね
て
こ
な
い

・
新
聞
雑
誌
で
ほ
こ
り
だ
ら
け

・
民
生
委
員
か
ら
連
絡

・
台
所
は
使
え
ず

・
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル

・
医
師
の
介
入
は
Ｏ
Ｋ

・
5
0
歳
ま
で
工
場
で
仕
事

・
妻
と
死
別

・
借
金
を
抱
え
る

・
子
供
と
別
居

・
仕
事
を
転
々

・
視
力
低
下
と
足
先
の
し
び
れ

・
一
人
暮
ら
し
（
年
金
の
み
？
）

・
Ａ
Ｄ
Ｌ
は
低
下
し
て
い
な
い

・
意
思
決
定
で
き
る

・
金
銭
管
理
で
き
る

家
族
・
援
助
者
・
周
囲
の
関
わ
り
な
ど

住
ま
い
な
ど
物
的
環
境
な
ど

A
さ
ん
は
ど
ん
な
人
？
（
不
明
な
点
・
予
測
さ
れ
る
こ
と
・
○
○
か
も
し
れ
な
い
？
も
記
入
）

本
人
の
意
思

病
気
の
影
響
、
投
薬
な
ど

身
体
疾
患
な
ど

心
理
的
背
景

生
活
歴
・
な
じ
み
の
あ
る
暮
ら
し
な
ど

苦
痛
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
環
境
な
ど

で
き
る
こ
と
、
能
力
の
発
揮
な
ど

そ
の
他
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何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
権
利
擁
護
　
借
金

・
掃
除
を
糸
口
に
サ
ー
ビ
ス
を
広
げ
る

・
金
銭

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
医
療

・
家
族
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

・
介
護
を
含
め
ア
ド
バ
イ
ス

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
導
入

・
周
り
の
意
見
の
吸
い
上
げ

・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
訪
ね
る

・
生
活
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
連
絡
す
る
　
掃
除
す
る

・
借
金
の
こ
と

・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

番
号

職
種
・
立
場
（
医
師
・
か
か
り
つ
け
医
）

職
種
・
立
場
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
？

番
号
　

番
号
　

職
種
・
立
場
（
社
協
）

職
種
・
立
場
（
訪
問
介
護
）

番
号
　

職
種
・
立
場
（
家
族
）

職
種
・
立
場
（
包
括
支
援
）

番
号
　

番
号

・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
包
括
支
援
（
行
政
）
と
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
く

・
借
金
や
生
活
の
立
て
直
し
や
家
族
関
係
の
調
整

・
糖
尿
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

・
一
人
暮
ら
し
で
頼
れ
る
人
が
い
な
い
の
で
メ
ン
タ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要

・
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
　
認
知
症
の
兆
し

＊
番
号
を
書
き
入
れ
る
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す

訪
看

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

病
院

か
か
り
つ
け
医

A
さ
ん
へ
の
支
援
を
ま
と
め
る
と

A
さ
ん
の
支
援
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
は
誰
か
ら
誰
へ
&
何
か
ら
何
へ

ヘ
ル
パ
ー

家
族

包
括
支
援

社
協

民
生
委
員
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第
5
グ
ル
ー
プ

・
風
呂
掃
除
を
頼
む

・
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
自
己
注
射
　
し
た
り
し
て
み
な
か
っ
た
り

・
余
計
な
こ
と
は
す
る
な

・
本
人
の
や
る
気
が
な
け
れ
ば
治
療
で
き
な
い

・
拒
否
し
つ
つ
関
わ
り
を
持
ち
た
い

・
透
析
の
可
能
性
あ
り

・
入
浴
は
定
期
的

・
認
知
症

・
食
べ
た
こ
と
　
服
薬
の
管
理
が
で
き
な
い

・
糖
尿
病
重
度
　
網
膜
症
　
糖
尿
病
性
腎
症

・
借
金
も
あ
り
、
妻
が
死
ん
で
し
ま
っ
た

・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

・
希
望
　
→
　
絶
望

・
低
血
糖

・
妻
の
死
は
自
分
の
責
任

・
救
急
車
は
本
人
が
呼
ぶ
？

・
家
族
の
関
わ
り
な
し
？
→
全
く
な
い
の
か
？

・
非
衛
生
的
　
こ
り
だ
ら
け

・
民
生
委
員

・
台
所
手
つ
か
ず

・
主
治
医
（
外
来
）

・
浴
室
の
み
清
潔

・
妻
が
1
3
年
前
死
去

・
2
Ｋ

・
（
不
明
）
　
長
男
・
長
女
の
関
わ
り

・
1
3
年
く
ら
い
居
住

・
借
金

・
5
0
歳
　
倒
産
　
借
金

・
身
元
保
証
人

生
き
る
希
望
あ
る
？

・
仕
事
を
転
々

・
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル

A
さ
ん
は
ど
ん
な
人
？
（
不
明
な
点
・
予
測
さ
れ
る
こ
と
・
○
○
か
も
し
れ
な
い
？
も
記
入
）

本
人
の
意
思

病
気
の
影
響
、
投
薬
な
ど

身
体
疾
患
な
ど

心
理
的
背
景

家
族
・
援
助
者
・
周
囲
の
関
わ
り
な
ど

住
ま
い
な
ど
物
的
環
境
な
ど

生
活
歴
・
な
じ
み
の
あ
る
暮
ら
し
な
ど

苦
痛
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
環
境
な
ど

・
入
浴
で
き
る

・
認
知
症
　
→
　
寝
た
き
り
　
→
　
死
亡

・
買
い
物
に
行
く

お
茶
買
う

骨
折

・
現
金
管
理
で
き
る
→
支
払
（
新
聞
）

脳
梗
塞

・
依
頼
が
で
き
る
　
断
る
こ
と
も
で
き
る

心
筋
梗
塞

・
（
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
自
己
注
射
？
）
→
見
守
り
必
要
　
1
日
／
1
回

透
析

・
受
診
で
き
る

・
移
動
で
き
て
い
る

・
視
力
　
か
ろ
う
じ
て
見
え
る

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
イ
ン
ス
リ
ン
注
射

・
Ｂ
Ｓ
測
定

・
栄
養
指
導

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
娘
・
息
子
と
の
連
携

・
一
日
1
回
の
治
療
を
捜
す

・
民
生
委
員
・
近
隣
連
携

担
当
者
会
議

・
食
事
指
導

・
包
括
相
談

・
生
活
改
善
の
指
導

・
Ｈ
Ｈ
の
導
入

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
す
す
め
る

職
種
・
立
場
（
訪
問
看
護
）

職
種
・
立
場
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）

で
き
る
こ
と
、
能
力
の
発
揮
な
ど

そ
の
他
（
予
測
さ
れ
る
こ
と
）

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
？

番
号
　
　
4
　

番
号
　
　
5

職
種
・
立
場
（
ケ
ア
マ
ネ
）

職
種
・
立
場
（
医
師
）

番
号
　
　
1

番
号
　
　
3
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何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
台
所
？

・
安
否
確
認

・
話
の
傾
聴
　
関
係
を
つ
く
る

・
連
絡
先
を
教
え
る

・
安
否
の
確
認

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
安
否
確
認

・
ポ
ッ
ト
の
使
用
で
安
否
確
認

・
調
子
の
悪
い
時
の
連
絡

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
様
子
見
て
安
否
確
認

・
本
人
へ
の
接
触
を
は
か
る

・
い
ろ
ん
な
人
た
ち
で
安
否
確
認
を
行
う

・
生
活
の
基
盤
を
整
え
る

＊
番
号
を
書
き
入
れ
る
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す

生
活
支
援

生
き
る
意
欲

職
種
・
立
場
（
ヘ
ル
パ
ー
）

職
種
・
立
場
（
ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
）

番
号
　
1

番
号
　
　
6

A
さ
ん
へ
の
支
援
を
ま
と
め
る
と

番
号
　
　
2

安
否
確
認職
種
・
立
場
（
配
食
サ
ー
ビ
ス
）

職
種
・
立
場
（
象
印
メ
ー
カ
ー
）

番
号
　
1

番
号
　
　
7

職
種
・
立
場
（
民
生
委
員
）

職
種
・
立
場
（
包
括
）

番
号
　
2

民
生
委
員

Ｄ
ｒ.

配
食
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

ヘ
ル
パ
ー

Ｃ
Ｍ

訪
問
看
護

家
族

A
さ
ん
の
支
援
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
は
誰
か
ら
誰
へ
&
何
か
ら
何
へ

第
6
グ
ル
ー
プ

・
身
元
保
証
人
と
な
り
借
金
を
抱
え
苦
労
し
た
の
で
他
人
を

・
Ｄ
Ｍ

信
用
で
き
な
い

・
裏
切
ら
れ
た

・
家
族
を
守
っ
て
や
れ
な
か
っ
た

・
他
人
と
関
わ
り
た
く
な
い
が
仕
方
な
い
の
で
お
風
呂
掃
除

の
み
依
頼

・
手
足
の
し
び
れ

・
人
に
対
す
る
不
信
感

・
視
力
低
下

・
家
族
（
子
）
と
う
ま
く
つ
き
あ
え
な
い

・
さ
び
し
い
？

・
近
所
と
ト
ラ
ブ
ル

・
家
族
と
は
疎
遠

・
埃
だ
ら
け
　
ち
ら
か
っ
て
い
る

・
ケ
ア
マ
ネ
・
ヘ
ル
パ
ー
・
Ｄ
ｒ.

・
お
酒
が
好
き
？
　
5
0
歳
か
ら

・
経
済
的
な
こ
と

・
自
炊
は
し
て
い
な
い
（
妻
亡
く
な
っ
て
か
ら
）

・
奥
さ
ん
亡
く
な
り
一
人
で
孤
独

・
買
い
物
は
可

・
金
銭
管
理
も
可

・
通
院
も
可

・
イ
ン
ス
リ
ン
打
て
る

A
さ
ん
は
ど
ん
な
人
？
（
不
明
な
点
・
予
測
さ
れ
る
こ
と
・
○
○
か
も
し
れ
な
い
？
も
記
入
）

本
人
の
意
思

病
気
の
影
響
、
投
薬
な
ど

身
体
疾
患
な
ど

心
理
的
背
景

家
族
・
援
助
者
・
周
囲
の
関
わ
り
な
ど

住
ま
い
な
ど
物
的
環
境
な
ど

生
活
歴
・
な
じ
み
の
あ
る
暮
ら
し
な
ど

苦
痛
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
環
境
な
ど

で
き
る
こ
と
、
能
力
の
発
揮
な
ど

そ
の
他
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何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
Ｄ
Ｍ
治
療

・
民
生
委
員
と
の
や
り
と
り

・
子
供
へ
の
連
絡

・
サ
ー
ビ
ス
介
入
か
ら
関
わ
り
を
持
つ

・
子
供
へ
の
連
絡

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
信
頼
関
係
を
築
く

・
か
か
り
つ
け
医
・
民
生
委
員
・
行
政
な
ど
連
携
を

と
る

・
お
風
呂
掃
除
以
外
の
こ
と
も
で
き
な
い
か
？

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
安
否
確
認

・
回
覧
板
の
忘
れ
　
声
掛
け

・
子
供
た
ち
へ
の
連
絡

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
イ
ン
ス
リ
ン
の
管
理

・
食
事
管
理

職
種
・
立
場
（
Ｄ
ｒ.
）

職
種
・
立
場
（
行
政
）

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
？

番
号
　
　
1

番
号
　
　
2

職
種
・
立
場
（
ヘ
ル
パ
ー
）

職
種
・
立
場
（
ケ
ア
マ
ネ
）

番
号
　
　
3

番
号
　
　
4

番
号
　
6

番
号
　
　
8

職
種
・
立
場
（
民
生
委
員
）

職
種
・
立
場
（
家
族
）

番
号
　
5

番
号
　
　
7

職
種
・
立
場
（
訪
問
看
護
）

職
種
・
立
場
（
栄
養
士
）

・
Ｄ
ｒ.
の
す
す
め
で
介
護
保
険
の
申
請
は
し
て
い
る
。
Ｄ
ｒ.
か
ら
家
族
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
る

・
う
ま
く
家
族
を
入
れ
な
が
ら
、
生
活
の
状
況
を
つ
か
み
、
生
活
リ
ズ
ム
改
善
、
も
の
忘
れ
の
度
合
い
な
ど
を
知
る

・
ケ
ア
マ
ネ
は
医
療
・
行
政
・
家
族
の
連
携
を
と
る

・
本
人
の
気
持
ち
を
治
療
に
向
か
う
よ
う
に
す
る

＊
番
号
を
書
き
入
れ
る
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す

家
族

民
生
委
員

ケ
ア
マ
ネ

A
さ
ん
へ
の
支
援
を
ま
と
め
る
と

A
さ
ん
の
支
援
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
は
誰
か
ら
誰
へ
&
何
か
ら
何
へ

ヘ
ル
パ
ー

ケ
ア
マ
ネ

Ｄ
ｒ.

行
政

訪
問
看
護

栄
養
士
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第
7
グ

ル
ー

プ

・
他

人
の

世
話

に
な

り
た

く
な

い
・

視
力

低
下

イ
ン

シ
ュ

リ
ン

・
早

く
死

に
た

い
・

記
憶

低
下

　
(で

き
た

り
で

き
な

か
っ

た
り

)

→
投

薬
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ

ｰ
ﾙ

で
き

て
い

な
い

・
意

欲
低

下

・
糖

尿
病

・
妻

が
他

界
し

た
こ

と
に

よ
る

喪
失

感

・
認

知
症

・
人

間
不

信

・
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
・

孤
独

感
自

分
の

言
い

た
い

こ
と

を
言

う

暴
言

? 
→

　
子

供
も

寄
り

付
か

な
い

・
白

内
障

　
　

　
網

膜
症

・
栄

養
失

調

・
う

つ
病

・
家

族
　

　
　

妻
他

界
　

長
男

長
女

と
の

関
わ

り
は

な
い

・
2
K
ア

パ
ー

ト
(ゴ

ミ
屋

敷
)

・
民

生
委

員

・
市

の
担

当
者

(包
括

)

・
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
(訪

問
　

現
状

把
握

　
情

報
提

供
)

・
ヘ

ル
パ

ー
(入

浴
・
掃

除
の

み
)

・
主

治
医

・
入

浴
が

好
き

・
年

金
が

少
な

い
?借

金
返

さ
な

い
?に

よ
り

サ
ー

ビ
ス

を

制
限

し
て

い
る

? 
→

生
活

保
護

の
必

要
性

・
家

族
が

来
な

い

A
さ

ん
は

ど
ん

な
人

？
（
不

明
な

点
・
予

測
さ

れ
る

こ
と

・
○

○
か

も
し

れ
な

い
？

も
記

入
）

本
人

の
意

思
病

気
の

影
響

、
投

薬
な

ど

身
体

疾
患

な
ど

心
理

的
背

景

家
族

・
援

助
者

・
周

囲
の

関
わ

り
な

ど
住

ま
い

な
ど

物
的

環
境

な
ど

生
活

歴
・
な

じ
み

の
あ

る
暮

ら
し

な
ど

苦
痛

を
与

え
て

い
る

よ
う

な
環

境
な

ど

・
通
院
・
買
い
物

・
金
銭
管
理

・
お
金
の
出
し
入
れ

・
外
出
は
可
能
な
の
か
?

・
入
浴
・
洗
濯

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
長
男
長
女
と
連
絡
を
取
り
状
況
を
伝
え
る

・
目
の
治
療

・
糖
尿
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
認
知
症
・
う
つ
病
の
治
療

・
服
薬
・
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
管
理

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
金
銭
状
況
(年
金
・
借
金
)

番
号
　
2

番
号
　
　
5

職
種
・
立
場
（
民
生
委
員
）

職
種
・
立
場
（
包
括
）

番
号
　
5

番
号
　
　
5

職
種
・
立
場
（
家
族
）

職
種
・
立
場
（
ヘ
ル
パ
ー
）

番
号
　
　
1

番
号
　
　
4

職
種
・
立
場
（
医
師
(認
知
症
に
対
す
る
)）

職
種
・
立
場
（
訪
問
看
護
）

番
号
　
　
3

番
号
　
　
5

職
種
・
立
場
(ケ
ア
マ
ネ
.）

職
種
・
立
場
（
医
師
）

で
き
る
こ
と
、
能
力
の
発
揮
な
ど

そ
の
他

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
？
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①
生
活
状
況
・
金
銭
状
況
の
把
握

②
精
神
科
の
関
わ
り

③
糖
尿
病
の
治
療

＊
番
号
を
書
き
入
れ
る
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す

認
知
症
・
生
活
に
つ
い
て
、
糖
尿
病
に
つ
い
て

ケ
ア
マ
ネ
　
→
　
家
族
　
→
　
医
療

金
銭
に
つ
い
て

家
族
　
　
　
→
　
　
行
政

弁
護
士

A
さ
ん
へ
の
支
援
を
ま
と
め
る
と

A
さ
ん
の
支
援
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
は
誰
か
ら
誰
へ
&
何
か
ら
何
へ

第
8
グ
ル
ー
プ

・
緊
急
車
を
何
回
も
呼
ぶ
　
→
　
生
き
た
い
と
思
う
気
持
ち
は

・
糖
尿
病
　
　
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
が
守
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る

・
指
先
・
足
先
の
し
び
れ

・
妻
の
死
は
自
分
の
責
任

・
透
析
が
必
要
に
な
る

・
長
く
生
き
る
資
格
は
な
い

・
視
力
の
低
下

・
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む

・
主
治
医
の
説
明
だ
け
は
聞
く

・
自
分
を
責
め
て
投
げ
や
り

・
お
風
呂
の
掃
除
だ
け
は
希
望
し
て
い
る

→
信
頼
関
係
に
つ
な
が
る

・
民
生
委
員
　
　
　
行
政
　
ー
　
拒
否
も
あ
る
が

・
新
聞
が
山
積
み
に
な
っ
て
い
る
(ゴ
ミ
屋
敷
)

・
・
台
所
は
手
つ
か
ず

・
長
男
・
長
女
は
来
な
い

・
5
0
歳
ま
で
働
い
て
い
た

・
苦
痛
と
思
っ
て
い
る
の
か
?

・
子
供
が
来
な
い
こ
と
は
ど
う
か

・
買
い
物
は
で
き
る

・
経
済
状
況
は
わ
か
ら
な
い

・
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
自
己
注
射

・
認
知
症
も
わ
か
ら
な
い

・
T
E
L
は
で
き
る

・
意
思
表
示
は
で
き
るA
さ
ん
は
ど
ん
な
人
？
（
不
明
な
点
・
予
測
さ
れ
る
こ
と
・
○
○
か
も
し
れ
な
い
？
も
記
入
）

本
人
の
意
思

病
気
の
影
響
、
投
薬
な
ど

身
体
疾
患
な
ど

心
理
的
背
景

家
族
・
援
助
者
・
周
囲
の
関
わ
り
な
ど

住
ま
い
な
ど
物
的
環
境
な
ど

生
活
歴
・
な
じ
み
の
あ
る
暮
ら
し
な
ど

苦
痛
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
環
境
な
ど

で
き
る
こ
と
、
能
力
の
発
揮
な
ど

そ
の
他
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何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
何
回
も
救
急
車
で
運
ば
れ
る

・
お
風
呂
だ
け
利
用
す
る
→
本
人
の
思
い
は
ど
こ
に
あ
る
か

・
入
院
中
に
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
と
連
携
を
と
る

・
本
人
の
希
望
す
る
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

↓

・
入
院
中
に
生
活
が
立
て
直
せ
る
か
検
討
す
る

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
を
開
催
す
る

・
入
院
中
は
2
4
時
間
本
人
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

→
支
援
の
方
向
が
考
え
ら
れ
る

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
を
き
ち
ん
と
し
て
も
ら
う

・
C
M
が
困
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
支
援

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
よ
う
に
話
す

・
民
生
委
員
の
状
況
を
聞
く

・
悪
化
時
の
緊
急
入
院
の
流
れ
を
確
認
し
て
お
く

・
地
域
の
人
た
ち
と
の
話
し
合
い

何
を
す
る
？

何
を
す
る
？

・
信
頼
関
係
を
つ
く
る

・
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
指
示

・
目
が
見
え
な
い
こ
と
に
対
す
る
A
D
L
の
支
援

・
食
事
に
つ
い
て
←
ヘ
ル
パ
ー
に
介
入
し
て
も
ら
う

・
家
族
に
対
し
て
ど
こ
ま
で
話
が
で
き
る
の
か

入
院
時
に
は
保
証
人
が
必
要
→
入
院
費
は
家
族
か
ら

・
ど
う
な
っ
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
る
人
→
自
分
で
救
急
車
を
呼
ん
で
い
る
の
で
助
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る

・
D
r.
が
最
初
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
→
D
r.
か
ら
家
族
に
話
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
か
な

・
人
間
関
係
は
C
M
か
ら
は
じ
ま
る
か

・
D
r.
を
動
か
す
た
め
に
誰
か
が
い
る
の
で
は
　
→
　
C
M
か
な

在
宅
だ
っ
た
ら
C
M
か
な

職
種
・
立
場
（
N
S
）

職
種
・
立
場

番
号
　

番
号
　
　

番
号
　
　

番
号
　
　

職
種
・
立
場
（
D
r.
）

職
種
・
立
場
（
行
政
）

番
号
　
　

番
号
　
　

職
種
・
立
場
（
病
院
・
地
域
連
携
室
）

職
種
・
立
場
（
C
M
）

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
？

信
頼

関
係

を
つ

く
る

　
→

　
人

間
関

係
・
治

療
に

対
す

る
思

い

本
人

の
意

思
を

確
認

す
る

　
→

　
ど

の
よ

う
に

し
て

い
き

た
い

の
か

　
家

族
に

連
絡

し
て

い
い

の
か

「
こ

の
ま

ま
に

し
て

ほ
し

い
。

死
ん

で
も

い
い

」

⇒
こ

の
状

況
を

家
族

は
ど

う
思

っ
て

い
る

の
か

?

  
 家

族
が

見
放

し
て

い
る

こ
と

も
あ

る

食
事

や
イ

ン
シ

ュ
リ

ン
等

の
指

示
を

訪
問

看
護

へ

入
浴

や
掃

除
等

の
支

援
を

ど
う

す
る

の
か

　
→

　
ヘ

ル
パ

ー
や

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る

入
院

し
て

い
た

ら
支

援
の

方
向

は
考

え
や

す
い

　
→

　
連

携
が

と
り

や
す

い

な
ぜ

入
浴

す
る

の
か

　
→

　
お

フ
ロ

が
好

き

＊
番

号
を

書
き

入
れ

る
だ

け
で

も
Ｏ

Ｋ
で

す

D
r.
は

依
頼

し
て

も
ら

わ
な

い
と

動
け

な
い

　
→

　
家

の
状

況
が

わ
か

ら
な

い

①
病

院
へ

救
急

車
で

何
回

も
運

ば
れ

る
。

病
院

D
r.
 →

　
②

病
院

の
地

域
連

携
　

→
　

③
C

M

②
か

ら
も

③
か

ら
も

④
行

政
に

連
絡

が
入

る
の

で
は

　
→

　
⑤

訪
問

N
S
 →

　
①

～
⑤

と
家

人
で

会
を

持
つ

A
さ

ん
へ

の
支

援
を

ま
と

め
る

と

A
さ

ん
の

支
援

の
バ

ト
ン

タ
ッ

チ
は

誰
か

ら
誰

へ
&
何

か
ら

何
へ
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第
６
回

認
知
症
の
医
療
と
福
祉
の
連
携
ＩＮ
守
山
・野
洲

次
第

１
守
山
、
野
洲
医
師
会
よ
り
挨
拶

２
事
務
局
よ
り
（
本
日
の
説
明
な
ど
）

３
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

４
総
括

平
成
２
５
年
度

開
催
予
定

第
７
回

平
成
２
６
年

１
月
３
０
日

＊
時
間
、
場
所
は
同
じ

（
事
務
局

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

受
付
で
お
伝
え
し
ま
し
た

グ
ル
ー
プ
番
号
の
テ
ー
ブ
ル
に

お
座
り
下
さ
い
。

早
く
到
着
さ
れ
た
皆
様
は
、

事
例
に
目
を
通
し
て
い
た
だ

け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

今
日
は
家
族
支
援
に

つ
い
て
で
す

＊
事
例
検
討
書
式
等
の
無
断
で
の
ご
使
用
は
お
断
り
し
ま
す

1

○
生
活
環
境

５
５
歳
か
ら
現
在
の
地
域
で
過
ご
し
て
い
る
が
、
近
所
の
人

た
ち
と
は
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
。
家

の
周
囲
は
田
畑
で
、
近
く
に
商
店
街
な
ど
は
な
く
、
通
院
も
タ

ク
シ
ー
を
使
っ
て
い
る

○
心
理
的
特
徴

几
帳
面
で
活
動
的
で
あ
る

〇
本
人
の
様
子

常
時
妻
が
い
な
い
と
不
安
で
「
お
ー
い
」
と
呼
び
続
け
て
い
る
。

何
度
も
同
じ
話
を
し
た
り
、
食
事
を
し
た
こ
と
を
忘
れ
た
り
し
て
い

る
。
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
す
る
と
、
脳
血
管
性
認
知
症
と
診

断
さ
れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
と
、
専
門
医
へ
の
受
診
を

す
す
め
ら
れ
た
。

3

模
擬
事
例

Aさ
ん

８
３
歳

男
性

脳
血
管
性
認
知
症

Ｈ
Ｄ
Ｓ
－
Ｒ
１
２
点

〇
家
族
状
況

妻
と
二
人
暮
ら
し
。
近
県
（
車
で
１
時
間
）
に
長
男
夫
婦
、
次
男
夫
婦
が
住
ん
で

い
て
、
１
ヶ
月
に
１
度
く
ら
い
ず
つ
訪
ね
て
き
て
い
る
。
妻
は
長
男
夫
婦
を
頼
り
に

し
て
い
る
。
長
女
夫
婦
は
遠
方
に
い
て
、
な
か
な
か
訪
ね
て
こ
ら
れ
な
い
。

〇
生
活
歴

Ａ
さ
ん
は
大
手
企
業
の
役
員
だ
っ
た
。
転
勤
が
多
く
、
妻
や
子
供
と
は
５
５
歳
ま

で
別
居
し
て
い
た
。
退
職
後
は
町
内
会
の
役
員
を
し
た
り
、
趣
味
も
多
く
、
地
域

で
は
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
だ
っ
た
。

一
方
、
家
で
は
家
事
な
ど
は
す
べ
て
妻
任
せ
で
あ
っ
た
。

〇
既
往
歴
、
現
病
歴

７
０
歳
の
時
に
脳
卒
中
（
麻
痺
な
ど
の
後
遺
症
は
な
い
）

前
立
腺
肥
大
の
診
断
を
受
け
て
お
り
、
現
在
通
院
中

数
年
前
に
自
転
車
か
ら
転
倒
し
て
右
上
腕
骨
骨
折
を
し
て
い

た
が
現
在
は
完
治
し
て
い
る
。

2

〇
本
人
の
状
況

食
事
：
自
力
摂
取
し
て
い
る
が
、
嚥
下
障
害
あ
り
、

誤
嚥
性
肺
炎
を
繰
り
返
し
て
い
る

排
泄
：
前
立
腺
肥
大
の
た
め
か
、
残
尿
感
が
強
く
、
強
迫
的
な
ト

イ
レ
通
い
が
あ
る
。
便
秘
が
ち
で
下
剤
を
服
用
す
る
と

時
々
失
禁
を
す
る
。

清
潔
：
入
浴
は
妻
の
見
守
り
で
何
と
か
入
る
が
、
洗
身
は
確
実

で
は
な
い
。

移
動
：
手
す
り
に
つ
か
ま
り
、
ゆ
っ
く
り
と
移
動

視
力
：
生
活
に
支
障
は
な
い
が
、
め
が
ね
探
し
が
多
い
。

聴
力
：
か
な
り
の
難
聴

理
解
力
：
子
供
の
名
前
と
顔
は
一
致
し
て
い
る
が
日
付
け
は
わ

か
ら
な
い
。
妻
の
姿
が
見
え
な
い
と
大
声
で
呼
ぶ
。

同
じ
話
の
繰
り
返
し
は
多
い
。

4
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〇
家
族
の
状
況

妻
は
現
在
の
状
況
に
困
惑
。
「
自
分
も
高
齢
（
８
０
歳
）
の
た
め
面
倒
を
み

る
の
は
大
変
」
と
「
自
分
勝
手
に
生
き
て
き
た
の
に
今
更
頼
ら
れ
て
も
」

「
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
」
「
人
に
迷
惑
は
か
け

ら
れ
な
い
」
「
近
所
の
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
」
と
い
う
。
本
人
に
は
、
「
し
っ

か
り
し
て
く
だ
さ
い
」
「
私
だ
っ
て
忙
し
い
ん
だ
か
ら
」
と
い
う
。

子
供
た
ち
は
（
３
人
と
も
）
「
話
し
て
い
る
と
何
で
も
な
く
、
お
か
し
く
も
な
い
」
「
母
親

と
一
緒
に

い
れ
ば
大
丈
夫
」
「
前
立
腺
肥
大
で
混
乱
し
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
治

療
に
専
念
し
た
ら
い
い
」
と
い
う
意
見
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
い
ら
な
い
と
い
う
。

Ａ
さ
ん
本
人
へ
は
「
何
回
も
ト
イ
レ
へ
行
っ
て
も
で
な
い
よ
」
「
お
母
さ
ん
が
大
変

な
ん
だ
か
ら
し
っ
か
り
と
！
」
と
言
い
、
父
親
が
認
知
症
だ
と
思
っ
て
い
な
い
。

認
知
症
ケ
ア
標
準
テ
キ
ス
ト
改
訂
・
認
知
症
ケ
ア
事
例
集

（
株
）
ワ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
よ
り
引
用
・
一
部
改
変 5

３
，
伝
え
な
く
て
は
い
け
な
い
事
柄
の
中
で
、
何
を
誰
に
誰
が
ど
の
よ
う
な
場
面
で
伝
え
ま
す
か

伝
え
る
事
柄

伝
え
る
順
番
の
番
号
を
つ
け
て
下
さ
い

誰
に

誰
が

ど
ん
な
場
面

7
この

記
入
シ
ー
トは

、藤
本
ク
リニ
ック
（
奥
村
典
子
看
護
師
）
が
作
成
した
も
の
で
す
。

今
日
は
家
族
支
援
が
テ
ー
マ
で
す
。

１
，
最
初
に
登
場
人
物
を
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
下
に
登
場
人
物
を
書
い
て
み
て
下
さ
い

２
，
次
に
家
族
に
、
伝
え
な
く
て
は
い
け
な
い
事
柄
は
何
か
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

6
この

記
入
シ
ー
トは

、藤
本
ク
リニ
ック
（
奥
村
典
子
看
護
師
）
が
作
成
した
も
の
で
す
。

一
番
重
要
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か

Ａ
さ
ん
の
家
族
支
援
を
ま
と
め
る
と

8
この

記
入
シ
ー
トは

、藤
本
ク
リニ
ック
（
奥
村
典
子
看
護
師
）
が
作
成
した
も
の
で
す
。
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今日は家族支援がテーマです。

１．最初に登場人物を整理してみましょう。下に登場人物を書いてみて下さい。

本人・妻・長男夫婦・次男夫婦・長女夫婦・かかりつけ医・専門医（未）・近所の人（現在？）

２．次に家族に、伝えなくてはいけない事柄は何か整理してみましょう。

・ 脳血管性認知症の診断を受けていること。（症状：眼鏡さがし・日付が分からない・同じ話の繰り返し等）

・ 嚥下障害があり、誤嚥性肺炎を繰り返していること。

・ 入浴や排泄に介助が必要なこと。

・ 奥さんがいないと不安になること。

・ 認知症という病気について

３．伝えなくてはいけない事柄の中で、何を誰に誰がどのような場面で伝えますか。

伝える事柄　伝える順番の番号を付けて下さい

① 眼鏡を探す・日付が分からない等の症状が認知症であることを伝え、専門医の受診をすすめる。

平成25年11月28日

平成25年度第3回認知症医療と福祉の連携ＩＮ守山・野洲グループワークまとめ（第１グループ）

誰に 誰が どんな場面

妻 かかりつけ医 診察の場面で

（主治医と包括などとの連携が必要）

伝える事柄　伝える順番の番号を付けて下さい

② 専門医の診断を受けて、他の家族に本人の状態を伝え、今後の生活について相談する。

③ 妻の介護の負担について（場合によっては、妻の信用している長男夫婦に先に伝えることも

必要）

Ａさんの家族支援をまとめると

・ 本人の認知症に対する理解を家族にしてもらう。

・ 主介護者は妻であるが、キーパーソンを探すことが大切。（妻に働きかけるため）

一番重要だと思ったことは何ですか

本人の状態を理解してもらえるように働きかけること

（長男次男
長女夫婦）

妻・包括など専
門職

誰に 誰が どんな場面

子供夫婦

（長男次男
長女夫婦）

かかりつけ医 診察の場面で

子供夫婦

第6回 H25.11.28 GW 記録
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今日は家族支援がテーマです。

１．最初に登場人物を整理してみましょう。下に登場人物を書いてみて下さい。

妻　　　　長男　　　　次男　　　　長女

２．次に家族に、伝えなくてはいけない事柄は何か整理してみましょう。

・ 子供たち（父親が）認知症のこと

・ 妻困惑　　認知症のケア　対応

・ 専門医への受診

・ 介護認定の申請

・ 介護の協力　　妻の負担　　子供　　地域の人

・ 食事・排泄の介助

３．伝えなくてはいけない事柄の中で、何を誰に誰がどのような場面で伝えますか。

伝える事柄　伝える順番の番号を付けて下さい

・ 認知症の診断

・ 専門医への受診　介護サービス認定（介護認定の相談・申請）

平成25年11月28日

平成25年度第3回認知症医療と福祉の連携ＩＮ守山・野洲グループワークまとめ（第2グループ）

どんな場面誰に 誰が

子供たち かかりつけ医 診療所

妻・子供 かかりつけ医 診療所

看護師

地域連携室

Ｎｓ・ＭＳＷ

伝える事柄　伝える順番の番号を付けて下さい

・ 妻の相談・気持ちを聴く 面接・訪問

介護の負担軽減と他の家族の協力について 診療所

自宅

市役所

・ 認知症のケア・対応 受診時

・ 介護サービス利用 介護サービスを利用する

デイサービス ようになれば

デイの職員

・ 食事・排泄の介助方法

サービス内容

Ａさんの家族支援をまとめると

・ Ａさんの現在の状況を家族に理解してもらって（認知機能・身体機能）、支援・サービスにつなげていく。　　　　

一番重要だと思ったことは何ですか

いろんな人がいろんな形でかかわっていくこと。主治医・看護師・ケアマネ・地域包括・介護職・民委・近所の人等

看護師

誰が

妻・子供

誰に
地域包括支援ｾﾝ

ﾀｰ

どんな場面

デイサービス

介護職

妻 ケアマネ

主治医・看護師

ケアマネ

地域包括

妻・子供 看護師

妻・子供 ケアマネ
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今日は家族支援がテーマです。

１．最初に登場人物を整理してみましょう。下に登場人物を書いてみて下さい。

Ａさん（本人・８３歳）　　妻（８０歳）　　長男と妻　　二男と妻　　長女と夫　　かかりつけ医（一般）　近所の人

２．次に家族に、伝えなくてはいけない事柄は何か整理してみましょう。

・ もの忘れが病的にある。

・ 妻　追いつめられている。（精神的に）

・ 脳血管性認知症への家族の理解を促す。

・ 嚥下障害・残尿　---　介護サービスのすすめ　　介護負担

・ 認知症の症状　---　悪化するかもしれない

・ 介護サービスでできること

３．伝えなくてはいけない事柄の中で、何を誰に誰がどのような場面で伝えますか。

伝える事柄　伝える順番の番号を付けて下さい

① 妻・長男・次男・長女に来てもらってください。

② 脳血管性認知症に関しての診断状態・進行→専門医受診 家族 かかりつけ医 診察中

平成25年11月28日

平成25年度第3回認知症医療と福祉の連携ＩＮ守山・野洲グループワークまとめ（第3グループ）

誰に 誰が どんな場面

妻 かかりつけ医 診察中

伝える事柄　伝える順番の番号を付けて下さい

③ 今起こっている症状と診断結果を関連付けて説明する。

④ サービスのすすめ　介護保険申請　サービスで何ができるか

⑤ 追いつめられていること　　本人・妻への対応方法の説明

⑥ キーパーソンの決定→長男夫婦

⑦ サービスのすすめ　ＤＳ　訪看（誤嚥）　今後の家族の支え方について聞く

⑧ 近所の人の手助けを求める。民生委員

Ａさんの家族支援をまとめると

① 認知症の方への病状説明　進行予想を家族に伝える。改善の見込み少ない、合併症を起こす可能性が高い。

② 妻の介護負担の軽減が必要であり、サービス利用に結び付ける。

③ 今後起こりうるリスク　今のままでの生活を継続して行くことが困難なことを理解していただく。

一番重要だと思ったことは何ですか

認知症の理解と周囲の支援の必要性を理解していただくこと

家族 ＣＭ 初回訪問時

子供・妻 専門医 診察中

家族 専門医 診察中

誰に 誰が どんな場面

家族 専門医 診察中

妻・家族 ＣＭ 訪問中

家族 ＣＭ
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今日は家族支援がテーマです。

１．最初に登場人物を整理してみましょう。下に登場人物を書いてみて下さい。

Ａさん（男・８３歳）　妻（女・８０歳・同居）　長男夫婦（車で１時間）　次男夫婦（車で１時間）　長女夫婦（遠方）　かかりつけ医　専門医

２．次に家族に、伝えなくてはいけない事柄は何か整理してみましょう。

妻・子供３人　・・・・　Ａさんの認知症のことを伝えなければならない。今後のこと（介護サービスを受けること・専門医受診のこと）を伝える。

　　　　　　　　　　　　　介護サービスの内容（包括支援ｾﾝﾀｰ等）を伝える必要あり。

子供３人　・・・・・　　妻だけでは重荷。みんなで支援するべき。

妻　　　・・・・・・・　　　「自分勝手に生きてきたのに・・・・・」「近所の人に知られたくない」→病気のことを理解させる。

３．伝えなくてはいけない事柄の中で、何を誰に誰がどのような場面で伝えますか。

伝える事柄　伝える順番の番号を付けて下さい

① 妻の大変さ

次に何をしたらいいのか→専門医の受診　介護サービスの内容

このままＡさんをほっておいたらいけない旨 地域包括・役所に

相談

② 認知症の内容・今後（これから先の介護状態）・家族の会等・本人への対応の仕方

③ 介護サービスの内容

子供たち かかりつけ医 受診時

平成25年11月28日

平成25年度第3回認知症医療と福祉の連携ＩＮ守山・野洲グループワークまとめ（第4グループ）

誰に 誰が どんな場面

妻 地域包括

妻・子供たち 専門医 診察の場面で

Ａさんの家族支援をまとめると

・ 妻と子供３人にＡさんの認知症の状況をかかりつけ医を通じて専門医から説明してもらう。

・ 認知症の内容・今後の介護状態・本人への対応の仕方を専門医から説明してもらう。介護の窓口を紹介してもらう。（地域包括につなげる）

・ 介護サービスの内容を妻に地域包括から説明してもらう。

一番重要だと思ったことは何ですか

家族の人にＡさんが認知症の状況にあることをきっちり納得・理解してもらうこと。家族に認知症の人ができる前から一般人に下地ができていると偏見がなくなる。
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今日は家族支援がテーマです。

１．最初に登場人物を整理してみましょう。下に登場人物を書いてみて下さい。

本人・妻・長男夫婦・次男夫婦・長女夫婦・かかりつけ医

２．次に家族に、伝えなくてはいけない事柄は何か整理してみましょう。

・ ご本人が認知症という病気であることを伝える。
専門医に行くことを誰が伝えるか？

・ 認知症について理解してもらえるよう伝える。
要介護認定うけてるのかな？　

・ 子供さんたちの協力を、奥さんも高齢なので、求めたほうが良いこと。
排泄の管理に困る（妻が困っている）

・ 認知症に対する知識を妻・子供に伝える。

・ 前立腺肥大の診断を見直してもらう。

・ 治療を受けるメリット、専門医にかかるメリットを話す。

・ サービスの内容

３．伝えなくてはいけない事柄の中で、何を誰に誰がどのような場面で伝えますか。

伝える事柄　伝える順番の番号を付けて下さい

① 専門医で受診するよう伝える。 長男夫婦 かかりつけ医 妻を通じて診療所で話す

平成25年11月28日

平成25年度第3回認知症医療と福祉の連携ＩＮ守山・野洲グループワークまとめ（第5グループ）

誰に 誰が どんな場面

伝える事柄　伝える順番の番号を付けて下さい

② 本人が認知症という病気であることを伝える。

③ 専門医の治療を受けるメリット・サービスを受ける必要性について

④ 認知症についての知識を妻・子供に伝える。理解してもらえるように伝える。

⑤ 子供さんたちの協力を奥さんも高齢なので求めたほうが良いことを伝える。

　⑥介護サービスの申し込みについて

Ａさんの家族支援をまとめると

医療→介護　　現実の認識→サービスの提供　

かかりつけ医が病名の告知と治療のメリット、介護サービスのメリットを説明しすすめる。

介護サービスを受けてもらって環境の調整（本人の困惑を除いていく）

介護者（妻）の負担の軽減

妻と子供の意識のずれを解消

一番重要だと思ったことは何ですか

気持ちの切り替え　　　　　家族以外の第３者の介入が必要

家族だけではどうにもならない　　支援が必要　　家族の協力が必要

Ｄｒ.がトリガー　　　医療から福祉への連絡　　Ｄｒ.が家族を説得→サービスの利用へ

家族だけでは閉鎖的なので、かかりつけ医が介護サービス等について説明しよくなるよう誘導する。

家族とかかりつけ医の信頼関係を生かしながら閉鎖的な家族への支援を行っていく

誰に 誰が どんな場面

長男夫婦・妻 かかりつけ医 受診時

長男夫婦・妻 かかりつけ医 受診時

長男夫婦・妻 専門医 専門医受診時
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今日は家族支援がテーマです。

１．最初に登場人物を整理してみましょう。下に登場人物を書いてみて下さい。

Ａさん　　妻　　長男夫婦　　次男夫婦　　長女夫婦　　近所の人　　かかりつけ医

２．次に家族に、伝えなくてはいけない事柄は何か整理してみましょう。

・ 妻と子供たちに認知症であることを伝える。進行具合・段階を伝える。

・ 認知症の病態・本人の今の状況

・ 子供たちに妻が生活がいっぱいであることを伝える。子供たちにどのような協力を得ればよいか。

・ 利用できるサービスの説明、メリットを家族に伝える。

・ 介護保険の説明　　窓口

・ かかりつけ医から子供たちに説明してもらう。

３．伝えなくてはいけない事柄の中で、何を誰に誰がどのような場面で伝えますか。

伝える事柄　伝える順番の番号を付けて下さい

認知症診断・症状の説明　　Ａさんの言動 子供たち・妻 かかりつけ医 受診の付き添いの時

平成25年11月28日

平成25年度第3回認知症医療と福祉の連携ＩＮ守山・野洲グループワークまとめ（第6グループ）

誰に 誰が どんな場面

伝える事柄　伝える順番の番号を付けて下さい

妻だけでは対応できないので、行政の窓口の説明を行う。連絡の必要性を説明。

かかりつけ医からは行政に連絡しておくことを提案する。

利用できるサービスの説明　メリットを家族に伝える。

家族がどの程度・どのような協力ができるか。

Ａさんの家族支援をまとめると

病気の説明　　　　サービスの説明　　　　サービスの橋渡し

一番重要だと思ったことは何ですか

家族が認知症の病態と今の生活状況の共有理解

誰に 誰が どんな場面

子供たち・妻 かかりつけ医 受診の付き添いの時

子供たち・妻 かかりつけ医 受診の付き添いの時

家族・本人 ケアマネ
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第
７
回

認
知
症
の
医
療
と
福
祉
の
連
携
ＩＮ
守
山
・野
洲

次
第

１
守
山
、
野
洲
医
師
会
よ
り
挨
拶

２
事
務
局
よ
り
（
本
日
の
説
明
な
ど
）

３
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

４
総
括

平
成
２
５
年
度
は
今
回
で
終
了
で
す
。

平
成
２
６
年
度
も
継
続
開
催
す
る

予
定
で
す
の
で
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

受
付
で
お
伝
え
し
ま
し
た

グ
ル
ー
プ
番
号
の
テ
ー
ブ
ル
に

お
座
り
下
さ
い
。

早
く
到
着
さ
れ
た
皆
様
は
、

資
料
等
に
目
を
通
し
て
い
た

だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

今
日
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
の

ワ
ー
ク
で
す

＊
事
例
検
討
書
式
等
の
無
断
で
の
ご
使
用
は
お
断
り
し
ま
す

1

診
察
第
１
回
編

ワ
ー
ク
「
悪
い
と
こ
ろ
」
と
「
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
」

Ｄ
Ｖ
Ｄ
約
２
分

患
者
単
独

悪
い
と
こ
ろ

こ
う
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ

１
０
分

3
この

記
入
シ
ー
トは

、藤
本
ク
リニ
ック
（
奥
村
典
子
看
護
師
）
が
作
成
した
も
の
で
す
。

本
日
の
流
れ

１
８
：
２
０
頃
よ
り

「
認
知
症
者
及
び
家
族
へ
の
対
応

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
」の
医
師
編
を
視
聴
し
て

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

「
悪
い
例
」
を
３
パ
タ
ー
ン
見
て
、
１
パ
タ
ー
ン
見
終
わ
っ
た

と
こ
ろ
で
シ
ー
ト
に
従
っ
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
認
知
症
者
と
家
族
へ
の
対
応
」
（
平
成
25
年
度
厚
労
省
老
人
保
健
事
業
）
の
DV

D教
材 2

診
察
第
２
回
編

ワ
ー
ク
「
悪
い
と
こ
ろ
」
と
「
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
」

Ｄ
Ｖ
Ｄ
約
５
分

家
族
同
伴

悪
い
と
こ
ろ

こ
う
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ

１
０
分

4
この

記
入
シ
ー
トは

、藤
本
ク
リニ
ック
（
奥
村
典
子
看
護
師
）
が
作
成
した
も
の
で
す
。
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診
察
第
３
回
編

ワ
ー
ク
「
悪
い
と
こ
ろ
」
と
「
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
」

Ｄ
Ｖ
Ｄ
約
２
分

家
族
同
伴

悪
い
と
こ
ろ

こ
う
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ

１
０
分

5
この

記
入
シ
ー
トは

、藤
本
ク
リニ
ック
（
奥
村
典
子
看
護
師
）
が
作
成
した
も
の
で
す
。

今
回
は
医
師
編
を
み
て
ワ
ー
ク
に
し
ま
し
た
が
（
お
医
者
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い
！
）

こ
れ
は
医
師
だ
け
に
言
え
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
み
な
さ
ん
理
解
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
誰
も
が
き
ち
ん
と
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
患
者
さ
ん
と
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
ね
。

最
後
に
、
患
者
さ
ん
、
家
族
と
の
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
に
大
切
だ
と
思
わ
れ
る
こ

と
を
５
つ
あ
げ
て
下
さ
い
。

１
．

２
．

３
．

４
．

５
．

１
５
分
→
発
表

6
この

記
入
シ
ー
トは

、藤
本
ク
リニ
ック
（
奥
村
典
子
看
護
師
）
が
作
成
した
も
の
で
す
。
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1 
 診
察
第
１
回
編

ワ
ー
ク
「悪
い
とこ
ろ
」と
「こ
うし
て
ほ
しい

とこ
ろ
」

  ①
グ
ル
ー
プ

 
 ②

グ
ル
ー
プ

 
悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ

悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ


 ド
ク
タ
ー
が
患
者
さ
ん
の

顔
を
見
な
い


 ド
ク
タ
ー
の
口
調
が
怖
い


 患

者
さ
ん
の
話
を
聞
こ
う

と
し
な
い


 決

め
付
け
た
よ
う
な
言
い

方


 視
線
が
怖
い


 日

常
で
の
困
り
ご
と
を
本

人
に
聞
い
て
も
・
・
・


 顔

を
見
て
ち
ゃ
ん
と
話
を

聞
い
て
ほ
し
い
（
優
し
い

口
調
、
柔
和
な
表
情
）


 家
族
と
一
緒
に
来
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
て
、
家
族
か

ら
話
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と

も
大
切


 対
面
せ
ず
話
す
対
応


 「
今
日
は
ど
う
し
ま
し

た
？
」
と
い
う
発
言


 患

者
の
質
問
に
答
え
て

い
な
い


 患

者
を
迎
え
る
態
度
で

は
な
い


 予

約
日
で
な
い
の
に
・
・

と
受
付
の
せ
い
に
し
た

→
患
者
の
方
を
向
い
て
話
を

聞
き
、
対
応
し
て
ほ
し
い

→
や
さ
し
く
語
り
か
け
て
ほ
し

い

→
患
者
の
訴
え
に
耳
を
傾

け
て
ほ
し
い

→
診
察
室
に
入
る
時
か
ら
様

子
を
見
て
ほ
し
い

→
認
知
症
の
方
と
言
う
事
で

対
応
し
て
ほ
し
い

電
子
カ
ル
テ
は
ど
う
か
？

  ③
グ
ル
ー
プ

 
 ④

グ
ル
ー
プ

 
悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ

悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ


 患
者
さ
ん
が
立
っ
た
ま
ま


 挨

拶
が
な
い
。
ぶ
っ
き
ら

ぼ
う


 患

者
さ
ん
の
顔
を
見
て

い
な
い


 患
者
さ
ん
に
迷
惑
そ
う
な

顔
を
し
て
い
る


 先

生
の
態
度
か
ら
患
者

が
思
い
を
言
え
な
く
な
っ

て
い
る


 患
者
さ
ん
に
す
ぐ
に
座
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
声
を
か

け
る


 患

者
さ
ん
が
言
い
や
す

い
雰
囲
気


 患
者
さ
ん
を
見
な
が
ら
話

を
し
て
ほ
し
い


 医
師
が
Ｐ
Ｔ
を
見
ず
に
パ

ソ
コ
ン
を
見
て
い
る


 事
務
的
な
対
応


 Ｐ
Ｔ
が
遠
慮
し
て
し
ま
う

雰
囲
気
（
相
手
を
待
つ

余
裕
が
な
い
）


 困
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す

か
？
と
い
う
質
問
は
具
体

的
で
な
い


 声
か
け
不
足


 立

た
せ
た
ま
ま
診
察
を

始
め
る


 患

者
さ
ん
の
方
を
向
い

て
欲
し
い


 も
の
忘
れ
の
訴
え
を
具

体
的
に
聞
き
出
し
て
ほ
し

い


 最

初
の
挨
拶
を
ど
う
し
た

か
？
と
聞
い
て
ほ
し
い


 顔

を
見
て
、
笑
顔
で
イ
ス

を
進
め
る

       

2 
    ⑤

グ
ル
ー
プ

 
 ⑥

グ
ル
ー
プ

 
悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ

悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ


 立
た
せ
っ
ぱ
な
し
で
顔
を

見
て
い
な
い


 パ

ソ
コ
ン
を
見
た
ま
ま
の

対
応


 言

葉
が
乱
暴
で
や
さ
し
く

な
い


 言
っ
て
い
る
事
に
対
し
て

の
疑
問
を
持
っ
た
問
い

か
け


 パ
ソ
コ
ン
の
入
力
が
前
の

患
者
の
分


 →

挨
拶
を
し
な
が
ら
イ
ス

に
誘
導
す
る
事
で
顔
が

見
え
る


 入
力
中
で
の
イ
ラ
つ
き
が

あ
っ
た


 ド
ク
タ
ー
目
線
で
は
な

く
、
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で


 →
受
付
の
ス
タ
ッ
フ
に
入

室
を
待
っ
て
も
ら
う


 書

類
か
ら
顔
を
あ
げ
ず

視
線
も
合
わ
せ
ず
話
し

を
し
て
い
た


 声

の
調
子
が
怖
い
。
聞

き
た
く
な
い
と
い
う
意
思

の
思
い
が
言
動
に
出
て

い
た


 日

常
生
活
に
支
障
が
な

け
れ
ば
い
い
と
い
う
日
常

生
活
と
は
？


 薬
が
な
く
て
・
・
と
患
者
が

言
っ
て
い
る
の
に
困
っ
た

こ
と
は
な
い
で
す
か
？
と

い
う
問
い
か
け
は
合
わ
な

い


 口

の
動
き
で
高
齢
者
が

理
解
す
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
正
面
を
向
い
て
話
し

て
ほ
し
い


 イ
ス
を
患
者
の
正
面
に

向
け
る
べ
き


 も
っ
と
細
か
な
生
活
ぶ
り

を
聞
く
必
要
が
あ
る
。


 患
者
の
主
訴
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
て
ほ
し
い
。


 医
師
の
前
で
は
し
っ
か
り

と
し
て
い
る
事
を
認
識
し

て
ほ
し
い

  ⑧
グ
ル
ー
プ

 
 ⑨

グ
ル
ー
プ

 
悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ

悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ


 患
者
を
立
た
せ
た
ま
ま
で

気
遣
い
が
な
い


 患
者
の
顔
を
見
な
い


 曜
日
の
間
違
い
に
注
目


 「
年
だ
か
ら
」
で
片
づ
け

る
。
認
知
症
へ
の
理
解

が
な
か
っ
た


 も
の
忘
れ
に
つ
い
て
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
が
少
な
い


 や
さ
し
さ
が
な
い


 ま
ず
、
顔
を
見
て
挨
拶
を

し
て
ほ
し
い


 患

者
さ
ん
の
名
前
を
呼

ん
で
あ
げ
て


 薬

の
有
無
、
診
察
日
の

間
違
い


 →

も
の
忘
れ
で
は
？
に

つ
な
げ
る
問
診
を
し
て
ほ

し
い


 患

者
の
訴
え
を
聞
い
て

ほ
し
い


 話
し
た
く
な
る
よ
う
な
雰
囲

気
、
問
い
か
け
、
文
言
を

し
て


 患

者
が
何
の
た
め
に
来

た
の
か
丁
寧
に
聞
い
て

い
な
い


 患
者
を
見
な
が
ら
パ
ソ
コ

ン


 詰
問
す
る
よ
う
な
口
調


 患

者
か
ら
問
題
提
起
を

し
て
い
る
の
に
話
を
中
断

し
て
い
る


 笑
顔
が
な
い


 入

っ
て
き
た
患
者
に
気

遣
い
が
な
い


 案

内
役
の
看
護
師
が
少

な
い


 他
の
用
を
済
ま
せ
る
ま
で

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ね
」
と

声
か
け
を
す
る
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3 
 診
察
第
２
回
編

ワ
ー
ク
「悪
い
とこ
ろ
」と
「こ
うし
て
ほ
し
い
とこ
ろ
」

 ①
グ
ル
ー
プ

 
 ②

グ
ル
ー
プ

 
悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ

悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ


 家
族
の
意
見
を
聞
い
て
く

れ
な
い


 専
門
医
の
紹
介
を
し
て
く

れ
な
い


 本

人
の
前
で
家
族
の
思

い
を
読
ん
で
い
る


 貧
乏
ゆ
す
り


 時
計
の
チ
ラ
見


 モ
ラ
ル
が
な
い


 家
族
、
本
人
と
分
け
て
聞

い
て
ほ
し
い


 具

体
的
に
効
く
事
で
真

実
を
聞
き
出
せ
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い


 対

応
の
時
間
が
取
れ
る

と
き
に
来
て
も
ら
う


 家

族
の
み
の
時
間
を
持

つ


 メ
モ
を
読
ん
だ


 貧
乏
ゆ
す
り
、
足
組
み


 家
族
の
話
し
の
後
回
し


 時
計
を
見
て
診
察
を
終

わ
ら
せ
た
い
態
度


 受
容
的
な
態
度
で
な
い


 言
葉
尻
で
不
愉
快
な
思

い
を
さ
せ
る


 検

査
も
せ
ず
「
年
の
せ

い
」
で
片
づ
け
る


 受
付
で
メ
モ
を
見
て
ド
ク

タ
ー
へ
先
に
回
せ
な
か

っ
た
か
？


 専
門
医
へ
の
紹
介
を
要

ら
な
い
と
言
っ
た


 家
族
の
同
意
が
な
い
ま

ま
終
了
し
た


 メ
モ
を
事
前
に
見
て
把

握
し
て
か
ら
診
察
し
て
ほ

し
い


 態

度
、
言
葉
づ
か
い
を

て
い
ね
い
に


 本

人
と
家
族
を
別
々
に

診
察
し
て
ほ
し
い


 家
族
へ
の
配
慮


 傾
聴
の
姿
勢


 患
者
の
満
足
い
く
診
察

  ③
グ
ル
ー
プ

 
 ④

グ
ル
ー
プ

 
悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ

悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ


 家
族
の
訴
え
を
、
本
人
の

前
で
読
ん
だ
（
財
布
を
盗

ら
れ
た
と
言
う
な
ど
）


 本

人
の
前
で
間
違
っ
て

い
る
と
言
う


 足

を
組
む
事
で
態
度
が

悪
く
見
え
る


 診

察
前
に
メ
モ
は
読
ん

で
ほ
し
い


 家

族
、
本
人
別
々
に
話

を
聞
い
て
ほ
し
い

①
最
初
に
二
人
で
入
り
、

本
人
の
話
し
を
聞
く

②
本
人
が
検
査
に
行
っ
た

時
に
家
族
か
ら
話
を
聞
く

③
本
人
の
診
察
を
す
る


 メ
モ
を
読
も
う
と
し
て
い
な

い


 本
人
に
聞
か
せ
た
く
な
い

内
容
を
そ
の
ま
ま
口
に
し

て
い
る


 顔
、
表
情
を
見
て
い
な
い


 問

診
で
間
違
え
ま
し
た

ね
と
言
う


 足
を
組
ん
で
の
貧
乏
ゆ

す
り


 嫁
の
話
し
を
聞
こ
う
と
し

な
い


 別
々
に
話
を
し
た
い
と
言

う
要
望
を
聞
き
入
れ
な
い


 専
門
医
の
紹
介
を
拒
ん

で
い
る


 診

察
前
に
メ
モ
を
読
ん

で
ほ
し
い


 本

人
に
聞
か
せ
た
く
な

い
内
容
は
本
人
を
抜
い

て
話
を
聞
い
て
ほ
し
か
っ

た

  

4 
   ⑤

グ
ル
ー
プ

 
 ⑥

グ
ル
ー
プ

 
悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ

悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ


 メ
モ
を
読
ま
な
か
っ
た


 貧

乏
ゆ
す
り
、
足
を
組
ん

だ


 家
族
の
話
を
聞
か
な
い


 家
族
の
話
を
流
す


 メ
モ
の
内
容
を
本
人
の

前
で
読
ん
だ
配
慮
が
な

い


 認

知
機
能
検
査
を
い
き

な
り
始
め
た


 本

人
と
家
族
を
分
離
す

る
努
力
を
し
な
い


 前

も
っ
て
ス
タ
ッ
フ
に
知

ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る


 家
族
の
メ
モ
を
読
ん
で
い

な
い
。
患
者
の
い
る
と
こ

ろ
で
読
ん
で
い
る


 無
神
経
。
貧
乏
ゆ
す
り
、

時
計
を
見
る
。
足
を
組

む
。


 認
知
症
の
理
解
に
乏
し

い
。


 嫁

と
姑
を
前
に
配
慮
が

な
い
。


 嫁

は
ひ
ど
い
人
、
姑
は

い
い
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
医
師
の
中
に
あ
っ
た


 専
門
医
に
紹
介
で
き
な

か
っ
た


 検
査
結
果
の
伝
え
方
。

間
違
っ
て
い
る
こ
と
を
率

直
に
伝
え
て
い
い
の
か


 準
備
不
足
の
ま
ま
診
察

に
臨
ん
で
い
る


 い
つ
も
一
人
で
来
る
人

が
家
族
と
共
に
来
る
意

味
に
気
付
い
て
ほ
し
い


 事
前
に
メ
モ
に
目
を
通
し

て
お
く


 か

い
つ
ま
ん
だ
内
容
を

理
解
し
て
ほ
し
い


 分
け
て
話
を
聞
く


 認

知
症
を
理
解
し
て
ほ

し
い


 人

間
関
係
を
理
解
し
て

会
話
を
し
て
ほ
し
い


 き
ち
ん
と
専
門
医
を
紹
介

し
て
ほ
し
い


 た
く
さ
ん
の
メ
モ
が
来
て

は
大
変


 家
族
が
来
て
い
る
こ
と
に

疑
問
を
持
っ
て
ほ
し
い


 待

合
や
、
受
付
で
ス
タ
ッ

フ
が
情
報
収
集
を
医
師

に
伝
え
て
ほ
し
い

  ⑧
グ
ル
ー
プ

 
 ⑨

グ
ル
ー
プ

 
悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ

悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ


 先

生
が
患
者
、
家
族
の

話
を
き
い
て
い
な
い


 別
々
に
話
を
聞
く
べ
き


 先

生
の
態
度
が
悪
い
８

（
貧
乏
ゆ
す
り
、
足
を
組

む
）


 聞

き
入
れ
る
態
度
で
な

い


 「
年
の
せ
い
だ
」
の
表
現


 家

族
の
メ
モ
提
出
へ
の

対
応


 認

知
症
専
門
医
の
紹
介

を
断
っ
た


 話
を
聞
く
態
度
を
取
っ
て

ほ
し
い


 メ
モ
の
取
り
扱
い
。
守
秘

の
上
別
々
に
話
を
聞
い

て
ほ
し
い


 看

護
師
さ
ん
に
間
に
入

っ
て
も
ら
っ
て
整
理
し
て

か
ら
の
受
診


 家

族
か
ら
の
情
報
を
受

け
止
め
て
い
な
い


 専
門
医
を
紹
介
し
て
く
れ

な
い


 情

報
を
整
理
し
て
ド
ク
タ

ー
に
届
け
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
る
（
問
診
を
診
察

前
に
簡
潔
に
記
入
し
て

も
ら
う
。
別
々
に
話
を
聞

き
取
る
。
別
々
の
部
屋

別
の
日
）


 時

間
が
足
り
な
け
れ
ば

次
回
日
を
提
示
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5 
 診
察
第
３
回
編

ワ
ー
ク
「悪
い
とこ
ろ
」と
「こ
うし
て
ほ
し
い
とこ
ろ
」

 ①
グ
ル
ー
プ

 
 ②

グ
ル
ー
プ

 
悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ

悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ


 全
部
悪
い
！
！


 専
門
用
語
の
説
明
な
し


 本
人
の
話
を
全
否
定


 「
行
政
に
聞
い
て
く
だ
さ

い
」
と
突
き
放
す

→
嘘
は
言
っ
て
は
い
け
な
い

が
、
聞
き
方
、
言
い
方
、
態

度
が
大
切

→
「
一
緒
に
考
え
て
解
決
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
本
人
と

家
族
に
言
っ
て
ほ
し
い


 専

門
用
語
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
を
し
て
い
な
か

っ
た


 「
治
る
病
気
で
は
な
い
」

→
言
葉
の
選
択
を
間
違

っ
た


 介

護
サ
ー
ビ
ス
の
質
問

で
先
送
り
に
し
て
い
た
→

家
族
、
本
人
を
不
安
に
さ

せ
た

  ③
グ
ル
ー
プ

 
 ④

グ
ル
ー
プ

 
悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ

悪
い
とこ
ろ

こう
して

ほ
しい

とこ
ろ


 専
門
用
語
が
多
く
、
患
者

さ
ん
に
わ
か
り
に
く
い


 治
る
病
気
で
は
な
い
と
い

う


 病

気
に
つ
い
て
の
説
明

が
な
い


 介

護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
の
説
明
も
な
い

→
前
向
き
に
な
る
言
葉
か
け

→
わ
か
り
や
す
く
、
具
体
的

に
説
明
を
し
て
ほ
し
い


 病

気
の
説
明
が
専
門
用

語
で
わ
か
り
に
く
い


 予

後
の
伝
え
方
が
、
希

望
が
持
て
ず
不
安
に
さ

せ
る


 本

人
の
前
で
診
断
名
を

言
っ
て
い
る


 「
さ
っ
き
も
聞
き
ま
し
た
」
と

話
を
さ
え
ぎ
っ
た


 介

護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
を
し
て

い
な
い


 診

断
名
を
伝
え
る
時
に

配
慮
し
て
ほ
し
い


 本

人
が
受
け
入
れ
や
す

い
説
明
を
し
て
ほ
し
い


 同

じ
話
で
も
穏
や
か
に

尊
重
し
て
対
応
す
る


 介

護
情
報
を
伝
え
ら
れ

る
準
備
を
し
て
お
く

          

6 
   ⑤

グ
ル
ー
プ

 
 ⑥

グ
ル
ー
プ

 
悪
い
とこ
ろ

こう
し
て
ほ
しい

とこ
ろ

悪
い
とこ
ろ

こう
し
て
ほ
しい

とこ
ろ


 病
名
を
宣
言
（
告
知
）


 専
門
用
語
を
列
挙


 相

談
に
応
じ
る
姿
勢
が

な
い


 聞

か
れ
た
内
容
に
答
え

て
い
な
い


 治
ら
な
い
と
言
っ
た


 介

護
サ
ー
ビ
ス
、
ケ
ア
に

つ
い
て
相
談
に
の
っ
て

い
な
い

→
家
族
の
み
に
伝
え
る

→
説
明
す
る
気
が
な
い
な
ら

話
す
必
要
が
な
か
っ
た

ス
タ
ッ
フ
の
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要


 専

門
用
語
ば
か
り
を
話

し
、
家
族
へ
の
説
明
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た


 次

の
案
内
が
親
切
に
で

き
て
い
な
か
っ
た


 「
完
治
し
な
い
」
と
言
っ
た

こ
と


 薬

の
効
果
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

の
説
明
が
丁
寧
に
な
さ

れ
て
い
な
い


 「
民
生
委
員
に
・
・
」
→
「
さ

っ
き
も
聞
き
ま
し
た
」
と
会

話
を
さ
え
ぎ
っ
た


 家
族
、
本
人
に
わ
か
り
や

す
い
説
明
を
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。


 日
を
決
め
た
り
、
次
の
予

定
を
伝
え
る
べ
き


 過
度
の
希
望
は
必
要
な

い
が
絶
望
的
な
表
現
は

避
け
る
べ
き


 精
神
的
負
担
や
不
安
が

解
消
さ
れ
る
よ
う
に
、
突
き

放
す
こ
と
な
く
具
体
的
に

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る

べ
き
だ
っ
た


 市
役
所
の
敷
居
は
高
い

の
で
「
〇
〇
課
の
△
△
さ

ん
へ
」
と
具
体
的
に
説
明

す
る


 プ
ラ
イ
ド
の
高
い
方
に
は

高
い
方
へ
の
対
応
（
心
配

し
て
い
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
）
を
伝
え
ら
れ
る
と
よ
い

  ⑧
グ
ル
ー
プ

 
 ⑨

グ
ル
ー
プ

 
悪
い
とこ
ろ

こう
し
て
ほ
しい

とこ
ろ

悪
い
とこ
ろ

こう
し
て
ほ
しい

とこ
ろ


 患

者
本
人
の
前
で
病

名
、
病
状
を
伝
え
た


 難
し
い
言
葉
が
多
い


 「
さ
っ
き
も
言
っ
た
」
患
者

を
追
い
詰
め
る
表
現


 患
者
、
家
族
の
気
持
ち
を

考
え
て
い
な
い


 認
知
症
へ
の
対
応
を
指

示
し
て
い
な
い


 「
治
る
病
気
で
は
な
い
」

の
表
現


 一
方
的
な
診
察
の
終
了

→
冷
た
い


 対
策
、
対
応
に
関
し
て
家

族
へ
の
説
明
が
十
分
で

な
い


 わ
か
り
や
す
い
言
葉
で

説
明
し
て
ほ
し
い


 患
者
と
家
族
を
分
け
て
の

説
明


 思
い
や
り
を
持
っ
た
対
応

を
す
る


 「
治
ら
な
い
」
な
ど
の
言
葉

を
希
望
を
持
っ
た
言
葉

に
す
る


 好
況
期
鵜
飼
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
説
明
を
看
護
師

を
通
じ
て
十
分
に
説
明


 専

門
用
語
を
使
っ
て
説

明
を
求
め
ら
れ
て
も
答
え

な
い


 不

安
を
与
え
る
よ
う
な

「
治
ら
な
い
」
と
の
表
現
。


 突
き
放
す
よ
う
な
言
い
方


 先

の
フ
ォ
ロ
ー
に
も
こ
た

え
て
く
れ
な
い


 本
人
の
言
う
こ
と
に
「
さ
っ

き
も
聞
い
た
」


 わ

か
り
や
す
い
言
葉
を

使
い
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
に

は
き
ち
ん
と
説
明
を
す
る


 治
療
方
針
を
説
明
す
る


 薬

以
外
に
で
き
る
こ
と
も

説
明
す
る
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7 
 患
者
さ
ん
、家

族
との

よ
り良

い
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
る
た
め
に
大
切
だ
と思

うこ
と

①
グ
ル
ー
プ

1.
 
本
人
、
家
族
の
思
い
を
聞
く

 

2.
 
社
会
資
源
の
情
報
の
提
供

 

3.
 
本
人
、
家
族
別
々
に
聞
く

 

4.
 
雰
囲
気
、
笑
顔

 

5.
 
次
に
つ
な
が
る
会
話

 

 

②
グ
ル
ー
プ

1.
 
信
頼
関
係

 

2.
 
傾
聴
す
る
態
度
（情
報
を
整
理
し
な
が
ら
要
領
よ
く
聞
く
） 

3.
 
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
話
す

 

4.
 
背
景
の
も
の
を
考
え
る
想
像
力

 

5.
 
共
感
（一
緒
に
考
え
て
い
く
）
  
診
察
を
受
け
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
態
度
で
少
し
で
も
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

 

 

③
グ
ル
ー
プ

1.
 
威
圧
的
に
見
え
な
い
よ
う
な
態
度

 

2.
 
診
察
の
流
れ

 

3.
 
病
気
に
つ
い
て
の
説
明

 

4.
 
な
る
べ
く
正
し
く
伝
え
る

 

5.
 
介
護
保
険
に
つ
い
て
の
説
明
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に

 

 

④
グ
ル
ー
プ

1.
 
患
者
さ
ん
の
顔
を
見
て
、
笑
顔
で
ゆ
っ
く
り
と
話
す

 

2.
 
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
説
明
す
る
（
相
手
に
と
っ
て
理
解
し
や
す
い
表
現
で
） 

3.
 
訴
え
に
耳
を
傾
け
る
、
話
を
聞
く

 

4.
 
家
族
と
本
人
、
別
々
に
情
報
を
聞
け
る
環
境

 

5.
 
病
気
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
を
持
っ
て
伝
え
ら
れ
る
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⑤
グ
ル
ー
プ

1.
 
患
者
さ
ん
の
顔
を
見
る
（向
き
合
う
姿
勢
）
挨
拶
し
ま
し
ょ
う
！
！

 

2.
 
患
者
、
家
族
の
話
を
し
っ
か
り
聞
く

 

3.
 
相
談
の
内
容
に
応
じ
て
場
面
（場
所
）
を
か
え
る

 

4.
 
切
り
上
げ
た
い
オ
ー
ラ
を
出
さ
な
い
（
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
） 

5.
 
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
（
メ
モ
、
入
室
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
）
 医
師
一
人
で
な
く
周
囲
の
ス
タ
ッ
フ
全
員
（チ
ー
ム
ワ
ー
ク
） 

で
み
る

 

6.
 
認
知
症
に
対
し
て
の
理
解

 

 

⑥
グ
ル
ー
プ

1.
 
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
聞
き
取
り
。
主
訴
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
。
初
回
面
談
、
相
談
は
貴
重
。
大
切
に
行
う

 

2.
 
家
族
、
本
人
の
仲
を
取
り
持
つ
。
家
族
を
本
人
の
支
援
者
と
し
て
理
解
す
る
。
（他
人
だ
か
ら
で
き
る
中
立
的
な

 

関
係
者
と
し
て
の
立
場
、
力
を
発
揮
す
る
） 

3.
 
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る

 

4.
 
家
族
と
本
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

 

5.
 
家
族
が
介
護
者
に
な
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る

 

 

⑧
グ
ル
ー
プ

1.
 
病
名
、
病
状
を
知
り
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
説
明
す
る

 

2.
 
不
安
を
持
た
せ
な
い
表
現
で
説
明
す
る
。
守
秘
義
務
を
守
る
。

 

3.
 
患
者
さ
ん
、
家
族
の
顔
を
見
て
、
十
分
聞
い
て
い
る
と
い
う
接
遇
を
す
る
。
傾
聴
を
す
る
。
共
感
す
る
。

 

4.
 
看
護
師
、
事
務
員
を
上
手
に
組
み
入
れ
て
効
率
よ
く
診
察
し
、
相
互
に
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
つ

 

5.
 
家
族
、
患
者
の
希
望
に
こ
た
え
る
対
応
。
専
門
医
の
紹
介
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

 

 

⑨
グ
ル
ー
プ

1.
 
本
人
や
家
族
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
聞
く

 

2.
 
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
説
明
す
る
（
求
め
ら
れ
る
社
会
資
源
な
ど
の
情
報
も
含
め
） 

3.
 
本
人
と
家
族
の
思
い
が
違
う
場
合
は
別
々
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る

 

4.
 
笑
顔
で
接
す
る

 

5.
 
次
に
つ
な
が
る
よ
う
な
会
話
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認知症対応の現状

「認知症の疑い」を感じた場合の相談・連携先

かかりつけ医療機関

認知症の専門医療機関

訪問看護ステーション

歯科医・歯科診療所

その他医療機関

介護支援専門員（ケアマネジャー）

介護保険サービス事業所

地域包括支援センター等

保健所・福祉事務所

その他行政機関

その他

わからない/決められない/
該当しない

無回答

第1の相談･連携先

普段の相談･連携先

本人の勤務先

教材評価 研修評価

教材の総合評価

非常に良い 良い まあ良い どちらともいえない やや悪い 悪い 非常に悪い 無回答

教材「認知症者と家族への対応」の個別評価

【テーマ】｢コミュニケーションの
大切さ｣が重点テーマ(n=44)

【構成】望ましい/望ましくないの
「対応事例｣を対比(n=44)

【自己チェックシート】項目内容

【DVD時間】医師編23分/
スタッフ編19分の計42分(n=44)

【教材対象】「認知症に関わる
全ての人」が対象(n=44)

【効果】新たな気付きや役立ち

適切である どちらともいえない 適切でない 無回答

研修の総合評価

非常に良い 良い まあ良い どちらともいえない やや悪い 悪い 非常に悪い 無回答

研修の個別評価

【研修役立ち度】

【研修難易度】

【講師の説明･進行】

【研修時間】

【研修環境】

役に立つ

適切

良い 普通

難しい 易しい

普通良い

適切 短い長い 無回答

無回答

どちらとも

いえない

無回答

無回答

無回答

※【 視聴時間】適切でない（ 名）の希望：医師偏 分 スタッフ編 分 ※【研修時間】短い（ 名）の希望： 時間

研修評価と、その理由（自由回答）

○非常に満足：自分の悪い部分をたくさｎ見せて頂けました。正直凹みましたが（医師）、医師だけでなくスタッフの支援も考えられた（保健師）、色んな
職種が関わり色んな意見をきくことが出来ました（ケアマネ）、診察室でしたが、ケアマネの面接にも同じような状況で非常に参考になりました（ケアマ
ネ）、先生と同じ目線で会話できた（ケアマネ）

○満足：これまでの経緯でグル―プワークが定着している（医師）、普段この様な勉強の機会がないので勉強になった（歯科医師）、地域の開業医さんと同
じ立場で話できた事（看護師）、教材がありわかりやすいこと。グループで多職種で話しあうことができた（保健師）、様々な人と話しをする中で、コ
ミュニケーションを学べたこと（保健師）、多職種でワークできるため（ソーシャルワーカー）、職種の違う方との話し合いができ、Ｄｒの考え方がほん
の少しわかったこと（ケアマネ）、ドクターと気軽に相談できる！（ケアマネ）

ご意見・ご要望（自由回答）
○介護職員にまで拡げてほしい（ケアマネ）



 （3）アンケートのまとめ 

      平成 25年度に開催した第 4回（H25.5.23）～第 7回（H26.1.30）については、GW開催後に

アンケート調査を実施した。以下、その結果を整理する。 

    ① IN守山・野洲（GW）について 

        各回で設定したテーマは異なっていたが、まずは GW全体の評価をまとめる。 

        『GW の内容が興味、関心が持てるものであった』については、「非常にそう思う」が 86.3%、「ややそ

う思う」が 13.0%、「どちらでもない」が 0.7%であった。以下、『目的を理解することができた』は、「非常

にそう思う」が 81.6%、「ややそう思う」が 16.3%、『仕事に活かすことができそうだ』は、「非常にそう思う」

が 69.4%、「ややそう思う」が 27.8%、『全体を通して満足できるものだった』は、「非常にそう思う」が

80.3%、「ややそう思う」が 19.0%という結果であった。 

        いずれの設問にも、「あまりそう思わない」、「全くそう思わない」の評価はなく、概ねポジティブな評

価となったといえる。 

        もっとも、次ページ以降の各回別の結果をみると、具体的な事例によらないグループ討議を設定し

た第 4 回については、『仕事に活かすことができそうだ』の設問で「非常にそう思う」の割合が低くなって

おり、全体での結果にも寄与していることがうかがえた。 

 

全体（第 4～7回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
非常に 
そう思う 

やや 
そう思う 

どちらでも 
ない 

あまり 
そう思わない 

全く 
そう思わない 

興味、関心が持てるものであった 126 19 1 0 0 

目的を理解することができた 120 24 3 0 0 

仕事に活かすことができそうだ 100 40 4 0 0 

全体を通して満足できるものだった 118 28 1 0 0 
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各回（第 4回  H25.5.23  グループ討議） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各回（第 5回  H25.8.22  GW多職種連携） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各回（第 6回  H25.11.28  GW家族支援） 
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各回（第 7回  H26.1.30  グループ討議） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ② GWの時間配分について（n152；有効回答） 

        GW の当日の時間配分について、「非常に適切であった」が 99 人（65.1%）と最も多く、次いで

「まあまあ適切だった」が 47人（30.9%）、「どちらとも言えない」が 6人（3.9%）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ③ 今後の IN守山・野洲への参加意向（n155；有効回答） 

        今後も「認知症の医療と福祉の連携 IN 守山・野洲」への参加を希望するか、について、「参加す

る」が 149人（96.1%）とほとんどを占め、「どちらとも言えない」が 6人（3.8%）、「参加しない」は 0

人であった。 
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非常に適切だった 

99 

65.1% 

まあまあ 

適切だった 

47 

30.9% 

どちらとも 

言えない 
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3.9% 

適切でなかった 
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149 
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0.0% 

どちらとも言えない 

6 

3.8% 



    ④ 自由記述 

（第 4回  H25.5.23  グループ討議） 

医師 フラットなコミュニケーションを目的にして行われていたと思うのでとても良かったと思う。 

医師 時間はこれくらいがちょうど良い。 

看護師 
認知症とは特別なものではなく、人間として地域で生きていくことを希望している。認知症でない

人も同じであることを知りました。 

看護師 先生とお話しできて良かったと思います。 

看護師 考えを共有できる場所は大切で参考になりました。 

PT 
自分の職場以外のいろいろな職種の方と気軽に話せる機会となり、楽しく認知症について考える

ことができました。グループワークの方法も面白かったです。 

PT とても楽しい内容でした。 

リハビリ 
さまざまな職種で一つのテーマを話し合うことができて良かった。在宅・医療、さまざまな状況から

意見を出し合える場所は良いと思いました。 

ケアマネ すべての介護サービスの人が集まる場であればと思います。 

ケアマネ とても楽しく参加させていただきました。今後も積極的に参加させていただきたいと思います。 

ケアマネ Dr.に楽しく仕切っていただき良かったと思います。 

ケアマネ 
緊張して参加したが、グループワークを通じて、Dr.はじめ参加されている方を身近に感じることが

できた。 

ケアマネ 今後も参加してチーム作りをしていきたいと思います。 

ケアマネ Dr.がリーダーシップをとっていただいたので、大変スムーズに楽しく過ごすことができて良かったです。 

ケアマネ 包括と医師会に加えて下さってありがとうございました。 

ケアマネ 
普段は敷居の高い Dr.を交えて、和気あいあいと意見を出し合い、皆で楽しい時間を過ごせてと

ても良かったです。 

ケアマネ 多職種連携は身にしみて大切だと感じています。「質」とはどのように評価をしていくものでしょう。 

ケアマネ 遠くに感じていた Dr.との距離が少し縮まった感じがします。 

ケアマネ 
医療関係の方と一緒に考える機会が持てることは大変いいことだと思います。今後もぜひ参加し

たいと思います。 

ケアマネ 皆さんとお近づきができればと思います。 

包括 Dr.に来てもらって正解!!と思いました。 

相談員 

始めて参加させていただきとても楽しく学ぶことができて良かったです。自分だったらどう過ごしていき

たいか、それぞれが望む生活をあらためて考えられて良かったです。グループワークでもいろいろな方

とお話ができて良かったです。 

行政 なごやかに先生とみなさんで話し合いができて良かった。 

行政 初めての参加でしたが、話しやすい雰囲気で良かった。グループワークは楽しくできました。 

 

 

 

 

 

 

 



（第 5回  H25.8.22  GW多職種連携） 

医師 認知症ではない症例 

医師 多職種の意見が聞けて新しい発見が多くあった。 

医師 グループディスカッションは少し忙しかったですが、その分コンパクトに緊張感を持って話ができました。 

医師 実際の事例とそれがどのようにして経過していったかを見ていけたらよいと思います。 

医師 今回の番号順位づけからの考え方は大変勉強になりました。 

看護師 
事例を通し他職種の方々の意見を聞くことができて良かった。次回も事例を通してアセスメント能

力を養う機会があるとうれしいと思いました。 

PT 

いろんな専門職・職種が多面的に 1人の人を捉える、それが形になるのが実感できました。入院中

の拡大カンファレンスでは、どうしても病院→介護保険への一方通行な話し合いにもなっている気が

するので、今日のようなフラットな話し合いができるといいなと思いました。 

PT 
今回のグループワークでいかにケアマネさんが重要な役割を担っているかが再確認できました。これか

らもケアマネさんに情報提供できればと思います。 

ケアマネ Dr.にリーダシップをとってもらえてありがたいです。とても楽しく話し合ができました。 

ケアマネ 
前回も参加させていただきましたが、大変有意義な時間を過ごすことができました。特に今回は現

在の仕事にも役立つことが多くありました。 

ケアマネ 楽しく議論できました。勉強になりました。活かしていきます。 

ケアマネ 
1人だけの考えでは思い及ばないような方法や対応が聞かれました。いろいろな立場の人が集まる

ことで素晴らしい支援が展開されていくことが実感できました。 

ケアマネ 
ドキドキしながら（先生方がたくさんおられたので）参加しましたが、なごやかに先生と話ができる機

会に参加でき、ありがとうございました。 

ケアマネ 
先生も私たちと同じようなことを悩んでおられることが解り安心しました。今後相談させていただく垣

根が低くなったように思います。いろいろな立場の方の意見が伺えてとても勉強になります。 

ケアマネ 

前回同様医師と率直に話すことができて良い勉強となりました。他職種の方とのグループワークは

何回かありますが医師に参加していただく機会はなく、うれしい気持ちにもなりました。今後も続けて

出席させていただきたいです。 

ケアマネ 
話しやすい Dr.ばかりで楽しかったです。普段言いにくい大切なことを伝えられる関係がつくれればと

思います。 

ケアマネ 
まず本人を理解すること、いろんな立場で考えること、方向性を見つけること、CM としても改めて検

討していきます。 

ケアマネ 医師の先生とのいい交流ができるこの会をずっと続けてほしいです。 

ケアマネ 
もう少しいろいろな職種（各サービス事業所等）が多数いたほうがよかったと思います。ケアマネが

多いような？ 

介護職 GW により他の職種の方の考え方などが参考になった。 

包括 
医師の意見もいろいろと聞くことができとても良かった。多職種で意見を出し合い、他グループの意

見も聞けて参考になった。 

行政 
初めて参加させていただきましたが、みなさんが非常に前向きに取り組まれている姿を見て、自身も

勉強していきたいと思いました。 

行政 毎回グループワークはためになります。じゃんけんゲームの導入も楽しかった。 

他 他の職種の方と一緒に事例を検討できて自分とはちがった考え方も学べてとても良かったです。 

他 他職種の方々と事例検討させていただく非常に良い機会となりました。ありがとうございました。 

 

 

 



（第 6回  H25.11.28  GW家族支援） 

医師 もっと多職種による発言があるほうがいいと思います。 

医師 
登場人物に患者本人を入れ忘れたのは問題でした。やはり、グループワークは発見になります。毎

回認知症の理解ができていると思いますが、まだまだだと思っていますのでよろしくお願いします。 

医師 フラットな関係で活発な議論ができて興味深かった。 

医師 いろいろな情報が得られて良かったと思う。 

医師 
多職種でのグループワークは多方面からの指摘があり、新鮮な思いで参加できるので大変ありがた

いです。認知症に対する支援においてもいろんな角度からの支援が必要で考えさせられました。 

医師 具体的にどのような連携をしているか、例を挙げてもらえるとさらにイメージがつきやすいと思います。 

薬剤師 
認知症だけにとどまらず連携させていただけることをうれしく思いました。先生方や各職種の方々のお

顔が見えることもうれしいです。 

薬剤師 自由に発言できることが良い。認知症に対して多職種の職業観から意見を聞くことができる。 

看護師 
今回初めての参加でしたが、認知症についての家族への支援の方法を話している中で自分自身

納得できた。事例を通して支援方法を学んでいきたい。いろいろな職種の意見が聞けて良かった。 

看護師 
はじめて参加させていただきました。認知症についてこんなに大勢の医療者が考えておられることを

知り、勇気が湧いてきました。もっと勉強していきたいと思います。 

リハビリ 
家族支援や本人や家族への理解は医療の中でも困難なケースが多いため、今回一つの事例を通

じて考えられたことは今後に生かせると思いました。 

ケアマネ Dr.を核に多職種(行政も含め)で顔の見える関係を築け、今後のチームケアに活かせると思った。 

ケアマネ 
今日も現場で事件が起こっています。「高次機能障害」の方、できそうでできないことが多くて、認

知症もありむずかしい。また教えてください。 

ケアマネ 
普段お名前しか知らなかった医師の方の生の顔、お声、言葉を知ることができ、大変有意義な時

間でした。 

ケアマネ 
参加させていただくたびに先生への敷居が低くなっています。気軽に相談させていただけそうでうれし

く思っています。 

ケアマネ 
今回も Dr.と意見交換をさせていただけ、非常に有意義な時間を過ごさせていただきました。Dr.が

身近に感じられてうれしいです。 

ケアマネ 
より現実的なケースで大変参考になりました。また、ほとんどのグループの意見もだいたい統一されて

いたので安心しました。「老後は守山・野洲で過ごすと幸せ!!」 

ケアマネ Dr.・介護職・包括支援センターと横並びで大変良かった。 

ケアマネ 
段々と自分の中でも心の垣根・遠慮がとれていくように前向きになれていきます。次回もぜひ参加し

たいですが、多くの方にも参加していただきたいです。継続をせつに希望しています。 

ケアマネ 

ふだん普通には話すことのできない医者の先生方と同じテーブルを囲み、意見を交わすことが可能

になる素晴らしい会だと思います。テーマのグループ討議だけでなく、コミュニケーションを築くための雑

談も少しあってもいいかなと思います。つかみになる最初のゲームは最高です。 

ケアマネ 
毎回さまざまな職種・立場からの意見がたくさん出てきて非常に勉強になります。顔の見える関係が

作っていけるとても貴重な場であると思います。 

包括 

ベクトルが同じ・・・ということを、回を重ねるごとに感じています。歯科医師会の参加もよいかなぁと

思います。在宅歯科診療もされていますし、認知症の方との関わりがあると思うのですが、こういう

取り組みを知ってほしいです。 

包括 
認知症のことが理解できない家族が多い。その場合なかなか病院につながらないことが多い。かかり

つけ医からの IC をしていただくことと情報連携もしっかりしてほしい。 

行政 

はじめにほぐしの時間があり、また何回か参加することでグループでの話し合いに緊張せず入ることが

できました。多職種がフラットに話せ、Dr.がリーダーシップをとっていただき、楽しく話ができました。事

例を通じて、生活のこと・家族のことを具体的に考えることができ、勉強になりました。 

他 
患者さんとかかりつけ医の先生の存在がとても安心につながっていくことが分かりました。認知症にな

られても生活を支えるという視点を大切に今後の業務へ生かしていければと思いました。 

 



（第 7回  H26.1.30  グループ討議） 

医師 限られた時間、人員の中でどう話を聞いて対応したらよいのか、考えないといけないと思う。 

医師 診察風景のビデオは見ることがないので参考になった。 

医師 
デフォルメされているが、日ごろの仕事中に DVD で見た悪い要素が本当にたくさんありそうで、正直

凹みました。 

歯科医師 
歯科診療の中でも使える、または考えさせられることが多くあった。事例検討も含め我々も積極的

に参加していくべきだと思った。 

歯科医師 グループワーク形式が理解が深まる手法だと思う。ぜひ今後も参加したい。 

歯科医師 
歯科において認知症に関し勉強する機会が少ない。このような機会に参加することができ、有意義

な時間を過ごすことができた。今後もできるだけ参加させて頂き、勉強させて頂きたいと思う。 

薬剤師 

接遇・対応について勉強になりましたし、やはり思いやりを持って患者さんや家族に接していこうとあ

らためて思いました。患者さん本人にも認知症を自覚していただくのかが分かりませんが、ケースによ

るのかもしれません。 

看護師 
2回目の参加。看護師からの視点でしか考えられていなかったので、多職種の方の意見が聞けて

良かった。 

ケアマネ 初参加です。多職種が集まり、いろんな意見を聞くことができ大変勉強になりました。 

ケアマネ 先生方の親しみやすい対応がとてもうれしいです。これからもよろしくお願いします。 

ケアマネ 
毎回班長の Dr.が変わるので今日はどの先生?と楽しみに参加しています。今回、日頃なかなか接

点のない歯科医と一緒に討論ができて良かったです。来年度もぜひ参加したいと思います。 

ケアマネ 
今回は医師の方々の(失礼)ための勉強会の感じでした。介護職にとってもコミュニケーション能力を

高め、利用者の信頼を得られるような参考になる具体的な勉強をしたいと思います。 

ケアマネ 
はじめての参加です。Dr.を身近に感じ、担当するご利用者の病気等気軽に相談できるような気が

してきました。楽しいひと時でした。 

ケアマネ 
先生の生の声が聞けて良かった。(普段高い壁を感じているので・・・)自分自身医療分野はすごく

弱いので、本音で悩みを相談できる先生と仲良くなりたい。 

ケアマネ いつも新しい何かを得ることができてありがたいです。 

包括 

歯科医の先生にも知ってほしい、一緒にやりたいなぁ・・・と思っていたので 7人も参加されたのでうれ

しかったです。また、先生側の立場の思いや現場の状況が見えたが良かったです。忙しい診察場面

だけど先生方から次につなぐまで話がいけたので、それぞれの立場の支援者がその大切さを再認識

でき、勉強になりました。 

相談員 初参加です。ドクターの気持ちを聞かせていただき参考になりました。 

行政 
段々とつながる職種が増え、顔の見える関係が少しずつ広がっていると感じます。医師がたくさん参

加され、グループ全体をまとめて下さるので話しやすいです。 

他 

途中からの参加になってしまい全体は見れていないのですが、医師・専門職の方もそれぞれの現場

で迷ったり手探りで対応を探っていることがよくわかりました。このような連携が介護事業所のスタッフ

を含め広がっていくことを切に願います。(生協職員) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3．全体のまとめ（考察） 

段階を追って作り上げた「認知症医療と福祉の連携の会」について 

～医師をグループワークの中心として～ 

 

2004 年に開始した「滋賀認知症ケアネットワークを考える会」などを通じて、顔が見える多職種協働・地

域連携の取り組みを行ってきた。しかし、専門医とかかりつけ医の役割分担の見直し、ケア・サービスの多様

化、その他、様々な取り組みが進む中で、認知症医療とケアを取り巻く環境も大きな変化し、多くの課題に

直面している。その解決のためには、更に共通の知識や支援の方向性を共有できる、垣根のない医療とケア

の関係者の連携の取り組みが必要と考えた。1) 

そのような中で、守山野洲医師会では、課題解決に向けた着実な一歩を、との観点から、2012 年度は

医師と地域包括支援センターを中心に、さらに、2013 年度からケアマネジャーや歯科医師、薬剤師等の参

加も求め、テーマ別にグループワークを行う「認知症医療と福祉の連携 IN守山野洲」を開始した。1） 

具体的な内容と参加者からの評価は、先述「2.実施内容」での報告の通り、2 か年度、計 7回の開催を

通じて、多職種間での役割の認識、他職種への理解、地域作り、家族支援を共通目線で議論することが

できたと考える。 

また、本企画は、長期的な視点に立って、回ごとの目的と相互のつながりを持たせることで、“1回きり”では

なく継続参加による連携の土台作りを狙うと同時に、実際の連携場面を意識した実践的な様々な工夫を

行った。医師によるリーダー役の固定、議論の整理のためのテーマ別に工夫したシート、アイスブレイクによる

GW の枠組みを越えた参加者同士のコミュニケーションなど、業務上の必要性からではなく、関係者間におい

て“自然に生まれる連携”の基礎作りに一定の役割を果たしているものと考える。 

 段階を追って作り上げた認知症医療と福祉の連携の会は、当初掲げた目的の一貫性を保ちながら、顔が

見えるだけではなく、お互いを認め合い、専門性を活かした議論を継続することができている。また、医師が医

療の視点からの助言だけにとらわれず、リーダーシップを発揮したことで、会の場だけでなく、その後の実際の支

援・連携場面においても、他職種とのつながりがよりスムーズになると考えられた。2）
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